
【行政】地域別計画のふりかえり 用和小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

①地域での
ふれあい交
流があり、
災害に備え
のあるまち

用和小学校区では、小学校区集会所を活動
拠点に地域住民が主体となって、市民スポー
ツ祭やふれあいまつりなど住民どうしの交流
の催しや一人暮らし高齢者の給食会などの
地域福祉活動を行っています。しかし、近年
新しい住宅の建設により人口は増加傾向で
すが、そのためには自治振興委員会等ととも
に町会加入促進に取り組み、地域コミュニ
ティの強化や健康づくり等地域活動への参画
につなげて、地域活動の担い手を発掘・育成
していく必要があります。また、校区まちづく
り協議会を中心に防災物品の整備や自主防
災訓練が実施されており、今後とも地域と連
携した防災対策に取り組み、災害に備えのあ
るまちをめざします。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行動
訓練や自主防災組織の活動
支援などに取り組みます。

地域のまちづくり活動を支援
する体制を充実します。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマニュ
アル策定が必要と考えてい
ます。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を支
援する中で、地域の健康コ
ミュニティの構築と健康文化
の醸成に取り組みます。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普及
促進。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

住民どうしの支えあいが豊
かになるために、地域福祉
の担い手となる人材育成
や、学習会などの開催により
住民参加の促進に取り組み
ます。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実につ
いて、住民意識の醸成につ
ながる取り組みが課題であ
る。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相談
や交流ができるように、子育
て支援拠点の運営や、子育
てサークルへの支援、地域
交流事業などを行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

地域拠点施設職員の配置等
人員体制強化により、地域の
まちづくり活動を下支えでき
た。

地域活動の参加者及び担
い手（特に若い世代に向け
た）を増やす取り組みを引き
続き支援していく必要があ
る。

②子どもた
ちが健やか
に育つまち

用和小学校区では、登下校時の子ども見守
り活動など子どもたちの安全確保をはじめ、
民生委員・児童委員による子育て支援活動
など、地域ぐるみで子どもを育む取り組みを
行っています。しかし、近年児童虐待やいじ
め問題など子どもたちを取り巻く環境は大きく
変化しています。今後も地域と行政等とが連
携して、育児相談や食育の推進など子どもの
健全な育成のための取り組みを進め、子ども
たちが健やかに育つまちをめざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の支
援や、地域、事業者、関係団
体、警察、関係機関との連
携・協力による防犯への取り
組みを進めます。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域とつ
ながり、協働のまちづくりの
担い手となるよう支援しま
す。

地域のふれあい交流事業や安
心安全の取り組みに校区内の
大学ボランティア等の協力・連
携を進めることができた。

商店街やＮＰＯ団体等市民
活動団体との連携強化のた
め、地域への積極的な情報
提供や支援に取り組む必要
がある。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金を
活用して実施してもらうべき
事業か、当助成金を活用し
てもらうべき事業かを整理
する必要があると考えてい
ます。

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市の
取り組みは充足していると
の認識である。地域での子
育てに係るまちづくり活動に
おける協力要請があれば、
とりうる支援策について、ご
相談に応じていく。

40

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

健康で文化的な生活と豊か
で活力ある社会の実現のた
めに、家庭、保育所、学校
園、地域などが連携して食
育を推進します。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普及
促進。

23

知徳体の
バランスの
とれた小中
学生の育
成

健康で文化的な生活と豊か
で活力ある社会の実現のた
めに、家庭、保育所、 学校
園、地域などが連携して食
育を推進します。

各学年、食に関する目標を設
定し、給食や委員会活動、教
科とも関連させながら食育を推
進しました。

今後も児童が食事や給食な
どを通して、バランスよく食
べる食習慣を育むとともに、
給食試食会の開催や給食
だよりを発行する等、食育
に関する指導を推進してい
きます。

生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活道
路について安全対策と適切
な維持管理に努めます。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めました。

新たな通学路指定に伴う対
策と既に実施しているカラー
化等の老朽化に伴う対策が
生じ、計画的な維持管理と
安全対策が必要です。

限られた財源・人材のなか
で膨大な都市基盤施設の
維持管理を進めていく必要
があります。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの安全確保の取
り組みや、地域での青少年
健全育成の取り組みを進め
ます。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただいて
いるため、各活動に協力し
ていただける人材の確保及
び地域拠点との連携や支援
手法に課題があると認識し
ている。

○

地域拠点の視点

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

　校区住民全体の防災意識
を高めるための防災訓練の
実施や防災物品整備等を支
援しました。

　ふれあいサロンやふれあ
いまつり等地域の福祉活動
の運営について拠点職員が
支援・拠力することにより、
ふれあい交流が円滑に進め
られました。

　校区高齢者あんしんセン
ターと連携し、小学校区集会
所において健康講演や介護
予防教室の開催を企画し、
健康づくりを支援しました。

・地域のまちづくり
・防災
・健康づくり

○ ○ ○

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

○ ○

○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

③子どもが健やかな子育て
支援のまち

　防犯カメラの設置場所調整
や関係機関との交渉、また
防犯灯補助金の申請事務等
の支援により、安全安心まち
づくりを進める下支えができ
ました。

・地域のまちづくり
・健康づくり
・子育て

　校区内危険個所に防犯カ
メラを設置し、街頭犯罪防止
や交通事故防止に取組みま
した。

　通学路における登下校時
見守りパトロールを実施しま
した。

　ＰＴＡや町会と連携して、掲
示板に注意喚起のポスター
を掲示するなど、防犯情報を
迅速に地域に周知する仕組
みづくりができました。

　3世代グラウンドゴルフ大会
を実施し、スポーツを通じた
子どもの健全な育成支援に
取組みました。

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

　毎年、定期的に自主防災
訓練を開催しました。消火訓
練、負傷者訓練等実践的内
容を取り入れて、住民の防
災意識を高めました。

　校区住民同士のふれあい
交流の場としてふれあいサ
ロンを開設しました。参加者
による語らいだけでなく、カラ
オケを活用した歌を通じた交
流やものづくりの講座等を行
うことで特に男性の参加も増
えたことが、幅広い交流につ
ながりました。

　ふれあいまつりや防災訓
練に校区内にある大阪経済
法科大学の学生ボランティア
が協力し、地域のまちづくり
活動に連携して取り組みまし
た。

①安全・安心のまちづくり
②高齢者・障がい者に優しい
地域のまち

まちづくり協議会の視点

参考資料２ 



【行政】地域別計画のふりかえり 用和小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

まちづくり協議会の視点

④賑わい
のある誰も
が暮らしや
すいまち

用和小学校区では、百貨店や大型商業施設
があり、市民の利便性が高い地域となってい
ます。しかし一方では、これら店舗の進出に
より人の流れが変わり、既存の商店街がか
つての賑わいを失っています。

商店街は、市民が身近に買い物ができるほ
か、高齢者をはじめ人と人とのふれあい交流
の場であり、地域コミュニティの醸成に役立つ
貴重な存在であります。

そうしたことから、商店街活性化に向けた取り
組みを進め、地域貢献の面を考慮しながら地
域の各種団体あるいは大学との連携も図り
つつ、商店街を中心に賑わいのある誰もが
暮らしやすいまちをめざします。

34

地域に根ざ
し、貢献す
る商業の育
成と振興

商業団体と多様なまちづくり
活動主体の連携の促進など
を行います。

北本町中央通商店会におい
て、大学等の多様な活動主体
との連携による事業を実施し
ています。

保護者や高齢者等の参画
を促すことが必要です。

6

市民一人
ひとりの適
切な自転車
利用の促
進

駅周辺において安全に通行
できる空間を確保するため、
放置自転車の移動保管活動
を行うとともに、啓発活動に
取り組みます。

放置自転車の移動保管啓発
活動に取り組み放置自転車の
減少につながりました。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

商店街エリアに限らず、近
鉄八尾エリアとしての賑わ
い創出。

③交通マ
ナーが守ら
れ、安全に
暮らせるま
ち

用和小学校区の南端には、乗客数が市内で
最も多い近鉄八尾駅があります。駅周辺では
放置自転車が多く、また最近は自転車が絡
む事故も多く発生しています。迷惑駐車も交
通安全上の課題となっており、引き続き事故
防止に向けた啓発活動を実施していく必要が
あります。市では適宜、放置自転車の撤去な
どを行っていますが、今後とも事故抑止のた
めの交通安全教育などを実施し、地域と行政
が連携して、住民が交通マナーを理解し、遵
守して安全に暮らせるまちをめざします。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団体
と連携し、交通事故防止に
向けた各種啓発活動や交通
安全教育などに取り組みま
す。

○

　市や警察主催の交通安全
講習会の開催場所提供、住
民懇談会のテーマ設定や講
師の調整等を通じて地域の
取組みを支援しました。

・地域のまちづくり 　住民懇談会等を通じて交
通安全の周知や防災意識の
向上に取組みました。

　警察と交通事故多発地点
や危険情報の共有を図りま
した。

　地域情報誌（用和レポート）
を作成し、まち協の認知度の
向上を図りました。

④人と人がつながるコミュニ
ティの活性化
⑤地域の理解を得る積極的
な広報活動○ ○ ○



【行政】地域別計画のふりかえり 長池小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

・健康づくり
・生涯学習

　地区福祉委員会と連携し、
「長池いきいきサロン」を開
催し、高齢者の生きがい創
出を図りました。

③緑ヶ丘コミセンを中心とし
た生涯学習や地域活動が活
発なまち

○ ○

　防犯カメラの設置調整や防
犯灯補助金の申請補助等を
行い、安全安心なまちづくり
を進めることができました。
また防災訓練への参加啓発
や災害図上訓練用の地図を
作成する等地域の防災力向
上に協力する取組みを進め
ることができました。

○

○ ○ ○

○ ○ ○

　プレママ・親子交流事業や
地域主催の子うさぎ教室等
の子育て支援事業に協力す
るとともに、危険な通学路へ
の対策など子育てしやすい
まちづくり活動を支援しまし
た。

○

　コミセンで開催される一人
暮らし高齢者給食会に毎回
保健師を招いて健康講演の
実施につなげました。

　コミセン運営協議会と連携
し、歴史講座などの生涯学
習やグラウンドゴルフ、クロリ
ティといった気軽に取り組め
るスポーツを通じた健康増進
の取組みを進めました。

○ ○ ○

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目標

○

○

○ ○ ○

○

・地域のまちづくり
・子育て

　就園前のお子さんとその保
護者を対象に子うさぎ教室を
開催し、子どもの健全な成長
促進を図るとともに子育て中
の親御さんへの相談を実施
しました。
 
　育成会と連携し、「子どもふ
れあいまつり」を復活させ
て、子どもたちの交流の場づ
くりを進めました。

②子どもが健やかに育ち、
子育てのしやすいまち

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セン
ターを中心とした相談体制の
充実を図るとともに、災害時
要配慮者支援体制の構築に
取り組みます。

「高齢者あんしんセンター」を愛称
として、高齢者にわかりやすい相
談支援体制の充実及び地域の
ネットワーク構築を推進した。

災害時に備えた平常時からの地
域での見守り体制の構築に向け
た説明会、検討会を実施し地域
活動の支援を行った。

より地域に密着した相談窓
口としての周知・啓発が必要
である。

災害時に備えた、継続的し
た取り組みが必要である。 ○ ○ ○

　地域の多くの団体、学校園
の協力のもと「フェスタ長池」
を開催、世代間を含む地域
住民のふれあい交流が進み
ました。また、運営する各団
体と結び付きも強化されまし
た。

　月に一度ふれあい喫茶を
各種団体とボランティアで実
施しており、また、民生委員
とボランティアによる高齢者
への給食会を月に一度開い
ており、地域におけるつなが
りが育まれました。

④地域福祉の推進と福祉
サービスの提供できるまち

○ ○ ○

　福祉委員会や社会福祉協
議会と連携し、ふれあい喫茶
やフェスタなどの地域行事を
支援することにより、地域の
福祉活動が円滑に進められ
ました。

　コミセンのレイアウト変更
し、相談室を設置、福祉をは
じめさまざまな初期相談を実
施しました。

・地域のまちづくり

市民活動団体等が地域とつ
ながり、協働のまちづくりの
担い手となるよう支援しま
す。

コミセンを中心とした生涯学習活
動やコミュニティ醸成事業におい
て、地域の福祉施設や市民活動
団体と連携した事業活動を積極
的に推し進めることができた。

市民活動団体と地域が共に
まちづくりの活動を取り組め
るように支援していく必要が
ある。

④地域福
祉の推進と
福祉サービ
スにつなが
るまち

長池小学校区では、地域住民が主体で住民ど
うしの交流を目的に毎月ふれあい喫茶や年に
一度の大規模なふれあい交流イベントとして
フェスタ長池を開催するなどさまざまな活動が
実施され、多くの方々が参加されています。し
かし長池小学校区においても少子高齢化が進
み、一人暮らし高齢者世帯あるいは認知症や
介護を必要とする世帯が増える傾向にありま
す。今後とも誰もが住み慣なれた地域で生き
生きと暮らし続けることができるように、高齢者
の相談窓口である地域包括支援センターを中
心に相談体制を充実するとともに高齢者を地
域で見守るネットワークを広げるなど地域と行
政、関係機関が連携し、適切な福祉サービス
につながるまちをめざします。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民の
自主的な地域福祉活動や見
守り・支援体制の充実の支
援に取り組みます。

（社福）八尾市社会福祉協議会と
連携し、地域の自主的な福祉活
動を支援した。

支援を必要とする人の把握、
見守り体制の充実につい
て、住民意識の醸成につな
がる取り組みが課題である。

③緑ヶ丘コ
ミュニティセ
ンターを中
心とした生
涯学習活
動や地域
活動が活
発なまち

長池小学校区では、緑ヶ丘コミュニティセン
ターにおいて、毎月一人暮らし高齢者を対象
にしたふれあい給食サービスや年に一度いき
いきサロンを開催するなど校区内の高齢者の
ふれあい交流事業を展開しています。また、
緑ヶ丘コミュニティセンターでは子どもから高齢
者まで幅広い年代の方が参加できる事業や生
涯学習活動が展開されています。しかし、コ
ミュニティセンターは場所が分かりにくいなど
の課題もあります。今後もコミュニティセンター
を拠点に生涯学習活動や健康づくり、地域活
動が活発なまちをめざします。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

各地区で開催される講座
は、絵画や陶芸など趣味の
分野での自己学習が中心で
すが、今後は、地域や市民
の日常生活における課題解
決に寄与する学習の充実化
にも努めるとともに、学んだ
ことを地域社会に還元する
機会の創出を一層図ること
が必要です。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支援
する体制を充実します。

地域の各団体運営において、団
体間の調整を行うことにより、連
携強化を図ることができた。　ま
た、地域拠点のレイアウト変更に
より、初期相談機能を担う体制を
整えることができた。

地域拠点であるコミセンの存
在をもっと周知していく必要
がある。また、まちづくり協議
会をはじめ地域活動につい
て、広報面での強化の取り
組みが重要である。

健康まちづくり宣言の普及促
進。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

高齢者が自らの生きがいを
見い出し、社会参加を図るこ
とができるように、生きがい
づくりの支援および情報の提
供などにより、地域で活躍す
る高齢者の活動を支援しま
す。

新たな通学路指定に伴う対
策と既に実施しているカラー
化等の老朽化に伴う対策が
生じ、計画的な維持管理と安
全対策が必要です。

限られた財源・人材のなかで
膨大な都市基盤施設の維持
管理を進めていく必要があり
ます。

啓発事業への参加、住民懇談会
の実施、放課後子ども教室の実
施等にかかる依頼を行い、青少
年健全育成の推進を図った。 ○

地域等からの要望に対応する相
談体制については構築できてい
る。

出張講座についての認知度
を上げていく必要がある。

高齢クラブと連携した地区敬老祝
寿事業を実施し、地域で活躍する
高齢者の活動の支援を行った。

高齢クラブの加入率は減少
傾向にあり、加入率向上に
向けた取り組みが必要であ
る。

28
生涯学習
の取り組み

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を支
援する中で、地域の健康コ
ミュニティの構築と健康文化
の醸成に取り組みます。

健康相談、健康教育の実施
地域主催健康増進事業の定着。

身近な地域拠点であるコミュ
ニティセンターにおいて生涯
学習の場を提供します。

地区生涯学習推進事業として、コ
ミセン運営協議会に委託し、各コ
ミセンで講座や現代的課題講座
を開催しました。

○

○ ○

②子どもた
ちが健やか
に育ち、子
育てのしや
すいまち

長池小学校区では、通学路の見守りなど子ど
もたちの安全確保の取り組みをはじめ、０歳か
ら就園前までの子どもと保護者を対象として月
１回開催される子うさぎ教室での子育て支援
活動など地域ぐるみで子どもたちを育む活動
を行っています。しかし、近年児童虐待やいじ
め問題など子どもたちを取り巻く環境は大きく
変化しています。今後とも、家庭・学校・地域が
連携しながら子どもたちが健やかに育つまち
をめざします。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの安全確保の取
り組みや、地域での青少年
健全育成の取り組みを進め
ます。

地域において、非常に多くの
活動を行っていただいている
ため、各活動に協力していた
だける人材の確保及び地域
拠点との連携や支援手法に
課題があると認識している。

防犯灯の整備費補助や電気使用
量補助を通じて、地域における防
犯の取り組みを支援したほか、出
前講座や各種啓発活動を実施し
ました。また、八尾市安全・安心
のまちづくり基金を活用し、地域
で活動する団体に助成金を交付
しました。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金を
活用して実施してもらうべき
事業か、当助成金を活用し
てもらうべき事業かを整理す
る必要があると考えていま
す。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行動
訓練や自主防災組織の活動
支援などに取り組みます。

防災訓練の実施や自主防災組織
の活動支援を行いました。

避難所運営に関するマニュ
アル策定が必要と考えてい
ます。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団体
と連携し、交通事故防止に
向けた各種啓発活動や交通
安全教育などに取り組みま
す。

交通安全教室を実施し啓発等を
行い、交通事故防止に努めまし
た。

保護者や高齢者等の参画を
促すことが必要です。

7

消費者の
保護と自立
を支援する
取り組み

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活道
路について安全対策と適切
な維持管理に努めます。

警察、学校等と連携しながら、交
差点のカラー化や路側帯のカ
ラー化等、通学路の安全対策を
実施しました。

日常的な道路や橋梁のパトロー
ルを実施し、損傷等の早期発見
に努めました。

まちづくり協議会の視点後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

①誰もが安
全で安心し
て住み続け
られるまち

長池小学校区では、狭い生活道路が多く、災
害発生時には避難や救助などを行う上で課題
があります。また、近年、街頭犯罪や交通事
故、詐欺などの被害も発生しています。今後も
地域と行政、関係機関が連携し、防犯防災対
策や交通安全啓発、消費者問題対策等に取り
組み、誰もが安全で安心して住み続けられる
まちをめざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の支
援や、地域、事業者、関係団
体、警察、関係機関との連
携・協力による防犯への取り
組みを進めます。

消費者トラブルを未然に回
避するために、消費生活問
題に関する講座などを開催
し、消費者教育を推進しま
す。

○

○ ○ ○

・地域のまちづくり
・防災

　校区内の危険個所に防犯
カメラを設置しました。
　
　毎年定期的に自主防災訓
練を開催することにより、防
災意識の向上と地域の団結
力強化を図りました。特に校
区内には狭隘な道路が多く、
災害時の安全な避難経路を
普段から確認しておく必要が
あることから、災害図上訓練
（DIG)を取り入れ、危険個所
（倒壊しそうな建物・氾濫しそ
うな水路など）や救護施設の
箇所などの情報を共有する
ことにより、災害対応力・防
災力強化につなげました。

①誰もが安全安心して住み
続けられるまち

地域拠点の視点



【行政】地域別計画のふりかえり 久宝寺小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

　地域ケースケア会議等個別支援にか
かる会議について、地域拠点での開催
に積極的に協力し、地域拠点として、関
係機関の調整等を行いました。

　妊娠・出産・育児と切れ目のない地域
支援を実現するために、保健・医療・福
祉の専門職による育児相談学習イベン
ト「おやこまつり」を継続実施しています
る。

　地域拠点として購入した絵本や、あな
たのまちの健康相談等で使用している
もの、更には移動図書館で毎月２０冊
の借りているものも併せて、１４０冊程
度常設しており、親子連れで、来館しや
すい拠点づくりに取り組みました。

・相談
・健康づくり
・子育て
・その他

　幼児と保護者と遊びの憩いの場
として、子育て支援の広場はとぽっ
ぽを月1回開催し、交流を図りまし
た。

　「放課後子ども教室」を月２回開
催し、昔の遊びやクラフト、硬筆、
将棋、英語、お茶など９種目を高齢
の方が指導しており、世代間交流
を図りました。

②世代間交流等を通じ、子ど
もから高齢者までみんなの
笑顔があふれるまちづくり

④地域の環境を守り、「美し
いまち、久宝寺」をめざすま
ちづくり

　通学路については地域の方々による
情報提供や相談により、適時、飛出し
注意等の掲示板や道路シールの設置
各担当課に対応を依頼し、安全を確保
しました。

　夏休みと冬休みに中学生・高校生を
対象として、自習室を開放し、安心し
て、勉強できる環境を提供しました。

　地区内に大阪バス停留所設置推進す
べく、関係機関と調整し、久宝寺地区福
祉委員会及び自治振興委員会から、連
名でバス停設置の要望書を提出しても
らうとともに、設置場所の町会等へ設置
同意を促す等、下支えした結果、５か所
の停留所が設置されました。

　道路交通法改正による自転車運転に
関する注意事項について、地域団体名
で回覧を作成し、普及啓発に努めまし
た。

　久宝寺寺内町の麟角堂（古民家再
生）を活用し、親子体験学習を行い、久
宝寺の魅力再発見と地域内での親子
ふれあいが図れました。

・地域のまちづくり
・子育て
・防災
・その他

　小学校の休みである土曜日に、
輪投げによるビンゴやアスレチック
などのこどもが集えるイベントを年2
回実施し、小学生や園児・幼児合
わせて400名ほどの交流が図れま
した。
　
　また、放課後高齢者の方々によ
る、子どもたちへの昼夜問わず徒
歩や自転車、音声によるパトロー
ルを実施し子どもの安全を見守り
ました。

　PTAを中心に通学路を点検し、危
険個所のマップを作成し、注意喚
起を図り、平成30年度より警察と連
携を図っており、今後も進めます。

　身近な地域（出張所）を拠点としなが
ら、地区組織や関係機関と連携・協働
し、地域の特性に応じた地域住民主体
の健康コミュニティづくりに取り組み、地
域により近い出張所等への保健師配置
による効果、保健師の役割と意義等が
明らかになりました。

　H29年度まで美園地区で平日2日間で
実施されてきた四がん検診を、久宝寺
愛の郷を借りて、がん検診の他、特定
健診、脳年齢、血管年齢等測定、医者
講演、健康相談会、子育て医療相談等
のイベントを久宝寺健康まつりとして実
施するため、施設の了承を取り、関係
機関と調整し、平成30年6月と7月に実
施しました。地域団体の協力はもちろ
ん、地域内の薬局や歯科、子育て支援
団体の協力を得ることができました。ま
た、数年後には、一つに合体する予定
の久宝寺と美園の民生児童委員会に、
協力依頼することで、相互交流すること
ができ、合併に向けた機運が高まりまし
た。

　久宝寺地区本町で自主運営されてい
る健康体操について、大阪府健康ア
ワードに推薦したところ、選考の結果、
優秀賞を受賞した。受賞により、地域の
励みにつながり、やりがいを持ち活動を
継続するとともに、活動の見える化を進
め、活動が評価されるように、情報発信
することができ、地域力の向上につな
がりました。

・相談
・地域のまちづくり
・健康づくり
・子育て
・その他

　介護予防教室を高齢者あんしん
センターと連携を図りながら、月2
回程度開催し、健康教育を行い、
地域住民の健康増進を図りまし
た。

　年３回程度医療講座を開催し、ま
た月1回リハビリとサロン活動を専
門の指導員、保健師、ボランティア
の協力を得て体操やクラフト、病気
の話をし、健康意識の向上を図り
ました。

○ ○ ○

○ ○ ○

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

○ ○ ○

後期基本計画の内容

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努めま
した。

保護者や高齢者等の参画を
促すことが必要です。

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組んだこと・
成果

わがまち推進計画の目標

施策担当課による後期計画の総括

②世代間交流等を通じ、子ど
もから高齢者までみんなの
笑顔があふれるまちづくり
③大震災の発生を想定した
防災訓練や日常の安否確認
と防犯活動で、安全・安心の
まちづくり

まちづくり協議会の視点

○ ○ ○

○ ○ ○

○

拠点で取り組んだこと・成果

地域拠点の視点

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

高齢者が自分らしくいきい
きと暮らし続けることができ
るよう、早い段階からの健
康づくりや介護予防の啓発
に取り組みます。さらに、高
齢者自らの健康づくりを支
援するとともに、支援を必
要とする高齢者を元気な高
齢者が支えるという住民ど
うしの活動の支援に取り組
みます。

高齢者あんしんセンターとの連
携により、身近な地域の住民運
営の通いの場における体操な
どの取り組みを支援した。

身近な地域に通いの場とな
る場所を住民自身が確保す
ることが難しい場合がある。

地域子育て支援拠点が全て
の中学校区に整い、市の取
り組みは充足しているとの認
識である。地域での子育て
に係るまちづくり活動におけ
る協力要請があれば、とりう
る支援策について、ご相談
に応じていく。

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活道
路について安全対策と適
切な維持管理に努めます。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対策
を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早期
発見に努めました。

新たな通学路指定に伴う対
策と既に実施しているカラー
化等の老朽化に伴う対策が
生じ、計画的な維持管理と
安全対策が必要となる。

限られた財源・人材のなかで
膨大な都市基盤施設の維持
管理を進めていく必要があ
る。

③健康づく
りを進める
まち

久宝寺小学校区では、健康教室や介護予防
教室、医療機関と連携した医療講座の開催な
ど、地域ぐるみで健康づくりに取り組んでいま
す。しかし、高齢化が進む中、一人暮らしの高
齢者や介護を必要とする高齢者など、家族や
地域の支援を必要とする人が増えています。
今後も、地域に根ざした健康づくり活動を支援
する一方、新たな視点での健康づくり活動に
も取り組み、さらに地域と行政が連携して、健
康づくりを進めるまちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を支
援する中で、地域の健康コ
ミュニティの構築と健康文
化の醸成に取り組みます。

健康相談、健康教育の実施.。

地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普及促
進。

②子どもを
安心して健
やかに育て
ることので
きるまち

久宝寺小学校区では、地域主体の地域子ど
も教室、子育て世帯の交流促進や居場所づく
り、地域団体と子どもとの世代間交流など、地
域ぐるみで子育て世帯を見守り、子どもたちを
育む取り組みを行っています。今後も、地域と
行政が連携し、子どもが地域とつながり楽し
い時間を過ごすことのできる環境づくりや、子
育て世帯が交流したり相談し合える機会の提
供など、子どもたちを安心して健やかに育てる
ことのできるまちをめざします。 19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの支
援、地域交流事業などを行
います。

引き続き、定期的に親子でつど
い、交流・相談ができる場の提
供ができた。

①誰もが安
心して外出
できる整備
されたまち

久宝寺小学校区は、南北に府道大阪八尾
線、大阪中央環状線ならびに近畿自動車道
が、東西に府道大阪港八尾線が通っており、
道路交通の利便性に優れた地域です。しか
し、これらの道路の抜け道として地域内の生
活道路に多くの車両が入ってくるという問題が
あります。車両進入禁止時間帯における通学
路や生活道路での車両の通行、それに伴う交
通事故の危険性など多くの課題があり、地域
では子どもたちや高齢者が安心して暮らすこ
とができるように、交通マナーの啓発や交通
安全表示、見守り・声かけ活動等の取り組み
に力を入れています。今後も、通学路を中心
とした安全対策や歩道のバリアフリー化、そし
て、地域と行政が連携した交通安全表示の設
置の取り組みなど、さまざまな安全対策を行う
必要があります。また、子どもたちが安全に遊
べる場所やスペースを確保し、子どもたちが
健やかに育ち、誰もが外出したくなるまちをめ
ざします。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防止
に向けた各種啓発活動や
交通安全教育などに取り
組みます。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室の
実施等にかかる依頼を行い、青
少年健全育成の推進を図った。

地域において、非常に多くの
活動を行っていただいている
ため、各活動に協力してい
ただける人材の確保及び地
域拠点との連携や支援手法
に課題があると認識してい
る。

24
教育機会
の均等

通学路の安全確保に努め
ます。

関係課・関係機関と連携して、
通学路の安全対策に取り組み
ました。

新たに形成される住宅街で
の安全対策や、既存住宅街
での対策の見直しや更新が
必要です。



【行政】地域別計画のふりかえり 久宝寺小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

後期基本計画の内容

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組んだこと・
成果

わがまち推進計画の目標

施策担当課による後期計画の総括 まちづくり協議会の視点

拠点で取り組んだこと・成果

地域拠点の視点

　地域一斉清掃や中環一斉清掃、公園
清掃、たばこポイ捨て禁止活動等地域
で実践している美化活動について、関
係各課との調整や支援施策とつなげる
よう下支えし、ごみの排出ルールの徹
底等により、収集トラブルが減りました。

・相談
・地域のまちづくり

　地域一斉清掃や中央環状線の一
斉清掃を行うことにより、まちの美
化活動に寄与しました。

　路上喫煙マナー活動として清掃
活動を実施。その中でタバコだけ
でなく缶などのごみも合わせて拾っ
ており美化活動に寄与しました。

④地域の環境を守り、「美し
いまち、久宝寺」をめざすま
ちづくり

　防犯灯補助金等申請窓口として、防
犯灯設置の促進した。LED化を促すこと
で、安全まちづくりが進みました。

　図上訓練の実施について、地区で取
り組めるよう促す等下支えを行い、今年
度実施予定となるなど、地域の防災意
識の向上につなげることができました。

　地域拠点職員で、避難所設営訓練を
行い、第2避難所や自主避難所に指定
された場合の対応を検討した。結果とし
て、ジョイントマットや文書保管箱を活用
した避難スペースや、使用すべき部屋
における優先順位等確立できました。

　消防署から提案のあった長瀬川を活
用した可搬式揚水ポンプ放水訓練につ
いて、地域調整し、2017/12/2地域から
１５０名もの訓練参加があり、全体で２０
０人規模の訓練となりました。地域から
可搬式揚水ポンプ設置を要望し、同年
秋に設置され、訓練も継続実施される
など防災力の向上につなげることがで
きました。

　災害時避難行動要支援者リストの地
域活用について、自治振興委員会と民
生委員会との合同作業について、調整
を行ない、訪問面談するまでに至りまし
た。

　高齢者あんしんセンターと連携を深
め、ケース検討会議などに積極的に参
加し、常に情報交換を行なうようにして
おり、地域内での独居高齢者不在情報
や孤独死の発見、痴ほう症対応、突発
的な対応に協力体制が取れました。

　既存マンションにおける町会設立に向
けた発起人からの相談に、地区役員と
ともにのり、下支えを行い、町会設立の
めどが立ちました。

　近畿大学学生サークル「はちのじ」と
の連携で、地域イベントの案内ちらしを
作成依頼する等、連携を深めた結果、
ちらし内容が格段に見やすくなったこと
もあり、イベント自身も満員となりまし
た。

・相談
・地域のまちづくり
・防災
・その他

　これまで事故が発生、危険と思
われる箇所に防犯カメラを設置し、
防犯の向上を図りました。

　小学校における授業参観と連携
し、防災訓練を実施し、１，０００人
を超える人数で実施したことによ
り、幅広く訓練ができた、児童、学
校、地域の防災意識の向上を図り
ました。

　避難行動要支援者名簿に基づく
同意者リストについて、各民生委
員に渡し、周知し、自治振興委員と
共に訪問したことなど地域ぐるみで
の安全安心の実現に近づけまし
た。

　88歳以上の高齢者に対して友愛
訪問を実施し、安否確認を行い、ま
た、65歳以上の独り暮らしの高齢
者を対象に月1回ふれあい食事会
を行い、高齢者との交流を図りまし
た。

③大震災の発生を想定した
防災訓練や日常の安否確認
と防犯活動で、安全・安心の
まちづくり

②世代間交流等を通じ、子ど
もから高齢者までみんなの
笑顔があふれるまちづくり
⑤久宝寺寺内町などの歴史
的資源を活かし、「歴史ある
まちなみとふれあいのまち、
久宝寺」をめざすまちづくり

○

○ ○

　久宝寺歴史資源活用事業として、大
阪市中央区久宝寺町の浪華地区活動
協議会との地域交流を実現した。地域
拠点として中央区と調整し、船場まつり
へ地域代表と顕証寺住職らが記念講
演を行い、後日、浪華地区活動協議会
から久宝寺寺内町への訪問が行われ、
スムーズに交流を深めることができまし
た。交流の結果、地域の魅力再発見す
るとともに、地域の歴史資源への理解
が深まりました。

　実行委員会形式で長瀬川桜まつりが
実施されており、イベント拡充に当た
り、担当部署への職員派遣依頼をする
にあたり、部局調整し、地域拠点とし
て、副申書を提出する等下支えを行
い、応援体制が確立しました。

・地域のまちづくり
・その他

　久宝寺寺内町燈路まつりを開催
し、久宝寺寺内町の情報発信を行
い、地域住民のまちへの関心を深
めました。

　長瀬川沿いの桜並木に愛着や関
心を持っていただくため、桜まつり
を開催しました。また子ども達に長
瀬川へ愛着を持っていただくよう、
川下りを実施しました。

○ ○ ○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

治水対策と
環境を意識
した水環境
の形成

水辺環境の向上をめざし、
水辺環境施設の活用と維
持管理に努めます。

長瀬川沿道において老朽化し
た景観整備施設の更新を実施
し水辺環境の保全を行いまし
た。

八尾市景観計画において、
長瀬川が「水と緑のうるおい
景観区域」に指定されたこと
からより一層景観の保全と
整備に取り組む必要があり
ます。

地域での清掃活動などの美化
推進の取り組みを支援しまし
た。

燈路まつりと八尾河内音頭まつ
りの同日開催による来訪者増に
寄与。

地域の魅力を季刊誌
「Yaomania」、「八尾探」及び「や
お80″映画祭」に取り入れた。

地域に特化した魅力再発
見・発掘の実施を行い、「八
尾探」コースの設定及び提
供を行うことで、各地域の魅
力を認識していただき、地域
の魅力を向上する必要があ
ります。

地域を跨いだストーリーを見
出し、より楽しんで頂けるプ
ログラムの検討を実施しま
す。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

長瀬川の桜並木の良好な
景観を市民の財産として永
続的に保つよう、再生・保
全に向けた取り組みを進め
ます。

さくらの植え替えを実施しまし
た。

【1人あたり公園面積】八尾
市全体：2.89㎡/人　久宝寺
小学校区：29.20㎡/人

47

地域での清掃活動をより活
発になるような取り組みを考
察する必要がある。

地域拠点施設職員の配置等人
員体制強化により、地域のまち
づくり活動を下支えできた。

当該地域については様々な
取組みがされているが、町
会加入率が下がっており、
今後も加入率向上に向けた
支援や現在新たな町会立ち
上げを検討されているマン
ションがあり立ち上げに向け
た支援が必要である。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実につ
いて、住民意識の醸成につ
ながる取り組みのほか、避
難行動要配慮者を意識した
地域活動のより一層の充実
が課題である。

高齢者あんしんセンターとの連
携により、身近な地域の住民運
営の通いの場における体操な
どの取り組みを支援した。

身近な地域に通いの場とな
る場所を住民自身が確保す
ることが難しい場合がある。

地域のふれあい交流事業や安
心安全の取り組みに、校区内の
様々な団体や学生ボランティア
等の協力・連携を進めることが
できた。

様々な団体、ＮＰＯ団体等市
民活動団体との連携強化の
ため、地域への積極的な情
報提供や支援に取り組む必
要がある。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金を
活用して実施してもらうべき
事業か、当助成金を活用し
てもらうべき事業かを整理す
る必要があると考えていま
す。

防災訓練の実施や自主防災組
織の活動支援を行いました。

⑤歴史や
景観を大切
にする地域
の魅力があ
ふれるまち

久宝寺小学校区には、本願寺第八代門首の
蓮如が建立した久宝寺御坊顕証寺があり、御
坊格寺院でも中核の寺院です。本院を中心と
する寺内町も残っており、現在も、町割などに
16世紀半ばの面影をとどめています。市は、
地域住民とともにその保全に努め、「八尾市
まちなみセンター（寺内町ふれあい館）」を中
心に久宝寺寺内町における歴史的資産の継
承等を行い、地域でも燈路まつりを開催する
など魅力の発信等を行っています。また、地
域住民を中心に長瀬川沿道の桜の環境保全
活動等を継続的に行い、春には桜まつりを盛
大に開催しています。今後も、地域と行政が
連携して、歴史や景観の整備等を積極的に行
い、久宝寺寺内町を中心に、さらに魅力あふ
れるまちづくりを推進します。

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観光
協会と連携し、八尾の地域
資源を「八尾の魅力」として
発信します。

④地域の
交流や支え
あいがあ
り、安全安
心に取り組
むまち

久宝寺小学校区では、自治振興委員会が中
心となって久宝寺地区自主防災組織が結成さ
れ、毎年、大規模な防災訓練を行っていま
す。また、計画的な防犯カメラの設置や地域
住民による活発なパトロールの実施など、地
域ぐるみで安全安心を実現するための取り組
みを行っています。さらに、一人暮らしの高齢
者や障がいのある人の見守り活動なども積極
的に行われています。今後も、これらの取り組
みを続け、災害発生時の初期対応や住民どう
しの支えあいができるようにしていくことが必
要です。今後も、地域と行政が連携して、地域
の安全安心の実現を推進するまちをめざしま
す。

⑥地域の
環境を大切
にする美し
いまち

久宝寺小学校区では、地域一斉清掃や学校
と地域が連携した清掃活動、あるいは地区福
祉委員会の広報誌を活用してのマナー向上
に向けた啓発活動などが活発に行われてい
ます。さらに、久宝寺寺内町を含む地域の一
部を路上喫煙マナー向上推進エリアと位置付
けし、啓発活動を実施することにより、たばこ
のポイ捨てのないきれいなまちづくりを進めて
います。しかし、こうした努力にもかかわらず、
ごみやたばこのポイ捨て、犬のフンの放置等
が未だに後を絶ちません。今後も、引き続き
地域と行政が連携して、路上喫煙等のマナー
向上に向けた啓発や清掃等の活動を積極的
に行い、環境を大切にする美しいまちづくりを
進めていてきます。

44
きれいなま
ち八尾の実
現

地域での清掃活動などの
美化推進の取り組みを促
進します。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セン
ターを中心とした相談体制
の充実を図るとともに、災
害時要配慮者支援体制の
構築に取り組みます。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづくり
の担い手となるよう支援し
ます。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織の
活動支援などに取り組みま
す。

16
障がいのあ
る人の自立
支援

障がい者（児）が住み慣れ
た地域で生き生きと生活す
るために、防災対策に取り
組みます。

避難行動要支援者名簿に基づ
く同意者リストを地域にお渡しし
ており、平常時の見守り活動等
に活用されている。

避難行動要配慮者を意識し
た地域活動のより一層の充
実が課題である。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実します。

避難所運営に関するマニュ
アル策定が必要と考えてい
ます。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、関
係団体、警察、関係機関と
の連携・協力による防犯へ
の取り組みを進めます。

防犯灯の整備費補助や電気使
用量補助を通じて、地域におけ
る防犯の取り組みを支援したほ
か、出前講座や各種啓発活動
を実施しました。また、八尾市安
全・安心のまちづくり基金を活
用し、地域で活動する団体に助
成金を交付しました。

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充実
の支援に取り組みます。

（社福）八尾市社会福祉協議会
と連携し、地域の自主的な福祉
活動を支援した。

また、避難行動要支援者名簿
に基づく同意者リストを地域に
お渡ししており、平常時の見守
り活動等に活用されている。



【行政】地域別計画のふりかえり 美園小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

　校区集会所において、夏休
み宿題、ゲーム、工作等の
「夏休み子ども教室」を開催
しました。また、第１土曜日に
は小学生対象に音読みや工
作等の「お話キッツ教室」や
水曜日には放課後児童教室
として、茶道等によるマナー
教室や工作の「ひまわり教
室」、土曜日にはゲーム、大
縄飛び等による子どもの居
場所づくりとして「校庭開放」
を開催するなど、集団での遊
び、工作の際の助け合い
等、学年を超えた子ども達間
の交流が図れ、子ども達の
仲間づくりに繋がりました。
夏休みや冬休みなど長期間
休み前に住民懇談会を行
い、青少年の健全育成に取
り組みました。

（２）子どもの未来が輝くまち
美園

　通学路については地域の方々による情
報提供や相談により、適時、飛出し注意等
の掲示板や道路シールの設置各担当課
に対応を依頼し、安全を確保しました。

　道路交通法改正による自転車運転に関
する注意事項について、地域団体名で回
覧を作成し、普及啓発に努めました。

　防犯灯補助金等申請窓口として、防犯
灯設置やLED化を促すことで、安全まちづ
くりが進みました。

　地域の防災リーダー（防災士）を中心
に、女性を活用した避難訓練を行う等、先
駆的な活動を行っているとして、自治体消
防７０周年記念表彰（優良自主防災組織）
を受けた地域であり、その運営等に対し
て、下支えを行うとともに、耐震性緊急貯
水槽を活用した給水訓練の広報等を行い
ました。

　女性防災リーダー育成を目的とした避難
所ワークショップを平成３０年度中に実施
するに際し、女性活躍推進室と協働で、地
区調整を行ない、地域拠点女性職員も参
画させる中で、最終的には、地域拠点で避
難所開設訓練を実施することとなりまし
た。

　地域拠点職員で、避難所設営訓練を行
い、第2避難所や自主避難所に指定され
た場合の対応を検討した結果、ジョイント
マットや文書保管箱を活用した避難スペー
スや、使用すべき部屋における優先順位
等が確立できました。

　災害時避難行動要支援者リストの地域
活用について、自治振興委員会と民生委
員児童委員会との合同作業について、調
整を行い、今年度には、検討会議を行う機
運が高まりました。

　高齢者あんしんセンターと連携を深め、
ケース検討会議などに積極的に参加し、
常に情報交換を行なうようにしており、地
域内での独居高齢者不在情報対応や、痴
ほう症対応など、突発的な対応に協力体
制が取れました。

　近畿大学学生サークル「はちのじ」との
連携で、地域イベントの案内ちらしを作成
依頼する等、連携を深めた結果、ちらし内
容が格段に見やすくなったこともあり、イベ
ント自身も満員となりました。

・相談
・地域のまちづくり
・防災

　不審者が発生している個
所に防犯カメラを設置した。
設置したことにより不審者の
出没が激減しました。

　防災訓練について小学校
の日曜参観と連携し実施し
ました。
小学校との連携により、子ど
もから大人までの地域住民
の防災意識高揚が図れまし
た。
　
　自転車の交通安全教室を
実施した。交通ルールを知る
機会のなかった住民に対し
てルールの周知が図れまし
た。

　危険箇所等要点において
小学生を主に登下校時にお
ける見守り活動を実施し,ま
た、更生保護女性会やPTA
による下校時におけるパト
ロール等見守り活動や青少
年指導員、育成会により公
園等の夜間パトロールを実
施しました。これらの実施に
より登下校時における子供
が被害となるような交通事故
及び声かけ事案等の発生が
なくなるとともに、子どもから
挨拶が返ってくるようになる
など、子どもたちと地域のつ
ながりが強くなりました。

（１）安心・安全・笑顔が多く
住みたくなるまち美園
（２）子どもの未来が輝くまち
美園

　地域ケースケア会議等個別支援にかか
る会議について、地域拠点での開催に積
極的に協力し、関係機関の調整等を行い
ました。

　妊娠・出産・育児と切れ目のない地域支
援を実現するために、保健・医療・福祉の
専門職による育児相談学習イベント「おや
こまつり」を久宝園集会所に出向き、継続
実施しています。

　地域拠点として購入した絵本や、あなた
のまちの健康相談等で使用しているもの、
更には移動図書館で毎月２０冊の借りて
いるものも併せて、１４０冊程度常設してお
り、親子連れで、来館しやすい拠点づくり
に取り組みました。

　夏休みと冬休みに中学生・高校生を対
象として、自習室を開放し、安心して、勉
強できる環境を提供しました。

　地域魅力再発見事業として、美園公園を
活用した親子イベントを実施し、カメラの取
り方、樹木の説明等を行った後、子どもに
樹木プレートを作成させ、貼り付ける地域
主体事業につながり、子育て世帯の交流
にもつながりました。

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

課題

○ ○ ○

○

地域拠点の視点

・相談
・地域のまちづくり
・健康づくり
・子育て
・生涯学習

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目標

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施している
カラー化等の老朽化に伴
う対策が生じ、計画的な
維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のな
かで膨大な都市基盤施設
の維持管理を進めていく
必要があります。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足してい
るとの認識である。地域で
の子育てに係るまちづくり
活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策に
ついて、ご相談に応じてい
く。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保及び地域拠点との連
携や支援手法に課題があ
ると認識している。

大規模災害時には、各地
域で水道局のみでの給水
活動を行うことは極めて
困難なため、今まで以上
に自助の飲料水の備蓄
の必要性を理解していた
だく必要があります。

②災害に強
く、安全安
心で暮らし
やすいまち

美園小学校区は、市内外の各地から中央環
状線に向かう車両などが集中するなど、通学
路や生活道路の交通量が非常に多い地域で
す。そして、大きな災害が起こったとき、校区
の西側に住む住民が分断され、十分な支援
が受けられない可能性があります。そうした
ことから、地域住民が主体となって、子どもた
ちの登下校時の見守りや声かけ運動などが
きめ細かく行われています。災害対策の面で
は、自主防災組織が中心となって、校区の西
部と東部に分けて、きめ細かく実践的な防災
訓練を行い、大規模災害に備えています。さ
らに、街頭犯罪等を抑止することを目的とし
て、地域主体で防犯カメラや防犯灯の設置管
理、安全ベストを活用したパトロール等が行
われています。今後も、地域と行政が連携し
て、安全安心を実現するための取り組みを活
発に行い、誰もが安心して暮らすことのでき
るまちをめざします。

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理に努めま
す。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めました。

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

防災訓練での応急給水訓
練活動などを通して、災
害時の地域住民による給
水活動や、備蓄水の必要
性を呼びかけ、地域の防
災力強化につなげます。

防災訓練での応急給水訓練活
動などを通して、災害時の地
域住民による給水活動や、備
蓄水の必要性を呼びかけ、地
域の防災力強化につなげまし
た。また、当地区においては耐
震性緊急貯水槽を用いて住民
による給水活動が行えるよう
訓練を行いました。

48
上水道の
安定供給

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

まちづくり協議会の視点

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。

5

後期基本計画の内容

①子どもた
ちが健やか
に育つまち

美園小学校区は、大阪中央環状線（上部は
近畿自動車道）や府道八尾枚方線、近鉄久
宝寺口駅があるなど、非常に利便性に優れ
た地域です。そうしたこともあり、年少人口も
多く、地域が主体となり絵本の読み聞かせや
世代間交流の取り組みなどが活発に行われ
るなど、地域ぐるみで子どもたちを育む活動
が行われています。また、中央環状線がある
ことで行事に参加することが難しい西部地域
の子どもたちに対しても、行政と協働し子育
て支援の取り組みが行われています。今後
も、地域と行政が連携して、人と人のふれあ
いを第一に、子育てしやすい環境づくりや、
子育て世帯が交流したり相談し合える機会の
提供など、子どもたちが健やかに育つまちを
めざします。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場を
提供したほか、近くに親子で出
かける場所が少ないことから、
年１回集会所での遊び会を実
施した。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの安全確保の
取り組みや、地域での青
少年健全育成の取り組み
を進めます。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。



【行政】地域別計画のふりかえり 美園小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

課題

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目標

まちづくり協議会の視点後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果

　身近な地域（出張所）を拠点としながら、
地区組織や関係機関と連携・協働し、地域
の特性に応じた地域住民主体の健康コ
ミュニティづくりに取り組み、地域により近
い出張所等への保健師配置による効果、
保健師の役割と意義等が明らかになりま
した。

　H29年度まで美園地区で平日2日間で実
施されてきた四がん検診を、久宝寺愛の
郷を借りて、がん検診の他、特定健診、脳
年齢、血管年齢等測定、医者講演、健康
相談会、子育て医療相談等のイベントを久
宝寺健康まつりとして実施するため、施設
の了承を取り、関係機関と調整し、平成30
年6月と7月に実施しました。地域団体の協
力はもちろん、地域内の薬局や歯科、子
育て支援団体の協力を得ることができまし
た。また、数年後には、一つに合体する予
定の久宝寺と美園の民生児童委員会に、
協力依頼することで、相互交流することが
でき、合併に向けた機運が高まりました。

・相談
・地域のまちづくり
・健康づくり
・子育て
・その他

　月1回程度集会所に於い
て、地域医療機関の協力に
より、医療講座を実施した結
果、高齢者はもとより校区住
民の健康推進を図り、校区
住民の活性化に繋がりまし
た。

　校区内住民ふれあい交流
の場として、美園小学校に於
いて、模擬店、ニュースポー
ツ体験、健康相談等を実施
した。また、市民スポーツ祭
の競技について、高齢者専
用のものを取り入れ配慮す
るなど、高齢者の参加に繋
がりました。
　
　校区内の様々な世代の
人々が、ふれあい、交流する
ことにより、顔見知りの関係
を生み、子どもの健全育成
や孤独・孤立の防止等高齢
福祉に成果に繋がりました。

　週2回グランドゴルフを、ま
た三世代交流のグランドゴ
ルフを実施し、健康増進を
図った。

　年2回高齢者への友愛訪
問を行い、安否確認を行い
ました。

（３）絆が深まる地域活動に
参加したくなるまち美園
（４）高齢者・障がい者に優し
く思いやりのあるまち美園

　地域一斉清掃や中環一斉清掃、公園清
掃等地域で実践している美化活動につい
て、関係各課との調整や支援施策とつな
げるよう下支えした結果、ごみの排出ルー
ルの徹底等により、収集トラブルが減り、
また、地域内の緑化も進みました。

・地域のまちづくり
・その他

　毎月、美園公園の清掃活
動と、年２回地域一斉清掃を
実施するなど、定期的な清
掃活動により、校区の美化
が保たれ住みよいまちへと
繋がりました。
また、美園公園において、小
学生と樹木の手入れ（樹木
名札表示）等を実施した。そ
れらにより公園への関心や
愛着心が芽生え美化に繋が
りました。

（５）美しい環境を意識した歩
きたくなるまち美園

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

久宝寺口駅付近の商店
街の衰退化が著しい。

ボランティア団体の高齢
化により、後継者の発掘
が課題です。

【1人あたり公園面積】八
尾市全体：2.89㎡/人　美
園小学校区：1.84㎡/人

地域での清掃活動をより
活発になるような取り組み
を考察する必要がありま
す。

○ ○

○

　地域役員と久宝寺口駅前商店街の活性
化の協議を行ったが、区域が久宝寺地区
と２分されていることや、地域への協力も
少ないこともあり、具体策が見い出せてい
ない。

・地域のまちづくり
・その他

○

様々な団体、ＮＰＯ団体等
市民活動団体との連携強
化のため、地域への積極
的な情報提供や支援に取
り組む必要がある。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

⑤にぎわい
があり、誰
もが暮らし
やすいまち

美園小学校区には、近鉄久宝寺口駅を中心
に商店街が広がり、また幹線道路沿いにはさ
まざまな店舗があります。しかし、一方では、
市内の大型店舗の影響等により、駅周辺の
商店街が衰退傾向にあります。商店街は、市
民の日常の買い物を支える存在であるととも
に、地域のつながりを支える地域コミュニティ
としての役割も大きく、まちのにぎわいにも貢
献しています。将来、さらに高齢化が進む
中、身近なところで買い物ができ、人と人の
ふれあいがある環境は、地域にとって貴重な
財産といえます。そうしたことから、今後、地
域と行政、事業者が連携して、商店街の活性
化を図る取り組みを進め、にぎわいがあり、
誰もが暮らしやすいまちをめざします。

34

地域に根ざ
し、貢献す
る商業の育
成と振興

商業団体と多様なまちづ
くり活動主体の連携の促
進などを行います。

平成29年度に久宝寺口商店
街において、商業活性化事業
補助金の活用に向けての計画
があったが、事業中止となりま
した。

④緑あふれ
るきれいで
整備された
美しいまち

美園小学校区は、綺麗に環境整備された地
域です。その一番の要因は、地域主体で美し
いまちを保つための環境美化活動が常に行
われているからです。特に、魅力的な美しい
公園である美園公園や久宝園公園は、地域
住民による美化活動により美しく保たれ、憩
いの場として多くの市民に利用されていま
す。今後も、地域と行政が連携し、心やすらぐ
緑の空間のあふれるまちをめざします。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

公園や緑地を適正に管理
し、安全に憩える空間を
維持します。

公園の清掃や花苗の植え付け
等の美化活動を地域で行って
いただくため、制度のＰＲに努
めました。

44
きれいなま
ち八尾の実
現

地域での清掃活動などの
美化推進の取り組みを推
進します。

地域での清掃活動などの美化
推進の取り組みを支援しまし
た。

高齢者あんしんセンターとの
連携により、身近な地域の住
民運営の通いの場における体
操などの取り組みを支援した。

身近な地域に通いの場と
なる場所を住民自身が確
保することが難しい場合
がある。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

地域拠点施設職員の配置等
人員体制強化により、地域の
まちづくり活動を下支えでき
た。

地域活動の担い手につい
ても若い世代が参入して
おり、新たな取組みも実
施されているが、今後も
継続する中で引き続き支
援していく必要がある。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

高齢者が自分らしくいきい
きと暮らし続けることがで
きるよう、早い段階からの
健康づくりや介護予防の
啓発に取り組みます。さら
に、高齢者自らの健康づ
くりを支援するとともに、
支援を必要とする高齢者
を元気な高齢者が支える
という住民どうしの活動の
支援に取り組みます。

③地域の
交流や支え
あいがあ
り、安心し
て暮らせる
優しいまち

美園小学校区では、地域住民が主体となっ
て、ふれあい祭りなどの世代間交流の催しや
一人暮らしの高齢者の食事会、医療機関と
連携した医療講座の開催など、互いに支えあ
い誰もが健康に暮らすことのできる地域福祉
活動を活発に行っています。しかし、高齢化
が進む中で、一人暮らしの高齢者や介護を
必要とする高齢者など、家族や地域の支援
を必要とする人も増えてきているのが現状で
す。今後、さらに地域と行政が連携して、新た
な視点での健康づくり活動にも取り組むな
ど、地域での交流や支えあいがあり、いつま
でも健康で安心して暮らすことのできるまちを
めざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

地域のふれあい交流事業や安
心安全の取り組みに、校区内
の様々な団体や学生ボラン
ティア等の協力・連携を進める
ことができた。



【行政】地域別計画のふりかえり 龍華小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

後期基本計画の内容

①みんなで
取り組む安
全なまち

龍華小学校区では、犯罪や自然災害、交通
事故など、平穏な暮らしを脅かすリスクに対
するさまざまな取り組みを行っています。校
区内は地形的にも平坦で交通利便性が高く
外出しやすいところですが、幹線道路におい
ては交通量が多いため、歩道の整備など、安
心して歩ける歩行環境が必要であり、地域と
学校、行政が連携し、校区全体で交通安全を
考える活動に取り組んでいます。また、防犯
や防災に関する取り組みも積極的に行って
います。地域と行政が連携し、生活に密接な
情報が行き届いた安全なまちをめざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理に努めま
す。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

地域での清掃活動などの美化
推進の取り組みを支援しまし
た。

地域での清掃活動をより
活発になるような取り組み
を考察する必要がありま
す。

公園の清掃や花苗の植え付け
等の美化活動を地域で行って
いただくため、制度のＰＲに努
めました。

40
生活道路
の整備と維
持

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めました。

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施している
カラー化等の老朽化に伴
う対策が生じ、計画的な
維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のな
かで膨大な都市基盤施設
の維持管理を進めていく
必要があります。

ボランティア団体の高齢
化により、後継者の発掘
が課題です。

【1人あたり公園面積】八
尾市全体：2.89㎡/人　龍
華小学校区：1.21㎡/人

44
きれいなま
ち八尾の実
現

地域での清掃活動などの
美化推進の取り組みを促
進します。

②気持ちよ
く暮らせる
きれいなま
ち

龍華小学校区では、地域一斉清掃の実施な
ど、地域全体で美化活動に取り組んでいま
す。また、公園アドプト活動の活性化をはじ
め、緑化意識の普及・啓発などに努めていま
す。地域の公園は子どもの遊び場、高齢者
の健康維持やレクリエーションなど地域の憩
いの場としての役割を担っています。しかし、
ごみやペットのフンの問題などが発生してお
り、利用者のマナーの向上が必要となってい
ます。安全で憩える空間を維持するために、
関係機関と協力し、暮らしのルールやマナー
をきちんと守り、誰もが気持ちよく暮らすこと
ができるきれいなまちをめざします。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

公園や緑地を適正に管理
し、安全に憩える空間を
維持します。

わがまち推進計画の目
標

施策担当課による後期計画の総括

実施した主な取り組み・成果 課題

○

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

　校区全体の取り組みとして
防災訓練を実施するため、
まち協支援を行い、訓練が
円滑に推進するよう消防署
亀井出張所と連携を図りまし
た。校区全体への防災訓練
の実施により、防災意識の
向上と非常時に対応する心
構えを学び、災害時に迅速
に行動できるように訓練を行
いました。また、防犯につい
ても八尾警察署と連携を図
り、防犯講演会が円滑に推
進するように取り組みを行い
ました。

・防災
・地域のまちづくり

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。

まちづくり協議会の視点

　交通安全教室並びに防犯
講習会を実施しました。校区
内の自転車事故の減少と防
犯意識の向上を目的として
実施し、運転マナーや交通
安全に対する知識につい
て、地域で共有することがで
きました。また、防犯に対す
る意識も向上しました。
　
　防犯カメラの設置を行いま
した。地域住民と設置場所に
ついて検討することで、防犯
意識の向上と防犯情報を共
有することができました。

　小学校区全体で防災訓練
を実施しました。災害時や緊
急時に行動できるように訓練
を行うことで、地域住民の防
災意識の向上が図られまし
た。

①安全なまち

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協等）で取り組
んだこと・成果

○

○ ○ ○

○

○

○

○

○ ○

　龍華小学校付近の花壇に
対して花・苗の植え付け作業
に参加し美化活動の取り組
み支援を行いました。また、
整備用具等の道具が不足し
ており、まち協事業として参
加して頂くことで交付対象事
業が可能であることを説明し
支援を行いました。

・地域のまちづくり 　龍華小学校西側花壇の植
栽と清掃活動及び龍華地区
地域一斉清掃を行いました。
花壇の苗の植え付けや整
備、龍華地区の地域一斉清
掃を実施することで、地域内
の美観意識が向上しました。

③きれいなまち



【行政】地域別計画のふりかえり 龍華小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

後期基本計画の内容

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み
わがまち推進計画の目

標

施策担当課による後期計画の総括

実施した主な取り組み・成果 課題

まちづくり協議会の視点地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協等）で取り組
んだこと・成果

③いくつに
なっても住
み良いまち

龍華小学校区では、子育て支援や青少年健
全育成、子どもたちの安全確保の取り組みな
ど、地域ぐるみで子どもたちを育む活動を活
発に行っています。また、地域住民が中心と
なって高齢者のつどいや健康講座、世代間
交流事業を活発に行っています。いくつに
なっても安心して暮らしていくためには、一人
暮らしの高齢者をはじめとする高齢者の見守
り活動や地域で支えあうしくみが重要です。
今後も、地域と行政が連携して、子育て世代
が「住みたい」「住み続けたい」と感じ、子ども
たちの笑顔があふれ、そしていくつになっても
暮らしやすいまちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セ
ンターを中心とした相談体
制の充実を図るとともに、
災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの安全確保の
取り組みや、地域での青
少年健全育成の取り組み
を進めます。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

健康相談、健康教育の実施
地域主催健康増進事業の定
着。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

災害時に備えた平常時からの
地域での見守り体制の構築に
向けた説明会、検討会を実施
し地域活動の支援を行った。

より地域に密着した相談
窓口としての周知・啓発
が必要である。

災害時に備えた、継続的
した取り組みが必要であ
る。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

地域の各団体間の連携強化を
図り、地域のまちづくり活動を
支援することができた。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場を
提供したほか、プレママ・親子
相談・交流事業の利用が多い
ため、部屋を増やしたり年齢を
分けて対応できるようにした。

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足してい
るとの認識である。地域で
の子育てに係るまちづくり
活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策に
ついて、ご相談に応じてい
く。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保及び地域拠点との連
携や支援手法に課題があ
ると認識している。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

地域拠点職員のまちづくり活
動への積極的な参加により、
地域のまちづくり活動を支援す
ることができた。

地域活動の参加者や担
い手の人材を支援する必
要がある。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

地域拠点であるコミセンを
引き続き周知を行っていく
ことが必要である。広報
活動の強化について重要
である。

市民活動団体等が共にま
ちづくり活動を取り組める
ように支援していく必要が
ある。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

④コミュニ
ティセン
ターを核と
した地域活
動や健康
づくりのさ
かんなまち

龍華小学校区では、龍華コミュニティセンター
を拠点にして地域の各種団体等による地域
活動が積極的に展開されています。地域活
動の一部においては、活動区域と小学校区
が異なることがありますが、子どもから高齢
者までの多世代に関わることであり、活動区
域と校区を一致することは難しい状態です。
地域と行政が連携し、引き続き、コミュニティ
センターを核として、さまざまな地域活動や健
康づくりの取り組みがさかんなまちをめざしま
す。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

健康相談、健康教育の実施
地域主催健康増進事業の定
着。

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

コミセンを核とした生涯学習活
動やコミュニティ形成事業で市
民活動団体等と連携を図り、
事業を積極的に推進した。

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

　地域の健康づくりの推進と
疾病に対する知識や予防対
策等の取り組みにより、まち
協と保健師が連携し、主とし
て人的支援を行った。また、
健康まつりを実施し地域の
関係団体と大学との連携に
より、高齢者をはじめ地域住
民の健康に資するように努
めました。
さらに、相談体制の充実を図
るため、地域包括支援セン
ターや社会福祉協議会と連
携し、地域の健康や生活に
対する相談に対して情報共
有を図り、円滑に事案が進
捗するように努めました。
　また、地域の子育てに関す
る相談ができる場を提供し、
定期的に交流を図り、地域
の子育てに対する支援を行
ないました。
地域のまちづくりに対する支
援を行うため、地域行事やま
ち協等の関係団体が開催す
る行事に積極的な参加を行
い、行事活動等が円滑に進
むように支援を行いました。

・健康づくり
・子育て
・地域のまちづくり
・生涯学習
・相談

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

　地域の健康づくりを考え、
龍華コミュニティセンターを拠
点として、地域包括支援セン
ター等の各種団体と健康相
談等で連携し、地域の健康
増進について支援を行いま
した。また、地域行事やまち
協活動に積極的に参加を行
い地域活動が円滑に進むよ
うに支援を行いました。

・健康づくり
・地域のまちづくり
・相談
・生涯学習

　健康体操（３Ｂ体操）を定期
的に実施し、高齢者の健康
増進が図られました。また、
高齢者講演会で認知症予防
教室などを開催し健康に対
する意識につながりました。

　ふれあい祭りを実施しまし
た。地域の福祉委員会や関
連団体と連携を図り、まちづ
くり活動を担いました。地域
での協働の広がりにつなが
りました。

③住み良いまち

　高齢者講演会を実施しまし
た。認知症予防教室、転倒
防止教室等の講演会を実施
し、健康づくりに対する意識
を高めました。

　生き生きサロン（高齢者支
援事業）を実施しました。地
域の高齢者に対して食事会
と高齢者講演会を開催しまし
た。また、世代間交流グラウ
ンドゴルフ大会を実施し、高
齢者のいきがいづくりと健康
増進が図られました。

　わくわく教室（子育て支援
事業）を実施しました。高齢
者の有志により、小学校3年
生の児童に対して、本の読
み聞かせや自由学習の見守
り活動等を行い地域の子育
て支援を行いました。

②住み良いまち



【行政】地域別計画のふりかえり 永畑小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点

　地域の健康づくりの推進と疾
病に対する知識や予防対策等
の取り組みに関して、まち協と
保健師が連携し、主として人的
支援を行いました。また、健康
まつりを実施し、地域の関係団
体や大学との連携により高齢者
をはじめ、地域住民の健康に資
するように努めました。
　さらに、相談体制の充実を図
るため、地域包括支援センター
や社会福祉協議会と連携し、地
域の健康や生活に対する相談
に対して情報共有を図り、円滑
に事案が進捗するように努めま
した。
　また、地域の子育てに関する
相談ができる場を提供し、定期
的に交流を図り、地域の子育て
に対する支援を行いました。
　その他、地域のまちづくりに対
する支援を行うため、地域行事
やまち協等の関係団体が開催
する行事に積極的な参加を行
い、行事活動等が円滑に進む
ように支援を行いました。

・健康づくり
・地域のまちづくり
・子育て
・相談

　介護予防教室を実施しまし
た。地域包括支援センターや八
尾市と連携し、自主的な健康づ
くりの情報発信や講座を老原・
相生・植松の集会所で年6回実
施しました。自主的に参加され
る方々が増え、健康づくりに対
する意識が向上しました。
　ふれあい喫茶「かふぇ　なが
はた」を老原・相生・植松の集会
所で実施しました。地域社会の
中で、高齢者が住み慣れた地
域で楽しく過ごせる場を提供し
地域交流を促進しました。
　にこにこ土曜スクールを実施
しました。1月と8月を除く毎月第
3土曜日の午前9時から午前11
時30分まで開催し、子どもの遊
びを等を通じて、子どもの見守
りを行いました。見守り活動によ
り地域の、こども達の安全確保
につながりました。
　ふれあい祭りを開催し約1,100
名の参加がありました。地域の
福祉委員会や関連団体と連携
を図り、世代間の地域交流が図
られました。
　まち歴を学ぶ世代間交流フェ
スタを開催しました。地域で活
躍する児童・生徒・住民が音楽・
踊り等で交流し、同時に「まちの
歴史の学習会」を実施しまし
た。世代間の交流が図られ地
域交流が深められました。

②助け合いの心とぬくもりが
あふれるまち

　まち協主催の交通安全教室
や青色防犯パトロール講習会
が円滑に進捗するように、関係
団体と連携を図り、地域への交
通安全意識の向上と地域のパ
トロール実施者の育成について
支援を行いました。
　また、校区全体の取り組みと
して防災訓練を実施するため、
まち協支援を行い、訓練が円滑
に進捗するように関係団体と連
携を図りました。校区全体への
防災訓練の実施により、防災意
識の向上と非常時に対応する
心構えができました。

・防災
・地域のまちづくり

　交通安全教室並びに防犯講
習会を実施しました。校区内の
自転車事故の減少と防犯意識
の向上を目的として実施し、運
転マナーや交通安全に対する
知識を共有することができまし
た。また、防犯に対する意識も
向上しました。
　青色防犯パトロールを行いま
した。児童の登下校時を中心に
校区内を巡回し街頭犯罪が減
少するように努めました。
　防犯カメラの設置を行いまし
た。地域の防犯重点箇所を抽
出し防犯カメラ設置を行った結
果、街頭犯罪の抑止効果により
地域住民の安全につながりまし
た。

①情報が行きかう安全・安心
なまち

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

地域（まち協）で取り組んだこ
と・成果

わがまち推進計画の目
標

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづくり
の担い手となるよう支援し
ます。

地域のふれあい交流事業等の
取組みに協力し連携を行うこと
ができた。

市民活動団体等が共にま
ちづくり活動を取り組める
ように支援していく必要が
ある。

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実します。
またコミュニティ施設の充
実を検討します。

地域の各団体間の連携強化を
図り、地域のまちづくり活動を
支援することができた。

地域活動の参加者や担い
手の人材を支援する必要
がある。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの安全確保の
取り組みや、地域での青少
年健全育成の取り組みを
進めます。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただいて
いるため、各活動に協力し
ていただける人材の確保
及び地域拠点との連携や
支援手法に課題があると
認識している。

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充実
の支援に取り組みます。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実につ
いて、住民意識の醸成につ
ながる取り組みが課題であ
る。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セン
ターを中心とした相談体制
の充実を図るとともに、災
害時要配慮者支援体制の
構築に取り組みます。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

災害時に備えた平常時からの
地域での見守り体制の構築に
向けた説明会、検討会を実施
し地域活動の支援を行った。

より地域に密着した相談窓
口としての周知・啓発が必
要である。

災害時に備えた、継続的し
た取り組みが必要である。

保護者や高齢者等の参画
を促すことが必要です。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの支
援、地域交流事業などを行
います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場を
提供したほか、プレママ・親子
相談・交流事業の利用が多い
ため、部屋を増やしたり年齢を
分けて対応できるようにした。

地区の利便性及び防災性の
向上を目指し、(都）JR八尾駅
前線の整備に向けて都市計画
変更を行い、事業認可を取得
しました。

事業を進めるには着実な
用地の取得を行う必要が
あります。

②助け合い
の心とぬく
もりがあふ
れるまち

永畑小学校区では、地域ぐるみで、一人暮ら
しの高齢者を対象とした昼食会、健康講座、
世代間交流事業や子育て支援の活動などを
活発に行っています。少子高齢化が急速に
進む中、校区内の地域により高齢化率に大
きな差が生じている現状があります。高齢者
が多い地域を中心に、高齢者の生活を支え
る取り組みが今後さらに重要になってきま
す。多くの世代が地域活動に参画し、住民間
のコミュニケーションが活発で、これからも子
育て世代が「住みたい」「住み続けたい」と思
うようなまちづくりを進めるとともに、子どもた
ちの笑顔があふれ、いくつになっても安心し
て暮らせるまちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を支
援する中で、地域の健康コ
ミュニティの構築と健康文
化の醸成に取り組みます。

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活道
路について安全対策と適
切な維持管理に努めます。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めました。

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施しているカ
ラー化等の老朽化に伴う対
策が生じ、計画的な維持管
理と安全対策が必要です。

限られた財源・人材のなか
で膨大な都市基盤施設の
維持管理を進めていく必要
があります。

健康相談、健康教育の実施
地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普及
促進。

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足している
との認識である。地域での
子育てに係るまちづくり活
動における協力要請があ
れば、とりうる支援策につ
いて、ご相談に応じていく。

54

39
都市計画
道路などの
整備

13

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

①安全・安
心をみんな
で推進する
まち

永畑小学校区では、交通量が多い国道25号
が校区中央を東西に通っています。また一方
では古いまちなみが残り、狭い生活道路があ
る地域もあります。朝夕には、JR八尾駅周辺
では自転車の交通が集中しています。このよ
うに交通安全に関する課題が多いことから、
地域と学校、行政が連携し、校区全体で交通
安全を考える活動に取り組んでいます。ま
た、地域ぐるみで防犯や防災の取り組みも
行っています。今後も交通ルールの遵守とマ
ナー向上の啓発をはじめとする交通安全の
取り組みを継続し、地域と行政が連携して安
全安心をみんなで推進するまちをめざしま
す。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、関
係団体、警察、関係機関と
の連携・協力による防犯へ
の取り組みを進めます。

利便性、防災性の向上を
めざして、JR八尾駅と国道
２５号を結ぶJR八尾駅前線
の整備推進に取り組みま
す。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を活
用してもらうべき事業かを
整理する必要があると考え
ています。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織の
活動支援などに取り組みま
す。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマニュ
アル策定が必要と考えてい
ます。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防止
に向けた各種啓発活動や
交通安全教育などに取り
組みます。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。



【行政】地域別計画のふりかえり 永畑小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組んだこ
と・成果

わがまち推進計画の目
標

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

　まち協活動としてＪＲ八尾駅広
場花壇のプランターを定期的に
整備し、５月には、河内木綿の
植え付けを行いました。植え付
けには、まち協、ＪＲ八尾駅員、
コミスタ、永畑幼稚園、永畑小
学校の３年生に参加頂き、地域
美化活動に協働で取り組みまし
た。

・健康づくり 　ＪＲ八尾駅前広場花壇・プラン
ターの植栽や清掃を行いまし
た。みどりを大切にする気持ち
を地域住民が育むと同時に、計
画的に作業を行い地域の美化
活動に努めることにより、美化
意識の向上につながりました。

③歴史の魅力があふれ美し
く活気があるまち

○

　まち協が、地域の歴史を学ぶ
ため、子どもに焦点をあてて、
旧植田家住宅を活用し、地域の
歴史や昔の遊びの体験学習、
まち歩きを行いました。まち歩き
を行う中で、地域の文化財にふ
れあい、知識として共有するこ
とに支援を行いました。

・健康づくり
・生涯学習

まち歩きを開催しました。子ども
達が、旧植田家住宅で昔遊び
等や地域の歴史を学ぶことで、
地域への愛着や誇りを育めまし
た。

③歴史の魅力があふれ美し
く活気があるまち

○

○

④ＪR八尾
駅と周辺の
環境保全を
進めるまち

永畑小学校区にはJR八尾駅があり、多くの
住民がこの駅を利用しています。これまでJR
八尾駅周辺整備事業が進められ、平成25年
（2013年）７月に自由通路および橋上駅舎が
完成し、また平成27年（2015年）３月に南側駅
前広場の整備が完了し、駅周辺のバリアフ
リー化が実施されました。南側駅前広場は環
境に配慮した整備が行われ、住民の憩いの
場になっていますが、一部でごみのポイ捨て
や迷惑行為が見られます。植栽帯の維持管
理も含め、駅前広場の環境保全を、地域と鉄
道事業者、行政が連携して進めます。

44
きれいなま
ち八尾の実
現

地域での清掃活動などの
美化推進の取り組みを促
進します。

地域での清掃活動をより活
発になるような取り組みを
考察する必要があります。

○

地域の住民から聞き取りを行
い、植松地域史といえる
『ちょっと昔の植松』を刊行した
ほか、ＪＲ八尾駅前花壇の環
境美化、まちづくり協議会での
講演会など、地域に根付いた
活動に取り組みました。

新しいニーズの掘りおこし
を進め、これまでとは異
なった活動を模索していく
必要があります。

地域での清掃活動などの美化
推進の取り組みを支援しまし
た。

地域の魅力を季刊誌
「Yaomania」、「八尾探」及び
「やお80″映画祭」に取り入れ
ました。

地域に特化した魅力再発
見・発掘の実施を行い、
「八尾探」コースの設定及
び提供を行うことで、各地
域の魅力を認識していただ
き、地域の魅力を向上する
必要があります。

地域を跨いだストーリーを
見出し、より楽しんで頂け
るプログラムの検討を実施
します。

③歴史の
魅力があふ
れ美しく活
気があるま
ち

永畑小学校区には、多くの歴史資産がありま
す。校区内には古くから大阪と奈良を結ぶ重
要な街道であった奈良街道が通っています。
街道沿いや老原地区には古くからのまちな
みも残っており、道標や常夜灯、お地蔵さん
など、日常生活の中に歴史を感じることがで
きます。また、渋川神社境内にある樹齢千年
とも言われる大阪府の天然記念物である大
きな楠も日常生活に密着しています。校区内
には、安中新田会所跡旧植田家住宅があ
り、昔の暮らしを体感できる場として公開され
ています。また、地域住民が植松地区のまち
の魅力を探り、発信しようとする集まりも芽生
えています。地域と行政が連携し、歴史を次
世代につなぎ、歴史資産のある魅力あふれ
るまちをめざします。

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観光
協会と連携し、八尾の地域
資源を「八尾の魅力」として
発信します。

27
歴史資産な
どの保全と
活用

安中新田会所跡旧植田家
住宅を通じて、地域の歴史
を伝えるとともに、大和川
付け替えや昔の暮らしなど
について学べるようにしま
す。



【行政】地域別計画のふりかえり 大正小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

○

○ ○

○

○ ○○

○

○ ○

○

○ ○

○

○ ○

○

施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

防災訓練での応急給水訓練
活動などを通して、災害時の
地域住民による給水活動
や、備蓄水の必要性を呼び
かけ、地域の防災力強化に
つなげます。

防災訓練での応急給水訓練活
動などを通して、災害時の地域
住民による給水活動や、備蓄水
の必要性を呼びかけ、地域の
防災力強化につなげました。ま
た、当地区においては耐震性緊
急貯水槽を用いて住民による
給水活動が行えるよう訓練を行
いました。

大規模災害時には、各地域で
水道局のみでの給水活動を行
うことは極めて困難なため、今
まで以上に自助の飲料水の備
蓄の必要性を理解していただく
必要があります。

防犯灯の整備費補助や電気使
用量補助を通じて、地域におけ
る防犯の取り組みを支援したほ
か、出前講座や各種啓発活動
を実施しました。また、八尾市安
全・安心のまちづくり基金を活
用し、地域で活動する団体に助
成金を交付しました。

助成金の対象事業について、
校区まちづくり交付金を活用し
て実施してもらうべき事業か、
当助成金を活用してもらうべき
事業かを整理する必要があると
考えています。

防災訓練の実施や自主防災組
織の活動支援を行いました。

水防センターを活用した啓発活
動を行いました。

避難所運営に関するマニュア
ル策定が必要と考えています。

消防団と自主防災組織などが
連携し防災訓練を実施しまし
た。

消防団と自主防災組織などの
連携及び継続的な訓練等が必
要です。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努めま
した。

保護者や高齢者等の参画を促
すことが必要です。

後期基本計画の内容

①安全で安
心して生活
できるまち

大正小学校区には、大和川が流れておりコ
ミュニティセンターと出張所を併設した水防セ
ンターを中心に、大和川若林地区河川防災
ステーションが整備されています。

災害時の避難所は大正小学校と大正コミュ
ニティセンターであり、校区の西側に集中して
います。そのため、校区東部地域では、自主
防災活動の取り組みを早くから行っていま
す。また、夜間は工場街の道路に暗がりが多
いことから、校区まちづくり協議会で青色防
犯パトロールを実施し、地域ぐるみで防犯の
取り組みを行っています。さらに校区内の昔
からのまちなみの残る地域では狭い道路が
多く、交通安全の取り組みも大切となります。

これからも、消防団や水防団、自主防災組
織、校区まちづくり協議会の青パト隊などの
地域の組織と行政が連携し、安全で安心して
生活できるまちをめざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の支
援や、地域、事業者、関係団
体、警察、関係機関との連
携・協力による防犯への取り
組みを進めます。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行動
訓練や自主防災組織の活動
支援などに取り組みます。ま
た、水防センターを活用した
防災についての啓発活動を
行います。

3
災害に強い
消防体制
づくり

消防団を中核とした地域防
災力の充実強化に努めま
す。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団体
と連携し、交通事故防止に
向けた各種啓発活動や交通
安全教育などに取り組みま
す。

③誰もが健
康でいきい
きと暮らせ
るまち

大正小学校区では、コミュニティセンターや各
町会自治会の地区集会所を利用して、高齢
者ふれあい給食やふれあい喫茶などが活発
に行われています。またコミュニティセンター
においても、地域団体主催の講座などを通じ
て健康意識の向上が図られています。

大正小学校区は地域が広く、特に交通手段
が少ない高齢者や障がい者は、コミュニティ
センターまで来所しにくいという課題がありま
す。また地域には、多くの一人暮らしの高齢
者もおられます。

今後、コミュニティセンターで行われている健
康づくりに加え、各地区集会所にも活動の輪
を広げ、地域に根差した健康づくりの活動促
進を行います。また、高齢者の見守り活動な
ど地域で支えあうしくみを通じ、誰もが健康で
いきいきと暮らせるまちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を支
援する中で、地域の健康コ
ミュニティの構築と健康文化
の醸成に取り組みます。

引き続き、定期的に親子でつど
い、交流・相談ができる場を提
供したほか、保健センターの保
健師勧奨の子どもを対象とした
教室のフォローを実施した。

②子どもた
ちの未来を
育むまち

大正小学校区では、子ども会活動や子ども
の登下校の見守りなど、地域住民による子ど
もに対する取り組みを活発に行っています。
また、コミュニティセンターでは青少年育成活
動が行われています。

子ども会活動においては、各家庭における生
活スタイルの多様化により子どもたちの参加
や担い手の確保が課題となっており、子育て
については保護者が交流できる場が求めら
れています。

市としては、地域の子ども会活動を支援し、コ
ミュニティセンターや地域にある施設の活用
などを行いながら、保護者が交流できる場を
増やします。また、地域の団体が行う子育て
の活動を支援します。これからも地域ぐるみ
で子どもたちを育む活動を行うとともに、地域
と行政が連携し、子どもたちの未来を育むま
ちをめざします。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくりや
安全確保の取り組みなど、
地域での青少年健全育成の
取り組みを進めます。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行い、
青少年健全育成の推進を図っ
た。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相談
や交流ができるように、子育
て支援拠点の運営や、子育
てサークルへの支援、地域
交流事業などを行います。

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割

（種類）
地域（まち協）で取り組んだこ

と・成果
わがまち推進計画の目標

まちづくり協議会の視点

○ ○○

○ ○

○

○

○ ○

○

○

より地域に密着した相談窓口と
しての周知・啓発が必要であ
る。

災害時に備えた、継続的した取
り組みが必要である。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支援
する体制を充実します。

旧来の地域拠点から新たな拠
点となったことで、地域住民の
ふれあいの場がさらに活発とな
り、地域活動支援の体制につい
ても充実させた。

地域拠点の相談機能の充実に
伴い、地域に対し理解を得るた
め、積極的なPRを行い、職員の
能力を十二分に発揮することが
できる体制を構築するとともに、
次世代に繋がる取り組みなど
強化する必要がある。また、拠
点職員と部局側が連携すること
で、各地域で異なるニーズを把
握し、地域に応じた事業を判断
し進めていく必要がある。

健康まちづくり宣言の普及促
進。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民の
自主的な地域福祉活動や見
守り・支援体制の充実の支
援に取り組みます。

（社福）八尾市社会福祉協議会
と連携し、地域の自主的な福祉
活動を支援した。

支援を必要とする人の把握、見
守り体制の充実について、住民
意識の醸成につながる取り組
みが課題である。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セン
ターを中心とした相談体制の
充実を図るとともに、災害時
要配慮者支援体制の構築に
取り組みます。

「高齢者あんしんセンター」を愛
称として、高齢者にわかりやす
い相談支援体制の充実及び地
域のネットワーク構築を推進し
た。

災害時に備えた平常時からの
地域での見守り体制の構築に
向けた説明会、検討会を実施し
地域活動の支援を行った。

地域子育て支援拠点が全ての
中学校区に整い、市の取り組
みは充足しているとの認識であ
る。地域での子育てに係るまち
づくり活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策につい
て、ご相談に応じていく。

地域において、非常に多くの活
動を行っていただいているた
め、各活動に協力していただけ
る人材の確保及び地域拠点と
の連携や支援手法に課題があ
ると認識している。

48
上水道の
安定供給

　まち協による防犯カメラの設置
や備蓄用缶入りパンの購入、自
主防災訓練の実施等をサポート
することで、事業を円滑に進め
ることができた。
とりわけ、自主防災については
避難所運営検討会議の実施に
より、町会単位で議論しこれまで
以上に意識が高まりました。

・防災
・地域のまちづくり

　防犯カメラの設置、メンテナン
スを行った。防犯カメラの設置
に際しては、まち協の役員会臨
時総会で図り、街頭犯罪抑止の
ために効果的な位置を地域で
検討したうえで設置しました。そ
れにより、警察からの問い合わ
せも増え、街頭犯罪の抑止につ
ながっています。

　青色防犯パトロールを実施し
ました。また、青色防犯パトロー
ル隊の活動と共に、木の本交
番の警察官が巡回され、街頭
犯罪の抑止につながりました。

　備蓄用缶入りパンを購入し、
該当町会に配布しました。災害
時の備えができたことから、地
域の安心度が高まりました。ま
た、消費期限までに使用がな
かったものについては自主防災
訓練で使用しました。また、自
主防災については避難所運営
検討会議の実施により、町会単
位で議論しこれまで以上に意識
が高まりました。

　防災掲示板を設置した。地域
内にバランスよく設置することに
より、大和川の増水等による水
害や地震による大規模災害発
生時にどう対応するか等、地域
の防災について広報しました。

①安心して暮らせる安全な
まち

　まち協主催の「キッズわくわくコ
ンサート」、コミセン運営協議会
主催の「子ども特別講座」におい
て地域が企画を考える際にアド
バイスすることにより、事業実現
に向けて進めることができた。ま
た、事業の実施にあたり、地域と
講師、出演者の顔つなぎを行
い、地域が円滑に事業を進める
ことができました。

　中学校の夏季休暇、冬期休暇
に合わせ、コミュニティセンター
の一室を自習室として開放し、
地域の中学生に学習の場を提
供することにより、学力向上機
会の一助とすることができまし
た。

・地域のまちづくり
・子育て

　「キッズわくわくコンサート」を
隣接校区と共同で実施しまし
た。幅広い年齢層の方々に参
加していただいたことで、地域
内の交流につながりました。

②子どもたちの未来を育む
まち

　まち協主催の健康講座「おや
こでクッキング」や「まち協運動
講座」において地域が企画を考
える際にアドバイスすることによ
り、事業実現に向けて進めるこ
とができました。また、事業の実
施にあたり、講師と地域との顔
つなぎを行い、地域が円滑に事
業を進めることができました。

　健康相談について、コミセン内
において「あなたのまちの健康
相談」を行うとともに、地区集会
所等で行っている「ふれあい喫
茶」に出向き、「出張健康相談」
を行うことにより、地域の方々か
ら身近な場所で相談できるとい
う安心感をもってもらうことがで
きました。

　地区福祉委員会においても食
育講座を開催し、若年層に対す
る食への健康意識を高めまし
た。

　災害時要配慮者支援名簿のう
ち、情報提供同意不同意の確認
ができていない方に対し訪問す
ることにより、個別の実態を把握
することができました。

・地域のまちづくり
・健康づくり
・相談

　「大和川マラソン・ウォーキン
グ大会」を実施した。子どもから
大人まで幅広い世代の参加者
があり、地域の健康づくりを促
進するとともに、地域住民の交
流の場を提供することができま
した。

　まち協健康講座「おやこでクッ
キング」を隣接校区と共同で平
成28年度から実施した。親子で
朝ご飯を作ることにより、食べる
ということの大切さを実感するこ
とができ、帰ってからも家庭で
話をするきっかけがうまれ、地
域での健康づくりにつながりま
した。

　まち協運動講座で運動指導士
による手軽にできる運動や、体
育振興会の方による指導の下、
ポールウォーキングを実施し
た。受講した人が周囲に紹介す
ることにより運動しようとする人
が増えました。

③誰もが健康でいきいきと暮
らせるまち



【行政】地域別計画のふりかえり 大正小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

後期基本計画の内容 地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割

（種類）
地域（まち協）で取り組んだこ

と・成果
わがまち推進計画の目標

まちづくり協議会の視点

○

○ ○

○

○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

ボランティア団体の高齢化によ
り、後継者の発掘が課題です。

【1人あたり公園面積】八尾市全
体：2.89㎡/人　大正小学校区：
7.63㎡/人

大正川において鯉などの水生
生物が生息する環境の基盤整
備を行いました。

大正川の水質・水位の安定の
ため、公共下水道切替えの勧
奨活動及び土地改良区との連
携を継続していく必要がありま
す。

各地区で開催される講座は、絵
画や陶芸など趣味の分野での
自己学習が中心ですが、今後
は、地域や市民の日常生活に
おける課題解決に寄与する学
習の充実化にも努めるととも
に、学んだことを地域社会に還
元する機会の創出を一層図る
ことが必要です。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支援
する体制を充実します。

旧来の地域拠点から新たな拠
点となったことで、地域住民の
ふれあいの場がさらに活発とな
り、地域活動支援の体制につい
ても充実させた。

地域拠点の相談機能の充実に
伴い、地域に対し理解を得るた
め、積極的なPRを行い、職員の
能力を十二分に発揮することが
できる体制を構築するとともに、
次世代に繋がる取り組みなど
強化する必要がある。また、拠
点職員と部局側において連携
することで、各地域ごとで異な
るニーズを把握し業務を進めて
いく必要がある。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

28
生涯学習
の取り組み

身近な地域拠点施設である
コミュニティセンターにおい
て、生涯学習の場を提供しま
す。

地区生涯学習推進事業として、
コミセン運営協議会に委託し、
各コミセンで講座や現代的課題
講座を開催しました。

市民活動団体等が地域とつ
ながり、協働のまちづくりの
担い手となるよう支援しま
す。

それぞれの団体等で実施して
いた事業を校区全体の取り組
みとして実施することができた。

地域にあるそれぞれの団体等
が、地域拠点を介し繋がること
のできる仕組みづくりを行い、
校区全体で実施、活動できるよ
う支援していく必要がある。

④地域をみ
んなで支え
学びあうま
ち

大正小学校区には、水防センターに併設され
た大正コミュニティセンターがあり、各種講座
など生涯学習活動を住民主体で行っていま
す。また、コミュニティセンターは校区の地域
活動の拠点となっており、校区まちづくり協議
会をはじめ各種団体の活動に活発に利用さ
れています。

地域活動を行う各種団体の構成員は高齢化
してきており、地域課題に応え持続可能な活
動を行うために、活動を支えるための多様な
人材確保の課題があります。また、生涯学習
活動においては、さまざまな学びのニーズが
増えてきています。

地域活動の情報を共有しながら、校区の人
のつながりを広げ、地域をみんなで支え学び
あうまちをめざします。

⑥地域の
魅力を活か
し発信する
まち

大正小学校区には、工業地域・準工業地域
があり、特に校区北側の八尾空港周辺地域
は全国有数の工業集積地であり、ものづくり
の原動力です。また、校区西側の大阪市営
地下鉄谷町線八尾南駅周辺には工業団地
（印刷団地や菓子団地）があります。また、地
域には古くから伝わる伝承音頭の「ジャイナ
音頭」が引き継がれており、他にも古くからの
地域の歴史文化があります。

このように、大正小学校区には素晴らしい地
域の魅力がたくさんあるにもかかわらず、地
域住民も知らないことが多く、まだまだ伝えき
れていないところがあります。

今後は、地域や事業者、行政が連携し、地域
の魅力を地域内外に広めていくことにより、
地域の魅力を活かし発信するまちをめざしま
す。

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観光協
会と連携し、八尾の地域資
源を「八尾の魅力」として発
信します。

地域の魅力を季刊誌
「Yaomania」、「八尾探」及び「や
お80″映画祭」に取り入れまし
た。

⑤緑を活か
し水辺の自
然とともに
生きるまち

大正小学校区の南側には大和川が流れてお
り、河川敷には公園があり、堤防はサイクリ
ングロードにもなっています。近年は水質も
向上し、大和川わんどを中心として生物や環
境学習の場としても期待されています。校区
北側には飛行場南側排水路、中央部には大
正川が流れており、一部は遊歩道となってお
り、八尾空港を一望できるところもあります。

大正コミュニティセンターが大和川の堤防上
に新しく整備されたことにより、隣接する公園
の利用者や、堤防を通行する自転車や歩行
者の方が増えてきており、一層の管理が求
められます。

河川や公園は市民の貴重な憩いの場であ
り、地域と行政が連携し、施設整備や管理を
進め、緑を活かし水辺の自然とともに生きる
まちをめざします。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

公園や緑地を適正に管理
し、安全に憩える空間を維持
します。

公園の清掃や花苗の植え付け
等の美化活動を地域で行って
いただくため、制度のＰＲに努め
ました。

地域に特化した魅力再発見・発
掘の実施を行い、「八尾探」コー
スの設定及び提供を行うこと
で、各地域の魅力を認識してい
ただき、地域の魅力を向上する
必要があります。

地域を跨いだストーリーを見出
し、より楽しんで頂けるプログラ
ムの検討を実施します。

33

世界に誇る
ものづくり
の振興と発
信

工場立地支援制度を活用
し、工場集積の維持・発展に
取り組みます。

「ものづくりのまち・八尾」の
ブランドを戦略的に発信しま
す。

中小企業サポートセンターの新
規訪問企業開拓のため、地域
企業の飛び込み訪問を実施。
新規での支援企業を発掘する。

新規の工場の立地（奨励金を
活用）が多くみられる地域であ
るが、サポートセンターの支援
の輪を広げるために新規開拓
を進める必要がある。

43
快適な生活
環境づくり

市民、事業者とのパートナー
シップにより、環境問題への
取り組みを進め、生活環境
の保全を図ります。

市民、事業者への啓発等を行
い、環境問題への取り組みを進
め、生活環境の保全を図りまし
た。

市民、事業者とのパートナー
シップにより、環境問題への取
り組みを進め、更なる生活環境
の保全を図る必要があります。

47

治水対策と
環境を意識
した水環境
の形成

水辺環境の向上をめざし、
水辺環境施設の活用と維持
管理に努めます。

　まち協主催の「大正コミセン寄
席」の実施にあたり、地域と出演
者の顔つなぎを行い、地域が円
滑に事業を進めることができま
した。

　コミセン運営協議会主催の現
代的課題講座を実施するにあた
り、事例選定のアドバイスや講
師の紹介を行うことにより、地域
が円滑に事業を進めることがで
きました。

・地域のまちづくり
・生涯学習

　「大正コミセン寄席」を隣接校
区と共同で実施した。「天満天
神の会」という素人落語家の会
の力を借りながら、地域住民の
文化的活動の充実を図り、住民
同士の交流の場を提供しまし
た。

④地域をみんなで支え学び
あうまち

○○ ○

　まち協が「大和川わんどいきも
の観察会」を実施するにあたり、
地域と政策推進課との顔つなぎ
を行ったことで、地域が円滑に
事業を進めることが出来ました。

　地域一斉清掃を福祉委員会の
枠組みの中で行うにあたり、用
具購入に係る申請手続きの補
助を行い、地域美化活動実施の
一助となることができました。

・地域のまちづくり 　「大和川わんどいきもの観察
会」を、国土交通省 近畿地方整
備局 大和川河川事務所近畿大
学農学部・（地独）大阪府立環
境農林水産総合研究所生物多
様性センター・八尾市など多く
の団体の力を合わせて実施し
ました。多くの方々に参加いた
だき、子どもたちが自然と触れ
合うことのできる場を提供する
ことができました。また、大和川
が魅力ある地域資源であるとい
うことを多くの方に認識していた
だきました。

　大正川の清掃活動を月２回実
施している。定期的な清掃活動
により、大正川は徐々にきれい
になってきています。

⑤緑を活かし水辺の自然と
ともに生きるまち

・まち協広報紙「さざなみ」作成
のサポートを行うことにより、発
行をスムーズに行うことができま
した。

・地域のまちづくり 　まち協広報紙「さざなみ」を年2
回発行し、地域活動の情報につ
いて、地域に広く知らせることに
より、自分たちが住んでいるま
ちの魅力を再発見し、愛着がわ
くきっかけを作ることができまし
た。

⑥地域の魅力を活かし発信
するまち



【行政】地域別計画のふりかえり 大正北小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。

消防団と自主防災組織な
どの連携及び継続的な訓
練等が必要です。

③誰もが健
康で幸せに
暮らせるま
ち

大正北小学校区では、小学校内にあるプレイ
ルームや各町会自治会の地区集会所を利用
して、高齢者ふれあい給食やいきいきサロン
などが活発に行われています。また各町会の
集会所においても、高齢者向け講座などを通
じて健康意識の向上が図られています。

大正北小学校区は地域が広く、特に交通手
段が少ない高齢者や障がい者は、小学校区
外にあるコミュニティセンターまで行きにくいと
いう課題があります。また地域には、多くの一
人暮らしの高齢者もおられます。

今後、各地区集会所にも健康づくりの輪を広
げ、地域に根差した健康づくりの活動促進を
行います。また、高齢者の見守り活動など地
域で支えあうしくみを通じ、誰もが健康で幸せ
に暮らせるまちをめざします。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セ
ンターを中心とした相談体
制の充実を図るとともに、
災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

災害時に備えた平常時からの
地域での見守り体制の構築に
向けた説明会、検討会を実施
し地域活動の支援を行った。

より地域に密着した相談
窓口としての周知・啓発
が必要である。

災害時に備えた、継続的
した取り組みが必要であ
る。

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

48
上水道の
安定供給

防災訓練での応急給水訓
練活動などを通して、災
害時の地域住民による給
水活動や、備蓄水の必要
性を呼びかけ、地域の防
災力強化につなげます。

防災訓練での応急給水訓練活
動などを通して、災害時の地
域住民による給水活動や、備
蓄水の必要性を呼びかけ、地
域の防災力強化につなげまし
た。

大規模災害時には、各地
域で水道局のみでの給水
活動を行うことは極めて
困難なため、今まで以上
に自助の飲料水の備蓄
の必要性を理解していた
だく必要があります。

②子どもた
ちの笑顔が
広がるまち

大正北小学校区では、子ども会活動や子ど
もの登下校の見守りなど、地域住民による子
どもに対する取り組みを活発に行っていま
す。また休日や放課後には、大正北小学校
のグラウンドやプレイルームなどで青少年育
成活動が行われています。

子ども会活動においては、各家庭における生
活スタイルの多様化により子どもたちの参加
や担い手の確保が課題となっており、子育て
については保護者が交流できる場が求めら
れています。

市としては、地域の子ども会活動を支援し、
地域にある施設の活用などを行いながら、保
護者が交流できる場を増やします。また、地
域の団体が行う子育ての活動を支援します。
これからも地域ぐるみで子どもたちを育む活
動を支援することで、子どもたちの笑顔が広
がるまちをめざします。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足してい
るとの認識である。地域で
の子育てに係るまちづくり
活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策に
ついて、ご相談に応じてい
く。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保及び地域拠点との連
携や支援手法に課題があ
ると認識している。

①安心して
暮らせる安
全なまち

大正北小学校区には、八尾空港があり大阪
府中部広域防災拠点が隣接しています。校
区北側には、南木の本防災公園が整備され
ています。これらの施設は、災害発生時の重
要な拠点となります。また、校区まちづくり協
議会で青色防犯パトロールを実施し、地域で
防犯の取り組みを行っています。

地域には、昔ながらの道路が多くあり、災害
発生時に大きな車両が通行できない現状が
あります。また、交通安全の取り組みも大切
となります。さらに、八尾空港西側跡地付近
の道路など暗がりの多いところもあります。

これからも、消防団、自主防災組織、校区ま
ちづくり協議会の青パト隊や関係機関と連携
しつつ、行政と地域の適切な役割分担のも
と、安心して暮らせる安全なまちをめざしま
す。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

3
災害に強い
消防体制
づくり

消防団を中核とした地域
防災力の充実強化に努め
ます。

消防団と自主防災組織などが
連携し防災訓練を実施しまし
た。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

まちづくり協議会の視点

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

・防災
・地域のまちづくり

　防犯カメラの設置を行っ
た。設置にあたり警察に相談
することや、まち協で、場所
についての話し合いをするこ
とにより、防犯情報について
共有することができました。

　青色防犯パトロールを行っ
た。1日青パトデーを実施す
ることにより、青パトの存在
を周知することができ、地域
の防犯に対する意識付けを
高めることができました。

　平成29年度、校区全体で
防災訓練を行った。災害時
には多様な主体が災害対応
することから、防災訓練の参
加者は男性だけでなく、積極
的に女性にも参加してもらえ
るよう婦人会や更生保護女
性会などにも働きかけ、多く
の女性が参加しました。

①安心して暮らせる安全な
まち

・地域のまちづくり 　平成29年度から子どもカー
ニバルをまち協主催で実施
することとなりました。多くの
子どもたちが参加すること
で、より多くの担い手が運営
に携わることにより地域の結
束が深まりました。

　「キッズわくわくコンサート」
を隣接校区と共同で実施し
ました。幅広い年齢層の
方々に参加していただいたこ
とで、地域内の交流につな
がりました。

②子どもたちの笑顔が広が
るまち

　各自主防災組織では防災
訓練を行っていたが、校区全
体ではできていなかったの
で、校区全体の住民が参加
できる機会が得られるよう
に、まち協を支援しました。ま
ず1年目は防災講演会、2年
目は避難所運営ゲームを支
援した。このことにより校区
全体での防災訓練の実施へ
の意識が高まった。実際行っ
た平成29年度には、消防署
志紀出張所と顔つなぎを行
い、打ち合わせ会議におい
ても助言することにより、事
後の打合せが円滑に進みま
した。

　まち協主催の健康講座「お
やこでクッキング」や「まち協
運動講座」において地域が
企画を考える際にアドバイス
することにより、事業実現に
向けて進めることができた。
また、事業の実施にあたり、
講師と地域との顔つなぎを
行い、地域が円滑に事業を
進めることができました。
　
　健康相談について、コミセ
ン内において「あなたのまち
の健康相談」を行うとともに、
地区集会所等で行っている
「ふれあい喫茶」に出向き、
「出張健康相談」を行うことに
より、地域の方々から身近な
場所で相談できるという安心
感をもってもらうことができま
した。

　災害時要配慮者支援名簿
のうち、情報提供同意不同
意の確認ができていない方
に対し訪問することにより、
個別の実態を把握すること
ができました。

・地域のまちづくり
・健康づくり
・相談

　まち協健康講座「おやこで
クッキング」を隣接校区と共
同で平成28年度から実施し
た。親子で朝ご飯を作ること
により、食べるということの大
切さを実感することができ、
帰ってからも家庭で話をする
きっかけがうまれ、地域での
健康づくりにつながりました。

　まち協運動講座で運動指
導士による手軽にできる運
動や、体育振興会の方によ
る指導の下、ポールウォー
キングを実施した。受講した
人が周囲に紹介することに
より運動しようとする人が増
えました。

③誰もが健康で幸せに暮ら
せるまち



【行政】地域別計画のふりかえり 大正北小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

まちづくり協議会の視点

○

⑥地域の
魅力があふ
れるまち

大正北小学校区には、工業地域・準工業地
域があり、特に校区南東側の八尾空港周辺
地域は全国有数の工業集積地です。工業集
積は、ものづくりの原動力です。事業者と地
域が一体となり、ものづくりを身近に感じ、そ
の素晴らしさを地域に伝えることができます。
また、地域には樟本神社をはじめ古くからの
歴史文化を伝える史跡や伝承があります。

このように、大正北小学校区には素晴らしい
地域の魅力がたくさんあるにもかかわらず、
地域住民も知らないことが多く、まだまだ伝え
きれていないところがあります。

今後は、地域や事業者、行政が連携し、地域
の魅力を地域内外に広めていくことにより、
地域の魅力があふれるまちをめざします。

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観
光協会と連携し、八尾の
地域資源を「八尾の魅力」
として発信します。

地域の魅力を季刊誌
「Yaomania」、「八尾探」及び
「やお80″映画祭」に取り入れ
ました。

ボランティア団体の高齢
化により、後継者の発掘
が課題です。

【1人あたり公園面積】八
尾市全体：2.89㎡/人　大
正北小学校区：3.87㎡/人

47

治水対策と
環境を意識
した水環境
の形成

水辺環境の向上をめざ
し、水辺環境施設の活用
と維持管理に努めます。

平野川の管理用通路におい
て、散策道として照明灯及びカ
ラー舗装の整備を行いました。

平野川の散策道について
は、利用者拡大のため周
辺施設の案内看板整備
等の取り組みが必要で
す。

⑤緑を活か
した憩いの
あるまち

大正北小学校区には、平野川が流れていま
す。沿道の一部は遊歩道となっており、また、
遊歩道周辺に公園があるなど、緑と水辺の
空間が広がっています。特に、空港北濠緑地
は、校区最大の規模であり、グラウンドゴルフ
を行ったり、親水利用したりすることも可能で
す。

公園や遊歩道、広大な緑地があることは地
域の環境にとってよいことですが、清掃や草
刈りなど管理をしなければならず、その担い
手を誰がするのかという問題があります。地
域住民は自主組織を作って、これらの管理に
積極的に取り組んでいます。

公園や遊歩道、河川は市民の貴重な憩いの
場であり、これらの施設整備や管理を含め、
地域と行政が連携して、緑を活かした憩いの
あるまちをめざします。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

公園や緑地を適正に管理
し、安全に憩える空間を
維持します。

公園の清掃や花苗の植え付け
等の美化活動を地域で行って
いただくため、制度のＰＲに努
めました。

地域に特化した魅力再発
見・発掘の実施を行い、
「八尾探」コースの設定及
び提供を行うことで、各地
域の魅力を認識していた
だき、地域の魅力を向上
する必要があります。

地域を跨いだストーリーを
見出し、より楽しんで頂け
るプログラムの検討を実
施します。

33

世界に誇る
ものづくり
の振興と発
信

工場立地支援制度を活用
し、工場集積の維持・発
展に取り組みます。

「ものづくりのまち・八尾」
のブランドを戦略的に発
信します。

中小企業サポートセンターの
新規訪問企業開拓のため、地
域企業の飛び込み訪問を実
施。新規での支援企業を発掘
する。

新規の工場の立地（奨励
金を活用）が多くみられる
地域であるが、サポートセ
ンターの支援の輪を広げ
るために新規開拓を進め
る必要がある。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

旧来の地域拠点から新たな拠
点となったことで、地域住民の
ふれあいの場がさらに活発と
なり、地域活動支援の体制に
ついても充実させた。

地域拠点の相談機能の
充実に伴い、地域に対し
理解を得るため、積極的
なPRを行い、職員の能力
を十二分に発揮すること
ができる体制を構築する
とともに、次世代に繋がる
取り組みなど強化する必
要がある。また、拠点職
員と部局側において連携
することで、各地域ごとで
異なるニーズを把握し業
務を進めていく必要があ
る。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

④みんなで
ふれあい学
びあうまち

大正北小学校区では、校区まちづくり協議会
や福祉委員会をはじめ、町会・自治会や青少
年育成会、高齢クラブ、女性団体、青年団な
ど各種団体が活発に活動を行っています。ま
た、学習意欲のある地域住民は校区外のコ
ミュニティセンターまで行って講座を受講して
います。

活動を継続するうえで、いつでも自由に使え
る活動拠点も重要です。また、生涯学習活動
においては、さまざまな学びのニーズが増え
てきています。

地域活動の情報を共有しながら、校区の人
のつながりを広げ、みんなでふれあい学びあ
うまちをめざします。

28
生涯学習
の取り組み

身近な地域拠点施設であ
るコミュニティセンターに
おいて、生涯学習の場を
提供します。

地区生涯学習推進事業とし
て、コミセン運営協議会に委託
し、各コミセンで講座や現代的
課題講座を開催しました。

各地区で開催される講座
は、絵画や陶芸など趣味
の分野での自己学習が中
心ですが、今後は、地域
や市民の日常生活におけ
る課題解決に寄与する学
習の充実化にも努めると
ともに、学んだことを地域
社会に還元する機会の創
出を一層図ることが必要
です。

それぞれの団体等で実施して
いた事業を校区全体の取り組
みとして実施することができ
た。

地域にあるそれぞれの団
体等が、地域拠点を介し
繋がることのできる仕組
みづくりを行い、校区全体
で実施、活動できるよう支
援していく必要がある。

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

　コミセン運営協議会主催の
現代的課題講座を実施する
にあたり、事例選定のアドバ
イスや講師の紹介を行うこと
により、地域が円滑に事業を
進めることができました。

　まち協主催の「大正コミセ
ン寄席」の実施にあたり、地
域と出演者の顔つなぎを行
い、地域が円滑に事業を進
めることができました。

・地域のまちづくり
・生涯学習

　「大正コミセン寄席」を隣接
校区と共同で実施した。「天
満天神の会」という素人落語
家の会の力を借りながら、地
域住民の文化的活動の充実
を図り、住民同士の交流の
場を提供しました。

④みんなでふれあい学びあ
うまち

　地域一斉清掃を福祉委員
会の枠組みの中で行うにあ
たり、用具購入に係る申請
手続きの補助を行い、地域
美化活動実施の一助となる
ことができました。

・地域のまちづくり ⑤緑を活かした憩いのある
まち

　まち協広報紙「くすのき」作
成のサポートを行うことによ
り、発行をスムーズに行うこ
とができました。

・地域のまちづくり 　まち協広報紙「くすのき」を
年2回発行し、地域活動の情
報について、地域に広く知ら
せることにより、自分たちが
住んでいるまちの魅力を再
発見し、愛着がわくきっかけ
を作ることができました。

⑥地域の魅力があふれるま
ち



【行政】地域別計画のふりかえり 八尾小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点

　未就学の子供と親を対象
に子育て交流会「子育て応
援隊」を開催しました。また、
交流会の中では育児相談や
食育相談も行いました。

子供たちの笑顔いっぱいの
まちを目指します。
あいさつが行きかうまちを目
指します。

　NPO法人を含む市民活動
団体と協働し、未就学の子
供と親を対象に子育て交流
会「子育て応援隊」を開催し
ました。

子供たちの笑顔いっぱいの
まちを目指します。
あいさつが行きかうまちを目
指します。

○

　まちづくり協議会の活動の
中で各地区の福祉委員会が
あまり手がけていないような
活動を行う際に、さまざまな
団体どうしの連携をはかりま
した。具体的には、未就学の
児童の子育て交流会などの
イベントを開催する際に市民
活動団体と地域活動団体の
の連携を中間支援組織であ
る「つどい」と協力し行いまし
た。

・地域のまちづくり
・子育て

　まちづくり協議会の活動の
中で各地区の福祉委員会が
あまり手がけていないような
活動を行う際に、さまざまな
団体どうしの連携をはかりま
した。具体的には、未就学の
児童の子育て交流会などの
イベントを開催する際に市民
活動団体と地域活動団体の
の連携を中間支援組織であ
る「つどい」と協力し行いまし
た。

・子育て
・地域のまちづくり

○ ○

○

○ ○ ○

他の校区と異なり、地域
拠点施設の位置付けの
無い地域であり、各担当
課より直接アプローチされ
る事も多く、拠点となるコ
ミュニティ政策推進課が
地域拠点として認識され
にくい。

従来の福祉委員会の区
域割りに基づく活動が多
く、小学校区単位の取り
組みの割合は少ない。

今後は、福祉委員会等の
既存の活動の中でも市民
活動団体との連携を推進
していく事ができれば、更
なる広がりが生まれるも
のと考える。

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

○ ○ ○

　まちづくり協議会の主催に
より防災士を講師に招いて
防災講演会を実施したり、防
災訓練を実施し、まちづくり
協議会のPR活動やつどいを
通じて団体紹介を行う中で、
ＰＴＡ協議会や校区内の様々
な市民活動団体との連携に
協力した。

・防災
・地域のまちづくり

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目標

○

○

　毎年防犯カメラを設置し、
延べ２０台余りのカメラを設
置しました。これにより地域
の防犯に貢献しました。

　防災訓練を毎年実施し地
域の防災対応力の向上に努
めました。

　防災士を招いてＰＴＡ協議
会と協力し防災意識の向上
に努めました。

安全で安心なまちを目指しま
す。
みんなでまちづくりを進めま
す。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保及び地域拠点との連
携や支援手法に課題があ
ると認識している。

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施している
カラー化等の老朽化に伴
う対策が生じ、計画的な
維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のな
かで膨大な都市基盤施設
の維持管理を進めていく
必要があります。

③子どもた
ちが健やか
に育つまち

八尾小学校区では、「放課後子ども教室」、
「納涼の夕べ」および「校庭キャンプ」など、地
域ぐるみで子どもたちを育む活動が行われて
います。

今後、少子化が進む中、小・中学校を卒業後
も地域と関わる機会をつくり、世代がつなが
るよう、さらなる取り組みが必要です。

学校・家庭・地域と協力・連携し、子どもたち
が健やかに育つまち、のびのびと遊べるま
ち、笑顔があふれるまちをめざします。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足してい
るとの認識である。地域で
の子育てに係るまちづくり
活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策に
ついて、ご相談に応じてい
く。

②安心して
暮らせる安
全なまち

八尾小学校区では、「八尾小学校区防災訓
練」をはじめとする自主防災訓練が開催され
ており、「八尾小校区市民スポーツ祭」では、
水消火器による消火訓練を取り入れるなど、
防災訓練につながる競技が行われていま
す。

また、子どもたちの安全確保と地域の防犯を
目的に「はちどりパトロール」が実施されるな
ど、校区をあげて防犯・防災の活動を展開し
ています。

地域と協力・連携し、誰もが安心して暮らせる
安全なまちをめざします。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。

40
生活道路
の整備と維
持

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理につとめ
ます。

警察・学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、早期発見に
努めました。

後期基本計画の内容

①地域活
動がさかん
なまち

八尾小学校区では、地域活動団体をはじめ、
多くの市民活動団体、営利・非営利法人の施
設、個人商店や事業所等が所在し、それぞ
れの分野でさまざまな公益的活動を行ってい
ます。

一方、若い世代の参画など活動の担い手の
確保に課題があり、今後、身近な地域でのつ
ながりや支えあいがより重要になってきま
す。

多くの方々が、八尾小学校区に誇りを持って
住み続けたい、また、他の校区へ引っ越しし
た方々が、もう一度八尾小学校区に住んでみ
たいと思えるよう、地域やさまざまな活動主
体と協力・連携し、地域活動がさかんなまち
をめざします。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

コミュニティ推進スタッフ以外
の地域拠点職員について、課
内での担当者を明確化するこ
とにより、地域活動の支援体
制を充実させた。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

ＮＰＯ団体と共働して、八尾小
学校区全体に呼びかけを行い
地域福祉事業を展開した。

施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

○ ○



【行政】地域別計画のふりかえり 八尾小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目標

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

　商店街の催しである、チ
ビッ子カーニバルの取材を
行い地域活動応援ブログ上
に掲載することによって情報
発信した。

その他（情報発信）

　三つの福祉委員会がそれ
ぞれの地域で展開している
地域福祉事業について、
様々な取材を行い、地域活
動応援ブログを通じて情報
発信を行いました。

　本庁内の各課の事業につ
いて地域拠点からの情報発
信はチラシの配下程度しか
行っていません。

・地域のまちづくり
・健康づくり
・その他（情報発信）

○

○

○

　本庁内の各課の事業につ
いて地域拠点からの情報発
信はチラシの配下程度しか
行っていません。

・地域のまちづくり
・生涯学習

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

地域に特化した魅力再発
見・発掘の実施を行い、
「八尾探」コースの設定及
び提供を行うことで、各地
域の魅力を認識していた
だき、地域の魅力を向上
する必要があります。

地域を跨いだストーリーを
見出し、より楽しんで頂け
るプログラムの検討を実
施します。

34

地域に根ざ
し、貢献す
る商業の育
成と振興

商業団体と多様なまちづ
くり活動主体の連携の促
進などを行います。

八尾市商業協同組合の事業
において、地域の学校園との
連携による事業実施が行われ
ています。

商店街エリアに限らず、
近鉄八尾エリアとしての
賑わい創出。

44
きれいなま
ち八尾の実
現

地域での清掃活動などの
美化推進の取り組みを促
進します。

地域での清掃活動などの美化
推進の取り組みを支援しまし
た。

地域での清掃活動をより
活発になるような取り組み
を考察する必要がありま
す。

47

治水対策と
環境を意識
した水環境
の形成

水辺環境の向上をめざ
し、水辺環境施設の活用
と維持管理に努めます。

④住み慣
れた地域で
誰もが暮ら
しやすいま
ち

八尾小学校区では、「ふれあい食事サービ
ス」、「いきいきサロン」および「世代間交流事
業」などの活動が展開され、高齢者への見守
り・声掛けなどが地域ぐるみで行われており、
多くの方々が集まる地域行事では、「車いす
の使用体験」なども実施されています。

今後、高齢化が進む中、高齢者自身がさまざ
まな活動や行事に参加するとともに、地域で
の福祉活動を通じた支えあいが重要となりま
す。

地域と協力・連携し、住み慣れた地域で誰も
が健康で暮らしやすいまちをめざします。

⑥豊富な地
域資源を活
かした魅力
あふれるま
ち

八尾小学校区は、旧大和川の自然堤防上に
長くつながった村々である長八尾、八尾庄と
呼ばれた地域で、大信寺を中心とした寺内町
が形成されるなど、歴史資源が豊富です。

また、この地で生まれた「流し節正調河内音
頭」は、今も地域の方々によって唄われ、踊り
継がれています。

一方、買い物や娯楽など、市民生活の中心
的役割を果たしてきた商店街は、駅の移転に
より人の流れが変わり、にぎわいが失われて
いますが、身近なところで買い物ができ、人と
人のふれあいがある環境は、地域にとって貴
重な財産といえます。

豊富な地域資源を活かし、地域・事業者と協
力・連携して、誰もが暮らしやすく、訪れやす
い魅力あふれるまちをめざします。

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観
光協会と連携し、八尾の
地域資源を「八尾の魅力」
として発信します。

地域の魅力を季刊誌
「Yaomania」、「八尾探」及び
「やお80″映画祭」に取り入れ
ました。

河内音頭の実演

⑤きれいで
うるおいの
あるまち

八尾小学校区には、「本町第二公園」、「桜ヶ
丘公園」、「安中第一公園」および「光南公
園」など、大小さまざまな公園・児童遊園等が
存在し、憩いの場を提供しています。

また、校区内には、「長瀬川」、「成法せせら
ぎの小径」といった水辺環境があります。

このような公園・河川・道路等を美しく保ち、
誰もが気持ちよく生活できるよう、地域と協
力・連携し、きれいでうるおいのあるまちをめ
ざします。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

公園や緑地を適正に管理
し、安全に憩える空間を
維持します。

公園の清掃や花苗の植え付け
等の美化活動を地域で行って
いただくため、制度のＰＲに努
めました。

ボランティア団体の高齢
化により、後継者の発掘
が課題です。

【1人あたり公園面積】八
尾市全体：2.89㎡/人　八
尾小学校区：1.15㎡/人

成法せせらぎの小径を活用
し、八尾小学校理科科学クラ
ブの児童を対象に生息動物の
調査や水質検査等の環境学
習を実施しました。

成法せせらぎの小径は整
備後20年を超える箇所も
あり、施設の更新を図りつ
つ、環境学習等の活用を
継続して実施していく必要
があります。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

健康相談、健康教育の実施。
地域主催健康増進事業の定
着。

高齢者が自らの生きがい
を見い出し、社会参加を
図ることができるように、
生きがいづくりの支援およ
び情報の提供などによ
り、地域で活躍する高齢
者の活動を支援します。

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セ
ンターを中心とした相談体
制の充実を図るとともに、
災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

高齢クラブと連携した地区敬
老祝寿事業を実施し、地域で
活躍する高齢者の活動の支援
を行った。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

高齢クラブの加入率は減
少傾向にあり、加入率向
上に向けた取り組みが必
要である。

より地域に密着した相談
窓口としての周知・啓発
が必要である。



【行政】地域別計画のふりかえり 安中小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点

 コミセン内において「あなたのまちの健
康相談」を行い、乳児から高齢者までの
健康相談の場として定着しました。
　コミセン主催事業として「医療講座」（計
8回）を開催し、専門家からの講義を受け
ると共に、健康課題への提起の場として
定着しました。

　コミセン主催事業として、「ノルディック
ウォーキング講座」「ヘルシークッキング
講座」「グラウンドゴルフ大会」「ラジオ体
操」「オトナ女子講座」を開催し、様々な
年代の住民に健康づくりの場を提供しま
した。その他、「健康まつり」も開催し、大
阪府大と歯科医師会、薬剤師会等協力
のもと、ＳＡＴや計測など健康課題を見つ
ける場として、また幼児へのフッソ塗布な
ど実施し、保護者に対する意識づけの機
会とすることができました。

　龍華図書館とコミセンの共催事業として
ヒアリングループを活用した「バリアフ
リー上映会」を実施し、身近な施設で障
がいのある人も高齢者も健常者も一緒に
映画を楽しめる機会を提供できました。

　「龍華みんなの広場」と題し、校区高齢
者あんしんセンター協力を得て、管内の
グループホームによる入居者の作品展
や日中系の障がい事業所の利用者によ
る作品展等を開催し、各事業所や認知
症、障がいのある人への理解を深め、情
報発信の場を提供できました。

　平成29年度から校区高齢者あんしんセ
ンターの担当が変更となったため、自治
振興委員会を始め、各種団体への顔つ
なぎ、まち協イベントへの参加支援を行
い、校区内への周知への一助となりまし
た。

地域のまちづくり
健康づくり

　地域の方が気軽に立ち寄
れる場所としてふれあい喫
茶を開催。閉じこもり防止、
居場所づくりの一助となっ
た。

　いきいき体操教室では、３
Ｂ体操を行い、高齢者の筋
力アップ、体力アップなど、
健康づくりに貢献した。

　健康増進イベントでは、ミニ
グラウンドゴルフ、ターゲット
ゲーム、クロリティなどの
ニュースポーツをゲーム感
覚で体験。日頃地域滑動に
参加されない方の参加があ
るなど、人と人とのつながり
ができた。

②高齢者や障がいのある人
を支える住みよい活気のあ
るまち

　コミセン主催事業として、小学生を対象
の「夏休み子ども講座」（Ｈ29年度は360
人受講）を開催し、多くの子どもに体験と
学びの場を提供しました。

　また、コミセン主催事業として、「まめっ
こおはなし会（月2回）」「人形劇とおはな
し会」を実施し、子どもが絵本などに触れ
る機会を作ることができました。さらに、
「食育講座」「ファーストサイン教室」「ベ
ビースキケア講座」「こそだてえいご講
座」を開催し、講座の内容を学ぶだけで
なく、子育ての情報共有や保護者の横の
つながりを作る機会となりました。

　その他、長期休暇期間の学習室の開
放を行い、学習の場として子どもの居場
所づくりに寄与しました。

　「子育て支援はとぽっぽ安中」はスタッ
フの不足及び来所者の減少が課題でし
たが、保育士資格のある方を紹介し、内
容を工夫するとともに、地域内でチラシを
回覧するなど周知にも工夫し、順調に運
営できるよう支援を行いました。

子育て
地域のまちづくり

　こどもわくわく体験として、
「校庭キャンプ」「秋の体験学
習」を開催。テントの張り方、
炊き出し訓練、竹を使った工
作などを行い、子どもたちが
災害時でも役立つ活動を体
験した。保護者等も地域の
子どもを見守り、子どもが地
域活動に参加しやすい環境
を考えることができた。

　子ども会1日体験では、子
ども会活動（ダンス・綱引き）
を体験することで、子ども会
への加入促進の啓発活動に
もなった。

①地域ぐるみで見守り育てる
まち

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割

（種類）
地域（まち協）で取り組ん

だこと・成果
わがまち推進計画の目

標

安中小学校にて八尾市障がい
児者問題協議会主催の夏の
夕べを開催し、障がい者理解
や地域交流に取り組んでい
る。

夏の夕べの参加者が増
加するよう、啓発強化が
求められる。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

災害時に備えた平常時からの
地域での見守り体制の構築に
向けた説明会、検討会を実施
し地域活動の支援を行った。

より地域に密着した相談
窓口としての周知・啓発
が必要である。

災害時に備えた、継続的
した取り組みが必要であ
る。

16
障がいのあ
る人の自立
支援

市民の障がい者（児）に対
する理解や交流を深める
べく、障がいに対する教
育啓発活動の充実及び
交流の促進に取り組みま
す。

②住み慣
れた地域で
誰もが健康
で暮らしや
すいまち

安中小学校区では、一人暮らしの高齢者を
対象とした昼食会など地域ぐるみで高齢者を
見守る活動とともに、校区集会所でのふれあ
い喫茶、元気な仲間の敬老会など高齢者が
集う場も多くあります。また、小学校校庭を活
用したグラウンドゴルフ大会やいきいき体操
教室など健康づくりに対する活動も活発に
行っています。

しかし、高齢社会を迎える中、健康への関心
を深め、地域ぐるみで支えあうための裾野を
広げていく活動が重要です。今後も校区担当
の地域包括支援センターと連携を取り、高齢
者や障がいのある人に関心を持つ人が増え
るよう、互いに支えていく取り組みを進め、住
み慣れた地域で誰もが健康で暮らしやすいま
ちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セ
ンターを中心とした相談体
制の充実を図るとともに、
災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場を
提供したほか、プレママ・親子
相談・交流事業の利用が多い
ため、部屋を増やしたり年齢を
分けて対応できるようにした。

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足してい
るとの認識である。地域で
の子育てに係るまちづくり
活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策に
ついて、ご相談に応じてい
く。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保及び地域拠点との連
携や支援手法に課題があ
ると認識している。

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

①子どもた
ちを地域ぐ
るみで見守
り育てるま
ち

安中小学校区では、地域で子どもを見守り育
む取り組みが熱心に行われており、登下校
の見守りなど日々の活動や、校庭キャンプ、
子ども会１日体験といった子どもたちが参加
できる行事など地域と学校が協力して数多く
の活動を行っています。しかし、小学校区内
にはJR八尾駅があり、車、自転車の交通量
が多く、子どもがのびのびと遊ぶことのできる
場所の確保が課題となっています。

現在の活発な取り組みをはじめ、子どもの健
やかな成長の支援、保護者の支援を継続し、
子育て世代が「住みたい」「住み続けたい」と
思えるまちづくりを進め、地域と行政が連携し
て、子どもたちを地域ぐるみで見守り育てるま
ちをめざします。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

○ ○ ○



【行政】地域別計画のふりかえり 安中小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割

（種類）
地域（まち協）で取り組ん

だこと・成果
わがまち推進計画の目

標

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

　広報紙「まちづくり通信」を
年3回発行し、まちづくり協議
会の活動を広く周知、地域活
動に興味を持ってもらう機会
となった。
　
　地域のふれあいまつり「安
中フェスタ」を開催、子どもか
ら大人まで多くの来場者があ
り、世代間交流の場なった。
また実行委員として関わる
人、団体も増え、地域滑動の
新たな担い手も増えている。
　
　みそづくり講習の開催によ
り、食べ物の大切さを知ると
同時に歴史の伝承の機会と
なった。

⑤「きずな」で広げる地域の
輪

　こども交通安全教室を開
催。小学生に限らず、幼稚園
児から高齢者を対象とし、交
通ルールの講習、自転車の
乗り方講習を行い、交通マ
ナーの向上につながった。

　自転車による校区内の見
守りパトロールを実施し、下
校する児童の見守り、公園
等の危険箇所の確認とう、
地域の安全力の向上に貢献
した。

　新1年生に反射板付きラン
ドセルカバーを配布。交通事
故から児童を守る一助となっ
た。

　防犯講習会を開催。特殊
詐欺の実態を学習する機会
となった。

　防犯カメラの設置、管理を
行い、地域の防犯力の向上
に貢献した。

　防災訓練、防災倉庫の設
置、防災備品の整備を実
施。災害時の対応、災害に
ついて考える機会となり、防
災力の向上につながった。

③みんなでつくる安全・安心
のまち

　地域一斉清掃、美化マ
ナーの啓発看板の配布、集
会所周りの花の管理、植替
えを行い、地域の美化活動
の意識向上に貢献した。

④お互いに笑顔でふれあう
まち

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

　コミセン主催事業として「防災講演会」
「防災講習会」を開催し、専門家からの講
習を受ける機会を提供しました。

　八尾警察署と地域安全センターの連携
についてサポートを行い、地域の安全、
防犯力の向上に寄与しました。

　まち協での活動（防犯講習会、こども交
通安全教室、防災訓練等）において、地
域と警察及び消防署、市関係課との連
携に助力しました。

地域のまちづくり
防災
生涯学習

　広報紙「まちづくり通信」の作成、配布
のサポートを行い、定期発行を支援しま
した。

　校区全体の世代間交流促進のイベント
である安中フェスタの実行委員会に主体
的に参加し、子ども会ＯＢやスポーツ団
体等まち協の構成団体に限らず、主催者
として活躍している若い世代が協力して
いることを知り、今後の担い手となりうる
人材への支援を考える機会となりまし
た。

地域のまちづくり

○

○

○ ○

○ ○ ○

　コミセン主催の特別講座やイベントを多
数開催し、学習する場としてだけでなく、
コミュニティ醸成の場として提供すること
ができました。

　コミセンや校区集会所を利用している
団体の活動やその他地域活動に参加す
ることにより、地域の人材発掘につなが
りました。

　図書館とコミセンの共催事業による八
尾高書道部のパフォーマンスやコミセン
主催のクリスマスコンサートでは、地域で
活動しているグループの発表の場とし
て、次の活動へつながるものとなり、芸
術に触れる機会とすることができました。

地域のまちづくり
生涯学習

⑤きずなで
広げる地域
の輪

安中小学校区は、旧大和川の付け替えによ
り新田が開墾された地域が中心となってまち
が形成されてきました。現在はJR八尾駅の
機能更新により周辺が整備され、交通の便
にも恵まれた地域となっています。まちの推
移を伝え、継承することが地域への愛着を持
つ契機となります。歴史などの伝承に世代間
交流は重要な役割を果たします。安中小学
校区では校区全体の世代間交流を促進する
イベントとして安中フェスタを開催していま
す。すべての住民が参加できる行事であり、
地域が一つになるイベントとなっています。今
後はこのイベントを契機として地域と関わりを
持つ人材が育つことを期待しています。

地域住民が繋がりをもち、次の世代へも地域
の連帯が続くよう、きずなで地域の輪を広げ
ています。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

地域活動にボランティアとして
の参加者が、事業に主体的に
継続性をもって関わることへの
支援ができた。

地域での清掃活動をより
活発になるような取り組み
を考察する必要がありま
す。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

地域の各団体の活動を把握
し、それぞれの活動に応じた
支援を行った。

地域活動に参加する人材
の固定化が懸念されてお
り、新たな人材の発掘、活
動への参加促進を支援し
ていく必要がある。

地域での清掃活動などの美化
推進の取り組みを支援しまし
た。

地域活動においては、輪
を広げることが難しい部
分もあるが、事業によって
は、市民活動団体等との
協働も可能であると思わ
れる。

④お互いに
笑顔でふれ
あうまち

安中小学校区では、さまざまな地域団体が連
携、協力することで、地域コミュニティの醸成
を図っています。美化活動もその一つであ
り、安中小学校やJR八尾駅周辺など校区内
で一斉清掃を行い各種団体や商店街の人た
ち、地域住民がまちの美化に取り組んでいま
す。しかしながら、たばこのポイ捨てやペット
マナーに対する苦情が多く、引き続き啓発活
動が必要です。

また、地域コミュニティ活動を活性化するに
は、多くの人が地域活動に関心をもつことが
重要です。町会や子ども会への加入などによ
り地域活動に携わる人が増え、お互いに笑
顔でふれあうまちをめざします。

44
きれいなま
ち八尾の実
現

地域での清掃活動などの
美化推進の取り組みを促
進します。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理につとめ
ます。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めました。

③みんなで
つくる安全
安心のまち

安中小学校区には、JR八尾駅前をはじめ、
車・自転車とも通行量の多い道路があり、通
学路には地域住民が立つなど見守りを進め
るとともに、子ども交通安全教室を開催し交
通ルールやマナーの啓発に取り組んでいま
す。また、子どもや女性が犯罪に巻き込まれ
ないよう、地域を自転車でパトロールをする
試みもはじめ、子どもたちの安全確保と地域
の防犯活動に積極的に取り組んでいます。

救命救急講習会を開くなどの取り組みは行っ
ていますが、今後安全で安心なまちづくりに
は、自主防災組織の強化が必要です。災害
発生時に備えて、校区全体で非常時に対応
できるよう、防災訓練などの参加者を増や
し、防災意識、知識の向上に向けた取り組み
を進め、みんなでつくる安全安心のまちをめ
ざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施している
カラー化等の老朽化に伴
う対策が生じ、計画的な
維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のな
かで膨大な都市基盤施設
の維持管理を進めていく
必要があります。



【行政】地域別計画のふりかえり 南高安小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実します。

地域拠点のレイアウト変更に
より、初期相談機能を担う体制
を整えることができた。

地域拠点の相談機能の充実
に伴い、地域への広報活動
を強化しつつ市民の初期相
談に対して迅速な対応が取
れるよう、関係部局との連携
を深めるとともに、拠点職員
の知識の習熟度を向上させ
ていく必要がある。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実につ
いて、住民意識の醸成につ
ながる取り組みのほか、避
難行動要配慮者を意識した
地域活動のより一層の充実
が課題である。

後期基本計画の内容

①地域で健
康づくりに
取り組むま
ち

南高安地域では、地域住民が主体となって
結成された成人病予防会が中心となり、大阪
がん循環器病予防センターや大阪大学との
連携により、地域住民のための健康診査が
長年にわたり実施されています。成人病予防
会は、健診以外にも地域で健康づくりに関す
る取り組みも行い、脳卒中の発生率減少など
生活習慣病予防において成果を上げていま
す。また、八尾市全域と比較しても全体の医
療費を抑えることができており、これらの活動
は地域コミュニティの醸成にも大きく貢献して
います。

健診においては受診者数の減少がみられる
ことから、若い世代への受診の働きかけや協
力が求められています。これからも地域と行
政が連携、協力しながら、健康づくりに取り組
むまちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

地域住民が健康課題に早
期に気づき対応できるよ
う、検診の受診意識を高
め、受診率の向上を図り
ます。

地域住民の健康課題の
早期発見と対応ができる
よう、健康リスクが高い地
域住民に健康教育および
健康相談や生活習慣改
善のための訪問指導を行
います。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普及促
進。

施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

○ ○

地域拠点の視点

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

ＮＰＯ団体と共働して、専門知
識を活かした地域住民向けの
相談会を行う事業展開を支援
した。

福祉施設やNPO団体等、地
域に拠点を有する団体の発
掘と働きかけによる各団体
間や地域とのつながりをコー
ディネートし、地域が必要と
する取り組みを支援し推進し
ていく必要がある。

③子どもの
笑顔があふ
れる若い力
を育てるま
ち

南高安小学校区では、「南高ひろば」、「南高
安地区こどもまつり」、「夜店祭」など、地域ぐ
るみで子どもたちが集まって一緒に楽しんだ
り学んだりすることができる地域活動や、防
犯パトロールによる青少年の非行防止への
取り組みなどが行われています。また、地域
全体を対象とした南高安地区こども会が立ち
上げられ、活発に活動が行われています。乳
幼児と保護者が気軽に交流できるつどいの
広場も設置・運営されています。

地域の活動が継続されるためには、担い手
の確保が大切となります。これからも地域と
行政が連携、協力しながら、南高安の未来を
担う子どもの笑顔があふれる若い力を育てる
まちをめざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による防
犯への取り組みを進めま
す。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金を
活用して実施してもらうべき
事業か、当助成金を活用し
てもらうべき事業かを整理す
る必要があると考えていま
す。

②地域で交
流のある心
のふれあう
まち

南高安小学校区内には坂道が多く、公共交
通が通っていない地域も多く、高齢化が進む
と、買い物や通院などの日常生活に不便さも
あいまって、引きこもりがちになる人が増加す
る恐れがあります。高齢者の身近な総合相
談窓口として地域包括支援センターの役割
は重要です。南高安小学校区では、校区まち
づくり協議会や地区福祉委員会など各種団
体の地域活動が活発に行われていますが、
地域活動が継続されるためには、多くの世代
が参画し、地域でのつながりを深めていくこと
が何よりも大切となります。これからも地域と
行政が連携、協力しながら、高齢者をはじめ
とした地域住民が日常生活上の不便を感じ
ることなく、地域で交流のある心のふれあうま
ちをめざします。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

また、避難行動要支援者名簿
に基づく同意者リストを地域に
お渡ししており、平常時の見守
り活動等に活用されている。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セ
ンターを中心とした相談体
制の充実を図るとともに、
災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

避難行動要支援者名簿に基づ
く同意者リストを地域に提供し
ており、平常時の見守り活動
等に活用されている。

より地域に密着した相談窓
口としての周知・啓発が必要
である。

災害時に備えた、継続的し
た取り組みが必要である。

42

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場を
提供したほか、近くに親子で出
かける場所が少ないことから、
年１回集会所での遊び会を実
施した。

地域子育て支援拠点が全て
の中学校区に整い、市の取
り組みは充足しているとの認
識である。地域での子育て
に係るまちづくり活動におけ
る協力要請があれば、とりう
る支援策について、ご相談
に応じていく。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多くの
活動を行っていただいている
ため、各活動に協力していた
だける人材の確保及び地域
拠点との連携や支援手法に
課題があると認識している。

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

公共交通
網の充実

地域と行政が交通につい
て考える取り組みを進め、
地域の交通利便性を向上
させる移動手段などの具
体化、持続性の向上をめ
ざします。

地域の交通問題の共有を図り
ました。

交通問題の共有をはかるだ
けでなく、交通まちづくりの輪
をひろげ、地域版まちづくり
懇話会の開催につなげてい
く必要があります。

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○

　身近な地域（出張所等）を
拠点としながら、地区組織や
関係機関と連携・協働し、地
域の特性に応じた地域住民
の健康コミュニティづくりに取
り組み、地域により近い出張
所等への保健師配置による
効果、保健師の役割と意義
等が明らかになりました。

・健康づくり 　医療関係者による健康維
持・促進に関する研修会の
実施や、南高安地区成人病
予防会主催の住民健診で
は、校区まちづくり協議会と
して青色パトロール車による
受診を促す広報を行うなど、
地域の団体と共に疾病予防
と健康づくりの推進に取り組
むことにより、健康に関する
意識の向上と、参加者自身
の健康維持について興味を
持ってもらうことができまし
た。

地域で健康づくりに取り組む
まちをめざします

　世代間交流活動として、地
区内農園の農作業に参加し
たり、敬老祝寿式の開催に
関する支援を行うことによ
り、高齢者から子どもまでの
交流や住民の心のふれあ
い、地域の中での顔の見え
る関係づくりに寄与すること
ができました。また、拠点職
員が取り組みに参加すること
で、地域の方との顔の見える
関係づくりの推進にもつなが
りました。
　H30年度においては、小学
校と高校の連携を推進し、夏
休み期間中のプール指導や
学習支援に高校生ボランティ
アが参加するための調整を
行い、小学生と高校生の交
流や高校生の社会経験の場
を提供することにより、高校
生から「貴重な経験であっ
た」との感想をもらうなど、参
加者が成長する機会となり
ました。

・地域のまちづくり
・子育て
・相談

　世代間交流活動として、地
区内農園の農作業や敬老祝
寿式の開催により、高齢者
から子どもまでの交流を深
め、住民の心のふれあいを
おこなうことができました。

　情報発信においては　協議
会や構成団体などの活動情
報などの「まちづくり通信（そ
よかぜ通信）」等を発行し、
地域住民へ回覧することに
より、地域に対して運営状況
の周知を図ることができまし
た。

　地域の団体との連携につ
いては、住民講演会を地区
福祉委員会との共催で行う
など、身近な話題や郷土な
どを題材に講演会を開催す
ることにより、知識の習得や
住民交流の必要性について
の周知を図ることができまし
た。

地域で交流のある、心のふ
れあうまちをめざします

　まち協が実施する夜店祭
（8月）、焼き芋祭（12月）子ど
もまつり（2月）などのこども
が参加するイベント活動につ
いて、運営に係る支援を行
いながら参加することによ
り、子どもたちが交流できる
場所の提供に寄与しました。
子どもたちの交流の場への
参加することにより、拠点職
員の認知度の向上につなが
りました。

・地域のまちづくり
・子育て

　子ども達の笑顔があふれ
る取り組みとして、8月に夜
店祭、12月に焼き芋祭、2月
にこどもまつり等のイベント
活動を企画し開催することに
より、地域の子どもたちの交
流を図ることができるととも
に、子どもの笑顔や若い力
が成長する一助となり、若者
世代の育成につながりまし
た。

子どもの笑顔があふれる若
い力を育てるまちをめざしま
す



【行政】地域別計画のふりかえり 南高安小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

④地域住
民の安全・
安心をめざ
すまち

南高安小学校区は、土砂災害の危険箇所や
生駒断層などを含む地域となっています。ま
た、生活環境の改善や環境の保全のため
に、下水道の早期整備が望まれています。

そのためには、土砂災害などの自然災害に
備える体制づくりが大切となります。市では、
地域における災害の特徴と災害リスクの周
知に努めてきました。今後は、自主防災組織
や消防団などの各種団体と行政が連携、協
力しながら、防災体制の充実を図ります。ま
た、市街化調整区域を含めた下水道整備を
計画的に進め、地域住民が安全・安心である
まちをめざします。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。また、土砂災害等
の防災についての啓発活
動を行います。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

土砂災害等の防災啓発を行い
ました。

避難所運営に関するマニュ
アル策定が必要と考えてい
ます。

3
災害に強い
消防体制
づくり

消防団を中核とした地域
防災力の充実強化に努め
ます。

南高安分団中部分隊消防機
械器具置場の耐震化を図るた
め、建替え工事を実施しまし
た。

消防団と自主防災組織などが
連携し防災訓練を実施しまし
た。

消防団と自主防災組織など
の連携及び継続的な訓練等
が必要です。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

⑤地域の
魅力があふ
れるまち

南高安小学校区では、枝豆・若ごぼうの栽培
などの農業がさかんで、自然環境や歴史資
産にも恵まれている地域となっています。

農業については従事者の高齢化や後継者不
足、農地の遊休化や転用の増加、イノブタや
アライグマなどの有害鳥獣の対策が問題と
なっています。これからも地域と行政が連
携、協力しながら農業を安心して続けること
ができる環境整備を行い、農業の活性化によ
り地域の魅力があふれるまちをめざします。
また、八尾市民、地域住民の憩いの場として
名所・旧跡を巡る散策道の設置など、市民が
憩えるような地域の魅力があふれるまちをめ
ざします。

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観
光協会と連携し、八尾の
地域資源を「八尾の魅力」
として発信します。

災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

避難行動要支援者名簿に基づ
く同意者リストを地域に提供し
ており、平常時の見守り活動
等に活用されている。

災害時に備えた、継続的し
た取り組みが必要である。

16
障がいのあ
る人の自立
支援

障がい者（児）が住み慣れ
た地域で生き生きと生活
するために、防災対策に
取り組みます。

避難行動要支援者名簿に基づ
く同意者リストを地域にお渡し
しており、平常時の見守り活動
等に活用されている。

避難行動要配慮者を意識し
た地域活動のより一層の充
実が課題である。

26
自然的資
源の保全

ハイキング道の整備、里
山保全に向けた取り組み
を行います。

市民の森ボランティア清掃活
動を実施した。

多くの市民に参加していただ
くため、広報に努める。

35

49
下水道事
業の推進

公共下水道の整備を進め
ます。

公共下水道の整備を進めまし
た。

財源の確保と整備手法の検
討が課題です。

味力をうみ
だす農業の
振興

農産物のブランド化や意
欲ある担い手に農地利用
を進めるなど農業振興の
取り組みを行います。

地域の魅力を高める、えだま
め、若ごぼうなどの特産物生
産の中心を担う地区であり、農
業団体への支援、収穫体験な
どの取組みを行っています。

八尾市内における、えだま
め、わかごぼうのブランド化
は市場価格などを見るとか
なり進んでいるものの、全国
的知名度となるとまだまだの
感がある。地域での生産力
も一定の限度はあるため、
加工を含めた多様な取組が
課題となります。

地域の魅力を季刊誌
「Yaomania」、「八尾探」及び
「やお80″映画祭」に取り入れ
ました。

地域に特化した魅力再発
見・発掘の実施を行い、「八
尾探」コースの設定及び提
供を行うことで、各地域の魅
力を認識していただき、地域
の魅力を向上する必要があ
ります。

地域を跨いだストーリーを見
出し、より楽しんで頂けるプ
ログラムの検討を実施しま
す。

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

　小学校の通学路での見守
り活動やあいさつ運動、青色
パトロール車での地域巡回
などの活動に関する支援を
行うとともに、夏期の夜間パ
トロールに参加しました。ま
た、防犯カメラを設置、管理
について、設置に係る調整、
警察からの画像データ提供
依頼に関する支援を行うこと
により、地域の街頭犯罪の
抑止を図ることができまし
た。

　AED（自動体外式除細動
器）の設置に係る調整及び
使用に関する講習会、自主
防災会を中心とした防災啓
発活動等の支援を行うことに
より、緊急時や災害時の自
主防災活動に関する知識が
向上しました。

・防災 　小学校の通学路で登校時
の子ども見守り活動を実施
し、あいさつを交わすことに
より、子どもから大人まで、
「顔見知りの地域のつなが
り」による安全・安心のまち
づくりを推進することができ
ました。また、防犯用の青色
パトロール車で地域を巡回を
行うことにより、小学生が安
心して下校できる環境を整
え、街頭犯罪を抑止すること
ができました。

　中高齢者を対象に、民間
教習所の協力のもと実車を
用いた交通安全運転講習会
を開催することにより、注意
力が低下する高齢者ドライ
バーの運転意識の向上につ
ながりました。

　防犯カメラを設置、管理す
ることにより、街頭犯罪の抑
止につながりました。また、
命を守るためAED（自動体外
式除細動器）を設置し、講習
会を実施することにより、防
災意識の向上と知識の習得
を進めることができました。

　自主防災会を中心とした防
災訓練の実施により、自主
防災活動に関する意識が向
上しました。また、防犯防災
拠点施設の整備を進めるこ
とで、地域の安全安心につ
ながりました。

地域住民の安全・安心をめ
ざします

　指導者やスタッフ等も地域
の高齢者等が行う「むかしあ
そび祭」を開催に向けた支援
を行うことにより、高齢者の
生きがいづくりや世代間交流
につながりました。

　まち協と地区福祉委員会と
の共催で行う美化作業（地域
一斉清掃）の実施に向けた
事前準備等の支援を行うこ
とにより、円滑に作業が進
み、地域の美化環境の推進
を図ることができました。

・地域のまちづくり
・生涯学習

　竹を使ったものづくりの楽し
さや体を動かす楽しさを子ど
もに体験してもらう「むかしあ
そび祭」を5月に開催しまし
た。指導者等スタッフも地域
の高齢者等が行うことによ
り、高齢者の生きがいづくり
につながりました。

　地域の皆さんに歴史を広
め、地域に誇りをもってもら
えるよう、地域に関する歴史
の講演会を開催することによ
り、歴史についても興味を
持ってもらうことができまし
た。

　地区福祉委員会との共催
で美化作業（地域一斉清掃）
を地域住民の積極的な参加
と協力のもと、8月に実施す
ることで、地域の美化を達成
することができました。

　南高安小学校を利用し、地
域の冬の一時を目で楽しめ
るLEDチューブによるウィン
ターイルミネーションを12月
に実施することにより、ふれ
あいの場となり、まちづくりの
推進に寄与しました。

地域の魅力があふれるまち
をめざします

○ ○ ○

○

○



【行政】地域別計画のふりかえり 高安中学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

①活気があふれる元気なま

相談

地域のまちづくり

健康づくり

防災

生涯学習

その他

まちづくり協議会の視点

・健康まちづくり宣言の策定
にあたり地域住民との意見
交換会を開催し、健康講座と
してノルディックウｵ-ク講座
や、八尾市立屋内プール「し
ぶき」の協力を得て、血管健
康度測定及び転倒予防体操
を実施するなど、地域住民
の継続的な健康増進の取り
組みを進めました。

・「あなたのまちの健康相談」
を行うとともに、地域と協働
で「たかやす健康まつり」や、
各地区集会所を会場とした
「出張型健康相談会」を開催
し、地域の健康に対する意
識の向上に寄与し、身近な
場所で相談ができるという安
心感を持ってもらえました。

・地域や八尾市社会福祉協
議会と連携し、高齢者の居
場所づくりを目的とした「ふれ
あい喫茶やまたけ」の立ち上
げを支援しました。

・出張所の機能再編に伴うレ
イアウト変更を行ったことに
より、親切ていねいな窓口対
応ができた、また、来所者に
は常にあいさつを心掛け、顔
の見える関係の構築に努め
ると共に、再訪しやすい環境
を作りました。

・避難行動要支援者名簿の
うち、情報提供同意不同意
の確認がとれていない方を
個別訪問し、実態調査と把
握を行いました。
また、地区にリストを提供し
活用をしていただくことがで
きました。

・高安出張所管内施設連絡
会の参画施設が講師になり
研修会を実施、会員の活動
についての広報を行うなどの
他、地域の事業にも共同で
参画するなど、施設連絡会
の活動の充実と連携を図り
ました。

・服部川・郡川地区まちづくり
勉強会や総会に参加し地区
の活動を把握することに努
めました。

・自主防災活動を支援すると
ともに、北部低区配水区（水
道局施設）や高安コミセンが
避難所として開設された状
況を地域の人に体験してい
ただくなど、災害時に行政が
できることとできなことを伝え
ることで、自主防災組織活動
に寄与することができまし
た。

・地区の民生委員の方々と
共に、高安出張所管内施設
連絡会会員施設の見学会を
通じて、地域と施設、地域拠
点相互のつながりを深め初
期対応能力のスキルアップ
に努めました。

防災
地域のまちづくり

②安全・安心で住みよいまち　今後も継続的な防災活動
をすべく、まちづくり協議会が
中心となり防災訓練を実施し
ました。高齢化が進んでいる
中で、地域内での避難誘導
体制の確立が不可欠である
ことから集団避難を訓練に
取り入れました。また緊急時
に備え給水施設の見学や災
害映画ＤＶＤ（こども用）の上
映も実施したことで幅広い年
齢層の方が参加しました。

　災害時に備え各地区に災
害用備蓄品を支給しました。

　地域資源（学校跡地など）
を有効利用し、魅力あるまち
づくりを地域で検討していく
ため跡地活用検討部会を設
置をしました。
地区全体に跡地活用アン
ケート調査を実施し、回答集
約・分析・方向性をまとめま
した。

　学校跡地を活用し、まちづ
くり活性化の一貫として地域
の交流活動を実施しました。

　まちづくり協議会の活動内
容を「やまんねき通信」（まち
協ニュース）で地域全体に情
報発信したことで、まちづくり
協議会の認知度向上を図る
ことができました。

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

○ ○ ○

後期基本計画の内容

①活気があ
ふれる元気
なまち

高安中学校区は、坂道が多く公共交通が
通っていない地域も多く、さらに、公共施設や
商業施設が少ない地域です。

今後、高齢化が進むと買い物や通院などの
日常生活に不便さを感じる人や、引きこもり
がちになる人が増加する恐れがあります。ま
た、学校跡地などの公有財産が増えてきてお
り、これら地域資源の有効活用を図ることが
必要です。

市では、身近なところでのさまざまな相談や、
地域活動への支援を行っており、高齢者をは
じめとした地域住民が、日常生活上の不安を
感じることが少なく、健康でいくつになっても
誰もが住み続けたい、活気があふれる元気
なまちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

②安全・安
心で住みよ
いまち

高安中学校区は、高安山の麓に位置してお
り、土砂災害の危険箇所が多数存在し、ま
た、生駒断層が南北方向に通っています。さ
らに、近年では短時間に局地的な大雨が増
加する傾向にあります。

この校区では、地域での防災への意識は高
く、自主防災協議会が組織され、消防団と連
携して毎年防災訓練を行っています。また、
各町会単位でも防災訓練や救命講習などが
行われています。

市では、土砂災害を想定した総合防災訓練
を当校区で実施するなど、防災意識や対応
力の向上を図っています。今後も地域と行政
が連携し、地域住民の被災予防や対策を含
めた自然災害に備えのある、安全・安心で住
みよいまちをめざします。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。また、土砂災害
等の防災についての啓発
活動を行います。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

土砂災害等の防災啓発を行い
ました。

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。

3
災害に強い
消防体制
づくり

消防団を中核とした地域
防災力の充実強化に努め
ます。

高安分団北部分隊消防機械
器具置場の耐震化を図るた
め、建替え工事を実施しまし
た。

消防団と自主防災組織などが
連携し防災訓練を実施しまし
た。

消防団と自主防災組織な
どの連携及び継続的な訓
練等が必要です。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

日常生活に身近な健康や子育
てなど気軽に相談できる地域
拠点に変わるため、地域拠点
職員が地域活動団体の担当を
決め、定例会議・地域行事に
積極的に出向き参加していくこ
とで、地域活動を支援する体
制を充実させた。

地域拠点のレイアウト変更に
より、初期相談機能を担う体制
を整えることができた。

困ったことがあれば気軽
に相談できる地域拠点に
成長していくには、もっと
身近に出張所を感じても
らうよう拠点PRを充実さ
せるとともに、拠点職員も
これまで以上に地域のま
ちづくり活動に参加し地域
とのネットワークを形成し
ていく必要がある。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

防災や防犯の取り組みにおい
て、大学の学生支援ボランティ
アとの協力・連携を進めること
ができた。

福祉委員会の支援もあり、地
区の呼びかけでふれあい喫茶
が開催され、地域福祉事業と
して展開した。

今後、市民活動団体等と
地域が一緒になって地域
のまちづくり活動を取り組
めるように地域行事の情
報発信を充実させ、市民
活動団体等と地域の調整
を担っていく必要がある。

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セ
ンターを中心とした相談体
制の充実を図るとともに、
災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

避難行動要支援者名簿に基づ
く同意者リストを地域に提供し
ており、平常時の見守り活動
等に活用されている。

より地域に密着した相談
窓口としての周知・啓発
が必要である。

災害時に備えた、継続的
した取り組みが必要であ
る。

37

土地の有
効利用と都
市景観の
保全

地域の実情に応じた土地
利用の推進に取り組みま
す。

保留区域である服部川・郡川
地区のまちづくり勉強会は、事
業化検討パートナーとまちづく
りの検討を進め、郡川地区に
おいて土地区画整理準備組合
が設立されました。

土地区画管理組合への
支援。

42
公共交通
網の充実

地域と行政が交通につい
て考える取り組みを進め、
地域の交通利便性を向上
させる移動手段などの具
体化、持続性の向上をめ
ざします。

地域の交通問題の共有を図り
ました。

交通問題の共有をはかる
だけでなく、交通まちづく
りの輪をひろげ、地域版
まちづくり懇話会の開催
につなげていく必要があり
ます。



【行政】地域別計画のふりかえり 高安中学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

後期基本計画の内容 地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

相談

地域のまちづくり

健康づくり

生涯学習

その他

③美しい自然と歴史のまち・地域とともに農面道路の清
掃活動に参加し地区の環境
美化に努めるとともに、不法
投棄の実態把握に努めまし
た。

・市外から、休館日を承知せ
ず歴史民俗資料館を訪ねて
こられ、出張所に歴史、観光
について問い合わせをされ
る方が少なからずおられま
すが、その際には「八尾探
八尾高安山史跡散策マップ」
や「教育委員会作成の八尾
の街道散策マップ」やその他
関係機関の資料を用いて高
安の魅力発信に努めていま
す。

・空き家活用、古民家再生を
テーマとした先進都市視察
研修をコーディネートし、まち
づくり協議会の今後の活動
につなげました。

　地元高安で山ねきマルシェ
を開催したことで、たくさんの
方が来られ地域の活性化及
び魅力発信につながりまし
た。

　昔から高安の里山地域は
河内木綿の生産地であった
こともあり、木綿の講習会を
実施しました。

○

○

○

○ ○

○

○

○
自然的資
源の保全

ハイキング道の整備、里
山保全に向けた取り組み
を行います。

高安山清掃ハイキングを実施
した。

多くの市民に参加してい
ただくため、広報に努め
る。

27
歴史資産な
どの保全と
活用

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観
光協会と連携し、八尾の
地域資源を「八尾の魅力」
として発信します。

地域の魅力を季刊誌
「Yaomania」、「八尾探」及び
「やお80″映画祭」に取り入れ
ました。

国史跡に指定された高安
千塚古墳群の保全と活用
に取り組みます。また、歴
史民俗資料館やしおんじ
やま古墳学習を通じて、
地域の歴史を伝えるとと
もに、史跡や文化財の情
報を発信します。

③美しい自
然と歴史の
まち

高安中学校区は、自然と農村集落としての里
山の風景に恵まれており、国史跡である心合
寺山古墳や高安千塚古墳群など数多くの史
跡や文化財が残されています。それらを活用
すべく、歴史民俗資料館やしおんじやま古墳
学習館などの公共施設が設置されていま
す。また、校区内には絶滅危惧種であるニッ
ポンバラタナゴが生息しているため池もあり
ます。さらに、能楽との関わりも深く、校区内
にある玉祖神社は「高安流」発祥の地である
とも言われています。

これらの自然や環境をテーマとする活動も活
発に行われており、近年では歴史文化に関
するイベントなどの開催や、健康志向を受け
てハイキングを楽しむ人が増えています。ま
た、環境保全のために下水道の早期整備が
望まれています。

市では、文化財の保全や農業の振興など地
域の魅力発信に取り組んでおり、地域と行政
が連携して、これらの貴重な地域資源を活か
した美しい自然と歴史のまちをめざします。

公園の清掃や花苗の植え付け
等の美化活動を地域で行って
いただくため、制度のＰＲに努
めました。

ボランティア団体の高齢
化により、後継者の発掘
が課題です。

【1人あたり公園面積】八
尾市全体：2.89㎡/人　高
安中学校区：0.82㎡/人

それぞれの施設と教育委
員会との情報共有をこれ
まで以上に進めて、市民
への情報発信や展示等
ができるように取り組む必
要があります。

30
芸術文化
の振興

八尾の地域文化の魅力
発信に取り組みます。

八尾の地域文化の一つであ
る”高安地域ゆかりの能”を題
材に、大学や市民活動動態と
の連携や魅力発信方法の検
証を行うパイロット事業として、
連続講座や高安地域の玉祖
神社におて”高安薪能”等を実
施した。また、能楽曲「高安」の
復曲に向けて調査研究を行
い。平成28年度に300年ぶりと
なる披露公演を行った。

高安地域において、地元
住民組織等に様々な支援
を頂き、ポスター掲示等
の協力は得たが今後、地
域住民への全体的な拡が
りを目指していく取組が必
要である。

49
下水道事
業の推進

公共下水道の整備を進め
ます。

公共下水道の整備を進めまし
た。

財源の確保と整備手法の
検討が課題です。

地域に特化した魅力再発
見・発掘の実施を行い、
「八尾探」コースの設定及
び提供を行うことで、各地
域の魅力を認識していた
だき、地域の魅力を向上
する必要があります。

地域を跨いだストーリーを
見出し、より楽しんで頂け
るプログラムの検討を実
施します。

26

歴史民俗資料館では高安千塚
古墳群の特別展示やシンポジ
ウム、新たに史跡となった由義
寺跡の連続講座を開催しまし
た。また、しおんじやま古墳学
習館では、施設運営の会合に
区長も交えて行ったほか、歴
史民俗資料館も市民ボラン
ティアと協働して地域に開かれ
た施設運営を進めました。

35
味力をうみ
だす農業の
振興

農産物のブランド化や意
欲ある担い手による農地
利用を進めるなど農業振
興の取り組みを行いま
す。

花卉・花木の生産が盛んな地
域で、関連農業団体への支援
を行っており、加えてポス
ター、パンフレット、イベント参
加など活性化に資する事業を
展開しています。

活性化については、意欲
ある担い手の育成が必須
であるため、大阪府、ＪＡ
とともに、帰農者、新規農
業者についての情報共有
を図りながら事業に取り
組むことが課題です。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

公園や緑地を適正に管理
し、安全に憩える空間を
維持します。



【行政】地域別計画のふりかえり 高安中学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

後期基本計画の内容 地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

相談
地域のまちづくり

子育て

その他

・「山手地区合同点検」とし
て、地域や都市整備部ととも
にまちあるきを行い、通学路
を含む生活道路について安
全点検を実施しました。

・夏休みに学習室の開放を
実施しこどもの居場所づくり
を行いました。

・ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ＆ｳｫｰｷﾝｸﾞの隊員
募集を行いました。

・たかやす健康まつり開催時
につどいの広場と協働でこど
も向けｺｰﾅｰを設置し、つど
いの広場事業と地域拠点が
こどもの集うことのできる場
所であることをPRできまし
た。

④子どもの笑顔があふれる
まち

・高安地区内で希望場所を
集い、通学路など防犯上カメ
ラが必要な場所を決め設置
しました。

○

○ ○ ○

○ ○

○

24
教育機会
の均等

通学路の安全確保に努め
ます。

関係課・関係機関と連携して、
通学路の安全対策に取り組み
ました。

新たに形成される住宅街
での安全対策や、既存住
宅街での対策の見直しや
更新が必要です。

○

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理につとめ
ます。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施した。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めた。

地域拠点と連携して地域ととも
に都市基盤施設の合同点検を
実施した。

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施している
カラー化等の老朽化に伴
う対策が生じ、計画的な
維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のな
かで膨大な都市基盤施設
の維持管理を進めていく
必要があります。

○

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場を
提供したほか、新たな地域で
公園であそぼう会を増やした。

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足してい
るとの認識である。地域で
の子育てに係るまちづくり
活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策に
ついて、ご相談に応じてい
く。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保及び地域拠点との連
携や支援手法に課題があ
ると認識している。

○

④子どもの
笑顔があふ
れるまち

高安中学校区では、少子化により学校の小
規模化が進んでいます。また、子ども会など
の活動も縮小してきています。

地域では中学校区すべての子どもを対象に
した行事の開催や、地域と学校が一体となっ
た取り組みが活発に行われています。

市では、施設一体型小・中学校を設置し、教
育環境の充実を図るとともに、子育て支援や
通学路の安全確保、自然豊かな環境を活か
した取り組みなどを行い、地域ぐるみで子ど
もの笑顔があふれるまちをめざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。



【行政】地域別計画のふりかえり 南山本小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み
実施した主な取り組み・成

果
課題

①誰もがい
くつになっ
ても住みた
いまち

南山本小学校区では、小学校にある地区集
会所（小学校区集会所）を拠点として、地域ぐ
るみで住民どうしのふれあいや交流などさま
ざまな活動を行っています。少子高齢化が急
速に進む中、住み慣れた身近な地域で、子ど
もから高齢者まで誰もが健康でいきいきと暮
らすことができるよう、今後このような活動の
さらなる充実について、地域と連携しながら
進めていくことが必要となります。地域住民
がより楽しく交流できる場所や機会の提供を
増やし、多くの方が楽しんで参加できる行事
などを支援していきます。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を支
援する中で、地域の健康コ
ミュニティの構築と健康文
化の醸成に取り組みます。

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実します。

健康相談、健康教育の実施
地域主催健康増進事業の定
着

健康まちづくり宣言の普及促進

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充実
の支援に取り組みます。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把握、見
守り体制の充実について、住民
意識の醸成につながる取り組
みが課題である。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

高齢者が自らの生きがいを
見い出し、社会参加を図る
ことができるように、生きが
いづくりの支援および情報
の提供などにより、地域で
活躍する高齢者の活動を
支援します。

高齢クラブと連携した地区敬
老祝寿事業を実施し、地域で
活躍する高齢者の活動の支
援を行った。

コミュニティ推進スタッフ及び
地域拠点職員の複数人担当
制を取ることにより、地域活動
の支援体制を充実させた。

まちづくり協議会を構成してい
る役員・メンバーの変化が乏し
く、また新しい担い手不足のた
め、旧来の取り組み継続が主で
ある。時代の流れや地域の状
況に応じて柔軟な取り組みが地
域で行われるよう、どう支援して
いけるかが課題である。

②子どもた
ちを地域ぐ
るみで育む
まち

南山本小学校区では、長年にわたり、子ども
たちと地域住民とのふれあいの場づくりとし
て、地域ボランティアによる｢わくわくプラザ｣
や登下校時の見守り活動など、地域ぐるみで
子どもたちを育む活動を行っています。また、
地域での世代間交流の推進や、子どもたち
が安全で安心して過ごせる場の確保など、子
どもたちの健全育成のための取り組みを地
域と行政が連携して進め、未来を担う子ども
たちが健やかに育つまちをめざします。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの支
援、地域交流事業などを行
います。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづくり
の担い手となるよう支援し
ます。

大阪府の地域連携型商機能
強化モデル創出事業に関連
し、商店街と地域の民生委
員・まちづくり協議会等と共働
して、地域の活性化するような
イベントを展開した。

大阪府の事業として行われた
取り組みであるが、今後商店街
と地域各種団体が地域の発展
のために継続して行われるよう
に、如何に支援していけるか検
討が必要である。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

地域子育て支援拠点が全ての
中学校区に整い、市の取り組み
は充足しているとの認識であ
る。地域での子育てに係るまち
づくり活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策につい
て、ご相談に応じていく。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

38
魅力ある都
市核などの
充実

市民生活の安全性向上の
ため、交通結節点である近
鉄河内山本駅周辺の整備
に取り組みます。

限られた財源・人材のなかで膨
大な都市基盤施設の維持管理
を進めていく必要があります。

④近鉄山
本駅周辺を
誰もが安心
して利用で
きるにぎわ
いのあるま
ち

南山本小学校区では、近鉄河内山本駅があ
り、駅南側には商店街やスーパーなどが立ち
並び絶えず多くの人々の往来があります。

特に、駅の踏切周辺では自動車、自転車、歩
行者などが一度に通行し大変な混雑になっ
たり、放置自転車などにより道が塞がれるな
ど、おもに高齢者、障がい者および子どもな
どの通行の妨げになっています。このような
課題を解消するため、行政などの各関係機
関と地域が連携して誰もが安全に利用できる
よう取り組みを進めていきます。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団体
と連携し、交通事故防止に
向けた各種啓発活動や交
通安全教育などに取り組み
ます。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

保護者や高齢者等の参画を促
すことが必要です。

特に大きな地域課題となって
いる狭小な踏切歩道部につい
て、安全で快適な通行を確保
する事を優先的に進めるた
め、近畿日本鉄道㈱を含めた
関係機関との協議を進めまし
た。また、調査や測量・設計業
務を実施しました。

玉串川や桜並木等、地域資源
が豊かな近鉄河内山本駅周辺
は、地域生活拠点となる副次核
である事から、今後も関係機関
と引き続き連携し、駅周辺を核
とした交通結節点機能等の充
実を図ることで、市民生活の安
全性、利便性の向上を図る必
要があります。

③みんなの
安全と安心
を自らつくり
守るまち

南山本小学校区では、日々誰もが安心して
生活できるように、犯罪や事故から身を守る
ための啓発を行い、防犯活動やいつ起こる
か分からない災害への備えに向けて、自主
防災組織の活動を充実させ、地域での防災
体制の整備や地域と行政との情報共有に向
けた検討を進め、誰もがいきいきと安心して
暮らせるまちをめざします。

犯罪抑止のための防犯カメラの設置、また犯
罪を未然に防ぐだけでなく、防犯意識の向上
を啓発するため、青色防犯パトロールや自転
車で地区を巡回しています。さらに、南山本
小学校児童の登下校の際、保護者や多くの
地域住民の協力のもと声かけ運動を行い、
地域全体で児童を犯罪や事故から守ってい
ます。

助成金の対象事業について、
校区まちづくり交付金を活用し
て実施してもらうべき事業か、
当助成金を活用してもらうべき
事業かを整理する必要があると
考えています。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織の
支援などに取り組みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマニュアル
策定が必要と考えています。

40
生活道路
の整備と維
持

1

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組んだこと・
成果

わがまち推進計画の目
標

6

市民一人
ひとりの適
切な自転車
利用の促
進

駅周辺において安全に通
行できる空間を確保するた
め、放置自転車の移動保
管活動を行うとともに、啓
発活動に取り組みます。

放置自転車の移動保管啓発
活動に取り組み放置自転車
の減少につながりました。

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、関
係団体、警察、関係機関と
の連携・協力による防犯へ
の取り組みを進めます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

土木施設の適切な維持管
理を行い、安全で健全な環
境保全に努めます。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めた。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全育
成の取り組みを進めます。

啓発事業への参加、住民懇
談会の実施、放課後子ども教
室の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多くの活
動を行っていただいているた
め、各活動に協力していただけ
る人材の確保及び地域拠点と
の連携や支援手法に課題があ
ると認識している。

○

高齢クラブの加入率は減少傾
向にあり、加入率向上に向けた
取り組みが必要である。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

健康づくり
地域のまちづくり
その他

子育て

その他

防災
その他

その他

　敬老祝寿式において、出張所及
び保健師の協力のもと、健康啓発
事業を実施し、健康意識の向上に
寄与できました。

　また、まちづくり協議会だけでなく
自治振興委員会・小中学校のPTA
による小学生の登下校時の見守り
活動支援を行ない、安心安全な地
域づくりに寄与することができまし
た。

　高齢クラブと協力して、地域のふ
れあい祭りなどに参加協力を行な
い、地域のコミュニティづくりに寄与
することができました。

　まちづくり協議会主催・共催事業
に、地域拠点職員参加し、地域の
まちづくりに寄与することができま
した。

　まちづくり協議会の役員が商店
街で実施するイベントや活性化に
関する意見交換等を行ない、商店
街の事業実施時の支援に繋がりま
した。

　子ども達が地域に愛着を持ち、ま
た自分たちの力で何かをやり遂げ
ることの大切さを学んでもらうため
に、ふれあい祭りや校庭キャンプ
などを実施しました。

　小学校区内に18台（H29年度）の
防犯カメラを設置し、地域の防犯
対策の充実を行っています。

　また、登下校時の児童の見守り
活動や青色防犯パトロールを、長
期休暇時を除く平日ほぼ毎日実施
しているが、その活動支援として、
帽子やジャケット等を購入しまし
た。さらに、防犯意識の高揚のた
め、防犯のぼりの設置や小学生低
学年に対して防災頭巾を貸与する
などして、子ども達や地域の方が
安心して暮らしていける環境づくり
に寄与しました。

　防災訓練の一環として、校庭キャ
ンプを実施することで、子どもたち
の防災意識づくりに寄与しました。

　警察と連携し、住民懇談会時に
啓発活動を依頼したり、青色防犯
パトロールを警察と共同実施する
などして、地域の防犯意識の向上
や安心安全なまちづくりに寄与で
きるよう継続して検討を進めまし
た。

近鉄河内山本駅周辺の踏み切り
問題について随時関係各所と協力
していく。

○

　あなたまちの健康相談を実施
するとともに、南山本高齢クラブ
や敬老祝寿式での健康啓発活
動を実施することで、健康に対
する意識の向上に資することが
できました。またまちづくり協議
会主催の各種催しの実施支援
を行ないました。その中で、地
域と地域拠点職員とのつながり
が一層、深まりました。

　また、地域の商店街が取り組
むの活性化活動の企画会議等
に出席し、意見交換や情報発
信に努めることにより、多くの市
民がイベントに参加するなど。
商店街の認知度を向上につな
がりました。

　あなたのまちの健康相談・出
張所の赤ちゃんの家認定・民生
委員のはとぽっぽ事業支援・学
習支援事業への協力により、地
域の子どもへの支援体制を充
実させ、乳幼児から中学生まで
の健全育成に役立つことができ
ました。

　まちづくり協議会が取り組んで
いる防犯カメラの設置支援、地
域から防犯灯やカーブミラーの
不具合、その他各種相談に対し
て担当課と協力して地域の安心
安全なまちづくりに寄与すること
ができました。

　所属長が主体となり、出張所
全体での防災マニュアルの策
定を行ない、災害時の対応力
向上につなげる事ができまし
た。

　地域からの相談や地域巡回
中に発見した不具合を担当課
に連絡し、安全で健全な環境保
全に寄与することができました。

　交番の警察官と協力し、自治
振の定例会及びまちづくり協議
会定例会において情報共有す
る機会を設け、地域の防犯意識
の向上につなげる事ができまし
た。

○

○

○

まちづくり協議会の視点

①誰もがいくつになっても住
みたいまち

②子どもたちを地域ぐるみで
育むまち

③みんなの安全と安心を自
ら守るまち

③みんなの安全と安心を自
ら守るまち



【行政】地域別計画のふりかえり 高安西小学校区

施策担当課自身に
対して

地域拠点に関して まち協に関して

　防犯カメラの設置を進め、地
域の防犯力の向上に寄与しま
した。
　また登校時の見守り活動・青
色防犯パトロールや安全啓発
ノボリの設置など支援を行い、
地域の防犯・安心安全なまち
づくりに寄与することができま
した。

①人にやさしいまちづくり
②安心安全なまちづくり

　地域の防犯力や防犯意識の
向上のため、防犯カメラや啓発
ノボリを設置しました。また、防
犯パトロール活動へのジャン
パー等の支給を行いました。地
域の防犯啓発と防犯力の向上
に寄与できました。

　また消防署の協力のもと、自
主防災訓練実施の支援を行
い、万が一の災害時へ対応に
ついて地域と共に学ぶことがで
きました。

　敬老祝寿式や健康啓発事業・
街角デイハウスにおいて、健康
啓発活動を実施し、高齢者の健
康づくりの意識啓発を行うほ
か、敬老祝寿式の実施の支援
を行うことにより、高齢者の生き
がいづくりに寄与することができ
ました。

　災害時要配慮者の取り組につ
いて、関係各所と協力して支援
を行い、地域の高齢者見守り活
動の醸成に寄与できました。

　地域の担当者を複数人体制と
することで、より細やかな地域
対応が可能となったが、個々の
課題への取り組みについては
継続して行っております。

　地縁団体だけでなく、地域の
施設等との関係づくりを通じて
今までにない取り組みが行える
ようになり、地域活動の幅が広
がる機会の提供ができました。

地域のまちづくり
健康づくり
防災
その他

青色防犯パトロールや夏季休
暇時の自転車パトロール、防
犯カメラの設置などの活動を
通じて、地域の防犯力の向上
に寄与しました。

消防署及び出張所と協力し
て、地域の自主防災訓練を実
施することができ、地域の防
災力向上に寄与することがで
きました。

出張所保健師の協力の元、敬
老祝寿式において健康啓発
活動を実施し、高齢者の健康
啓発に寄与することができま
した。

福祉部局及び出張所の協力
の元、災害時要配慮者への対
応について検討を行い、マ
ニュアル作成の後、現地の調
査を行うなど高齢者の見守り
活動意識が高まりました。

地域の高齢者を激励する敬老
祝寿式を盛大に実施すること
ができました。また、同時に出
張所保健師による健康啓発活
動も実施し、高齢者の健康や
生きがいづくりに寄与できまし
た。

地域拠点の体制充実が図ら
れましたが、地域の健康を担
う保健師については、他地域
同様の担当地域となることが
望まれます。

今までの既存の団体だけでな
く、交流のなかった施設と顔見
知りの関係になれたことで、活
動の幅が広がりました。

①人にやさしいまちづくり
②安心安全なまちづくり

○

○ ○ ○

まちづくり協議会の視点地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

○

○ ○

健康づくり
その他

　地域が行う青色防犯パトロー
ル・夏季の自転車見守り活動・
歳末夜警・日々の登校時の見
守り活動への支援を行い、地域
の安心安全・防犯意識の向上
に寄与することができました。
　
　また、「あなたのまちの健康相
談」や「はとぽっぽ」等の活動に
ついて支援を行い、地域の子育
て交流の機会提供・相談を受け
ることで子育て環境の向上に寄
与できました。

　また住民懇談会の開催につい
て、情報発信及び課題の解決
支援として、関係各所との情報
共有を行い地域の課題解決に
寄与できました。

　加えて、恩智川沿いの通学路
についての危険性やカーブミ
ラーの不具合などについて、関
係各部署と情報交換を行い、危
険個所の改善などに寄与でき
ました。

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

地域（まち協等）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目標

○

○ ○ ○

地域において、非常に多くの活
動を行っていただいているた
め、各活動に協力していただけ
る人材の確保に課題があると
認識している。

○

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

コミュニティ推進スタッフ及び
地域拠点職員の複数人担当
制を取ることにより、地域活動
の支援体制を充実させた。ま
た日々の生活の安心安全の
為見守り活動や青色防犯パト
ロール支援、防犯カメラの設
置支援等を通じて地域の安心
安全な生活支援を行った。

日々の見守り活動や青色防犯
パトロールの担い手の高齢化
や不足問題がある。また、今後
増加することが予想される防犯
カメラの維持費用をどうするか
検討が必要。時代の流れや地
域の状況に応じて柔軟な取り組
みが地域で行われるよう、どう
支援していけるかが課題であ
る。

交流の場を設けることで、顔見
知りの関係を作ることはできた
が、今後どのように連携・まちづ
くりに関わって頂けるかについ
て検討していく必要がある。ま
た、地域にある事業者との連携
等についても検討が必要であ
る。

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマニュアル
策定が必要と考えています。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

健康相談、健康教育の実施
地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普及促
進。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

施設連絡会においてまちづく
り協議会と学校園や地域の福
祉施設等との交流の場を設け
ることで、相互の取り組み確
認や連携づくりを行った。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施した。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めた。

地域拠点と連携して地域とと
もに都市基盤施設の合同点
検を実施した。

新たな通学路指定に伴う対策と
既に実施しているカラー化等の
老朽化に伴う対策が生じ、計画
的な維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のなかで膨
大な都市基盤施設の維持管理
を進めていく必要があります。

②明るく暮
らせる安心
安全なまち

高安西小学校区では、人にやさしい安心安
全なまちづくりをめざし、子どもから大人、高
齢者まですべての人々が交流し楽しく健康で
いきいきと暮らせるまちづくりを推進します。

活動としては、一人暮らし高齢者の方を対象
に、いきいきサロン会やふれあい食事会を行
い、長寿をお祝いする敬老祝寿式を開催し、
高齢者の方との交流を深めています。世代を
超えた交流としては、納涼祭や市民スポーツ
祭など地域住民の方々は楽しみながら親睦
を深めています。また、防犯カメラの設置によ
る犯罪抑止や、自転車による防犯パトロール
などの防犯活動を行っており、いつ起こるか
わからない災害に備え、高安西地区自主防
災組織により防災訓練や防災マップ、マニュ
アルの作成による啓発活動など、地域住民
の安全と安心を確保するため、行政や各関
係機関と地域住民の方の連携のもと、活動を
続けていきます。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

助成金の対象事業について、
校区まちづくり交付金を活用し
て実施してもらうべき事業か、
当助成金を活用してもらうべき
事業かを整理する必要があると
考えています。

支援を必要とする人の把握、見
守り体制の充実について、住民
意識の醸成につながる取り組
みが課題である。

高齢者が自らの生きがい
を見い出し、社会参加を
図ることができるように、
生きがいづくりの支援およ
び情報の提供などによ
り、地域で活躍する高齢
者の活動を支援します。

高齢クラブと連携した地区敬
老祝寿事業を実施し、地域で
活躍する高齢者の活動の支
援を行った。

高齢クラブの加入率は減少傾
向にあり、加入率向上に向けた
取り組みが必要である。

54

40
生活道路
の整備と維
持

2
安心を高め
る防災力の
強化

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み
実施した主な取り組み・成

果
課題

①子どもた
ちが健やか
に育ちいく
つになって
も明るく暮
らせるまち

高安西小学校区では、放課後子ども教室の
行事など、地域ぐるみで子どもたちを育む活
動を活発に行っています。また、大阪府、八
尾警察署などの各関係機関と地域が一体と
なり、地域内で防犯活動に取り組む拠点とし
て、高安西小学校に「高安西地区地域安全
センタ－」を設置しており、青色防犯パトロー
ルや登下校時の見守り活動などを行ってい
ます。安全で安心な子どもの居場所づくり、
夜間の安全確保のための防犯灯整備やパト
ロール強化などが求められる中、今後も地域
と行政が連携して、子どもたちの健全育成の
取り組みを進め、未来を担う子どもたちが健
やかに育つまちをめざすとともに、地域での
防犯活動が有機的に機能する安全安心のま
ちをめざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理に努めま
す。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

助成金の対象事業について、
校区まちづくり交付金を活用し
て実施してもらうべき事業か、
当助成金を活用してもらうべき
事業かを整理する必要があると
考えています。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

地域子育て支援拠点が全ての
中学校区に整い、市の取り組み
は充足しているとの認識であ
る。地域での子育てに係るまち
づくり活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策につい
て、ご相談に応じていく。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇
談会の実施、放課後子ども教
室の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。



【行政】地域別計画のふりかえり 高安西小学校区

施策担当課自身に
対して

地域拠点に関して まち協に関して

まちづくり協議会の視点地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

地域（まち協等）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目標

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み
実施した主な取り組み・成

果
課題

　まち協・大阪府が協力し、恩
智川の清掃や環境美化活動の
支援を行いました。また、環境
美化啓発ノボリの作成支援も行
い、プロムナード活動を通じて
恩智川周辺の環境美化に寄与
することができました。

地域のまちづくり 出張所・大阪府の協力のも
と、地域の資源である恩智川
こいのぼり形容を行うなど美
化や魅力発信を行う事が出
来、地域の資源である恩智川
のクリーンアップの実施ととも
に地域への愛着の高まりにも
寄与できました。

③クリーンなまちづくり
④恩智川プロムナードづくり

○ ○

行政や警察の協力の元、地域
の防犯意識の向上に寄与す
ることができました。

②安心安全なまちづくり

○

○ ○

　住民懇談会や地域のクリスマ
ス会等の機会を通じて、警察署
から職員を派遣頂き、啓発活動
に努め、地域の防犯意識の向
上に寄与できました。

　また関係部署と協働して、課
題解決に向けて支援を行い、駅
前周辺の交通環境改善に寄与
することができました。

市民、事業者とのパートナー
シップにより、環境問題への取
り組みを進め、更なる生活環境
の保全を図る必要があります。 ○

○

その他

④恩智川
のある快適
で暮らしや
すいまち

高安西小学校区には、一級河川恩智川が流
れています。地域では美化活動などを行って
おり、川沿いの道路は犬の散歩やウォーキン
グに適しています。今後も住民にとって身近
な水辺空間になるよう、恩智川の環境を守っ
ていく必要があります。川沿いを安全に歩け
るように防犯灯の設置促進などの防犯対策
や安全対策に取り組み、快適で暮らしやすい
まちをめざします。

43
快適な生活
環境づくり

市民、事業者とのパート
ナーシップにより、環境問
題への取り組みを進め、
生活環境の保全を図りま
す。

44
きれいなま
ち八尾の実
現

地域での清掃活動などの
美化推進の取り組みを促
進します。

地域での清掃活動などの美
化推進の取り組みを支援しま
した。

地域での清掃活動をより活発に
なるような取り組みを考察する
必要があります。

駅周辺において安全に通
行できる空間を確保する
ため、放置自転車の移動
保管活動を行うとともに、
啓発活動に取り組みま
す。

放置自転車の移動保管啓発
活動に取り組み放置自転車
の減少につながった。

特になし。

市民、事業者への啓発等を行
い、環境問題への取り組みを
進め、生活環境の保全を図り
ました。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

保護者や高齢者等の参画を促
すことが必要です。

③近鉄線
周辺の交
通安全を考
えるまち

高安西小学校区は、近鉄大阪線の東側に位
置しており、曙川中学校は近鉄線を越えて西
側にあることから、この小学校区から中学校
へ通学するには、線路を渡る必要がありま
す。朝夕を中心に遮断機が長時間下りている
ことがあり、近鉄高安駅西側の府道八尾茨
木線と大阪外環状線（国道170号）を結ぶ道
路が渋滞したり、歩行者が渡りきれないこと
があります。近鉄線の高架化には課題が多
い状況ですが、放置自転車対策や踏切など
の近鉄線周辺における交通安全対策につい
て、地域、関係機関および行政が連携して、
取り組みを進めます。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

6

市民一人
ひとりの適
切な自転車
利用の促
進



【行政】地域別計画のふりかえり 志紀小学校区

施策担当課自身に対
して

地域拠点に関して まち協に関して

治水対策と
環境を意識
した水環境
の形成

水辺環境の向上をめざ
し、水辺環境施設の活用
と維持管理に努めます。

平野川の管理用通路におい
て、散策道として照明灯及びカ
ラー舗装の整備を行いました。

平野川の散策道について
は、利用者拡大のため周
辺施設の案内看板整備等
の取り組みが必要です。

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

①誰もがい
くつになっ
ても健康に
暮らせるま
ち

志紀小学校区では、志紀コミュニティセンター
を利用して、健康づくりに関するさまざまな活
動が行われています。

この小学校区での活動で、市と地域が協働
で取り組む「志紀地区健康大学」・「アトムの
会」の開催など、健康に関する課題の検討や
健康づくりの取り組みを行っています。

今後もこれらの活動を継続していくとともに、
健康づくりに関するリーダーの養成や健康づ
くりの場としての河川周辺施設の活用など、
地域に根ざした健康づくり活動を促進し、誰も
がいくつになっても健康に暮らせるまちをめざ
します。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

○ ○ ○

防災訓練での応急給水訓
練活動などを通して、災
害時の地域住民による給
水活動や、備蓄水の必要
性を呼びかけ、地域の防
災力強化につなげます。

防災訓練での応急給水訓練活
動などを通して、災害時の地
域住民による給水活動や、備
蓄水の必要性を呼びかけ、地
域の防災力強化につなげまし
た。また、当地区においては耐
震性緊急貯水槽を用いて住民
による給水活動が行えるよう
訓練を行いました。

大規模災害時には、各地
域で水道局のみでの給水
活動を行うことは極めて困
難なため、今まで以上に自
助の飲料水の備蓄の必要
性を理解していただく必要
があります。

②安全安
心を地域で
実現するま
ち

志紀小学校区では、防犯・防災や、交通安全
に関する取り組みを行っています。

地域では街頭犯罪防止に役立つ青色防犯パ
トロールが積極的に行われています。また、
校区内に交通量の多い道路があり、誰もが
安心してまちに出られる歩行環境が必要とさ
れています。なお、地域では自転車に関する
交通安全の取り組みがなされ、啓発活動も続
けられています。防災に関しては、防災訓練
の定期的な開催など地域の災害に対する意
識の向上のための取り組みが行われていま
す。

今後は、地域と行政が連携していく中で、安
全安心を地域で実現するまちをめざします。

48
上水道の
安定供給

保護者や高齢者等の参画
を促すことが必要です。

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理に努めま
す。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めました。

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施しているカ
ラー化等の老朽化に伴う対
策が生じ、計画的な維持管
理と安全対策が必要です。

限られた財源・人材のなか
で膨大な都市基盤施設の
維持管理を進めていく必要
があります。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を活
用してもらうべき事業かを
整理する必要があると考え
ています。

2

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマニュ
アル策定が必要と考えてい
ます。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

○

安心を高め
る防災力の
強化

○

健康相談、健康教育の実施
地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普及
促進。

47

○ ○ ○

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割

（種類）
地域（まち協等）で取り組

んだこと・成果
わがまち推進計画の目

標

まちづくり協議会の視点

○ ○ ○

○ ○ ○

○

　健康づくりのため、気軽に
ポールウォーキングの取り
組みに参加できるように支援
を行った。また、自らが健康
について考える事を目的とし
た「健康まつり」を実施し、健
康づくりに寄与しました。

①誰もがいくつになっても健
康に暮らせるまち

　防犯灯の設置に関して、危険
個所の助言や関係機関との調
整についてアドバイスを行うこと
で、順次適切な場所に設置する
ことができました。

　また、各自主防災組織では防
災訓練を行っていたが、校区全
体の住民が参加できる機会が
得られるように、まち協を支援し
ました。

　交通マナーの向上のため、警
察や小学校との調整のサポート
を行うことで、円滑に進みまし
た。

　加えて、青パト防犯パトロール
時に、防犯のための注意喚起と
ともに、危険個所の確認の方法
や、各管理者との連携、助言や
サポートを行うことで、安心なま
ちづくりに寄与できました。

　防災訓練時に、水道局に応急
給水活動の講師として、消防署
に消火活動の講師として、危機
管理課に避難時行動の講師と
して来てもらうなど、関係部署と
地域の代表者との顔つなぎを
行うなど、活動の支援を行いま
した。

・ 防災
・地域のまちづくり

　防犯カメラの設置にあたり
まち協で、場所についての話
し合いをすることにより、防
犯情報について共有するこ
とができました。

　交通マナー向上のため、小
学生を対象に交通ルールの
遵守と、危険個所の確認を
教えることにより、交通マ
ナーを向上することができま
した。

　年間8,500ｋｍのﾊﾟﾄﾛｰﾙの
実施と道路等の危険個所の
早期発見をすることにより、
校区内が安全安心づくりに
貢献することができました。

　まち協委員を対象とし、防
災に関する研修会や講習を
行った。まち協役員から、一
般住民まで徐々に対象を広
げ、防災に対する意識の向
上と即応体制について学ぶ
ことができました。

　防災訓練での応急給水訓
練、消火活動訓練、避難所
備品等の確認を行うことで、
避難所の自主運営する手助
けとなりました。

②安全安心を地域で実現す
るまち。

　健康相談について、コミセン内
において「あなたのまちの健康
相談」を行うとともに、地域の集
会所に出向いて、健康体操の
普及と併せて健康相談を行うこ
とにより、地域の住民から身近
な場所で相談を聞いてもらえる
という安心感を感じてもらうこと
ができました。

　また、まち協の取り組みとして
始まった、ポールウォーキング
のコースについて、地域の魅力
でもある平野川河川敷、ふれあ
いの森等地域内にある魅力あ
る施設を活用したコース設定に
参加者と一緒に取り組むと共
に、初めての参加者にはポール
ウォーキングの正しい歩き方や
効果の説明を行うなど、だれも
が健康づくりに取り組みやすい
よう配慮することにより、地域で
の健康意識の向上の成果をあ
げることができました。

　その他、健康大学やアトムの
会、河内音頭健康体操の実施
にあたり等、地域のボランティア
の方々と連携し、住民による住
民のための取り組みとなるよう
支援しました。

・相談
・健康づくり



【行政】地域別計画のふりかえり 志紀小学校区

施策担当課自身に対
して

地域拠点に関して まち協に関して

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割

（種類）
地域（まち協等）で取り組

んだこと・成果
わがまち推進計画の目

標

まちづくり協議会の視点

市民活動団体と地域が共
にまちづくりの活動に取り
組めるよう支援していく必
要がある。

③地域の
連携で子ど
もたちが健
やかに育つ
まち

志紀小学校区では、市内で最も児童数が多
い小学校区ですが、近年やや減少の傾向に
あります。

子育てサークル活動など、親子のふれあい
や小さな子どもを持つ家庭の交流の場の提
供などの活動が行われている一方で、加入
率の低下による子ども会の解散など、子ども
が地域と関わる機会が減少する傾向にあり
ます。

今後は、子どもたちの健全育成のために地
域と行政が連携し、地域の連携で子どもたち
が健やかに育つまちをめざします。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの安全確保の
取り組みや、地域での青
少年健全育成の取り組み
を進めます。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただいて
いるため、各活動に協力し
ていただける人材の確保
に課題があると認識してい
る。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

地域の各種団体間をつなぎ、
調整を行うことにより、地域内
の連携強化ができ活動が活性
化した。

④地域活
動がさかん
で、ふれあ
いのあるま
ち

志紀小学校区では、ふれあいサロンや一人
暮らし高齢者を対象とした給食サービス等さ
まざまな地域福祉活動を行っています。

活動が活発に行われる一方では、それを支
える各種団体やメンバーの数が減少する傾
向にあります。みんなが安心して暮らせ、長く
住み続けたいと思えるまちの実現のためにも
活動が持続可能なまちづくりに向けた取り組
みを進めます。

今後も志紀コミュニティセンターや、志紀地区
福祉委員会が管理運営する「志紀プレイロッ
ト広場」などの活用も含め、地域活動がさか
んで、ふれあいのあるまちをめざします。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

コミュニティ推進スタッフ以外
の地域拠点職員について、課
内での担当者を明確化するこ
とにより、地域活動の支援体
制を充実させた。　また、地域
拠点のレイアウト変更により、
初期相談機能を担う体制を整
えることができた。

地域拠点であるコミセンの
存在をもっと周知していく必
要がある。また、まちづくり
協議会をはじめ地域活動
について、担い手（特に若
い世代に向けた）を増やす
取り組みを引き続き支援し
ていく必要がある。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実につ
いて、住民意識の醸成につ
ながる取り組みが課題であ
る。

○

③地域の連携で子どもたち
が健やかに育つまち。

④地域の特色を活かし、地
域活動がさかんで、ふれあ
いのあるまち。

○ ○

○ ○ ○

　ふれあいサロンや一人暮らし
高齢者を対象とした給食サービ
スを行うにあたり、各種団体、ボ
ランティアの調整等を行うことに
より、サロン、給食サービスを定
期的に開催することができまし
た。

　また、男性が参加しやすい居
場所づくりを行うための助言
や、他のイベントと時間を調整
することでより多くの方が参加
できるようになりました。

　コミュニティ推進スタッフ以外
の地域拠点職員も積極的に、
地域の各種団体と連携すること
で、地域の各種団体・個人の支
援を行うことができました。

・その他
・ 相談

　定期的にふれあいサロンを
開催することで、ふれあいの
あるまちづくりをつくることが
できました。

　居場所づくりのため、囲碁・
将棋の定期開催をすること
で、参加者どうしの交流と、
サロンを同時開催すること
で、新しいコミュニケーション
づくりを行うことができまし
た。

①誰もがいくつになっても健
康に暮らせるまち

　世代を超えて、地域の交流を
図るためのフェスタを開催する
にあたり、地域の各種団体、行
政等との顔つなぎを行うなど、
取り組みの支援を行いました。

　また、放課後子ども教室を開
催するにあたり、小学校と地域
との顔つなぎを行うなど、取り組
みの支援を行いました。

・地域のまちづくり
・ 子育て

　地域が主体となって、子ど
もから大人まで気軽に楽し
め、世代間交流を行うこと
で、地域が活性化することを
目的に、志紀のまちフェスタ
を開催しました。他の地域団
体と連携することで、地域の
交流が図られ、活性化につ
ながりました。

○ ○ ○

○ ○ ○



【行政】地域別計画のふりかえり 桂小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点

　西郡地区福祉委員会にお
いて定期的に地域一斉清掃
を行うにあたり、用具購入の
補助金の申請手続き等を支
援することで、一斉清掃を円
滑に行うことができました。ま
た「ふれあい給食会」の運営
を支援することで、高齢者と
地域のつながりや交流を促
進し、手作りの料理を提供す
ることで高齢者の健康支援
を行うことができました。
　加えて、「ふれあい喫茶」の
運営を支援することで、地域
における交流促進の場を創
出し、血圧測定等を地道に
行う中で健康への関心を高
めることができました。

地域のまちづくり
健康づくり
相談

　ふれあい朝市や餅つき大会な
どを行なうことで、買い物支援を
行なっているが、買い物に来た高
齢者等の人びとが顔を合わせる
ことにより地域住民どうしの見守
りにもつながっています。

　西郡まちづくりシンポジウムで
まちづくりに関する成果報告や
ワークショップ等で皆で考えたこ
とを、西郡まちづくり新年会にて
発表し地域住民に広く広報を行
なってきた結果、地域住民のまち
づくりに関する意識が高まってき
ています。

・共に助け合う「おたがいさ
ま」のまち

　第２回西郡はなはなマー
ケットを西郡まちづくり協議
会と共催で行いました。１９０
０人の来場者が訪れ、地域
内外の３０店舗を超える出店
が並びました。これにより、
地域内公園の利活用がなさ
れたことと、地域内外の人々
の交流が促進されました。ま
た、ボランティアとして地域内
住民と大学生が参加してくだ
さり、地域内小学生・中学生
も展示や発表で参加しても
らったため、子どもたちの地
域愛着の増加が望めます。

　近畿大学サテライト研究室
「さんぽぽ」の活用につい
て、協議等を重ねています。
また、地域と大学生との交流
促進のサポートを行っていま
す。結果的に、地域内で大
学生の存在が定着してきて
います。

地域のまちづくり
子育て

・生き生きと、多様な世代が
健やかに生活できるまち

地域拠点の視点

　ふれあい朝市や餅つき大会な
どを行なうことで、買い物支援を
行なっているが、買い物に来た高
齢者等の人びとが顔を合わせる
ことにより地域住民どうしの見守
りにもつながっています。

　西郡まちづくりシンポジウムで
まちづくりに関する成果報告や
ワークショップ等で皆で考えたこ
とを、西郡まちづくり新年会にて
発表し地域住民に広く広報を行
なってきた結果、地域住民のまち
づくりに関する意識が高まってき
ています。

　盆踊り大会を通じて地域交流や
地域への里帰りを促すことがで
き、人と人とのつながりや地域愛
を育むことができました。

　西郡はなはなマーケットを桂人
権コミセンと西郡出張所とで共催
した。初年度300人、今年度１９０
０人の来場者が訪れ、地域内外
の３０店舗を超える出店が並びま
した。これにより、地域内公園の
利活用がなされたことと、地域内
外の人々の交流が促進されまし
た。また、ボランティアとして地域
内住民と大学生が参加してくださ
り、地域内小学生・中学生も展示
や発表で参加してもらったため、
子どもたちの地域愛着が増加し
ました。

　子どもの居場所づくり事業
に対して、場所の提供や学
生ボランティアとのつながり
作りを行いました。結果的
に、地域の若い世代と大学
生ボランティアが連携して子
どもの居場所づくりの運営・
模索を行っています。
　また、桂中学校区地域教
育協議会が実施するあいさ
つ運動、祭礼パトロール、親
子プール、親子デイキャン
プ、子育て語ろう会、ふれあ
いフェスティバルなどを共に
行う中で、子どもの笑顔があ
ふれる取り組みを地域ととも
に行うことができ、あわせて
地域に見守られているという
安心感を子どもたちに抱いて
もらうことができました。

地域のまちづくり
子育て
生涯学習

　西郡まちづくりシンポジウムでこ
どもの居場所づくりについての
ワークショップなどを行ってきたこ
とにより、地域内に子どもの居場
所を作る機運が高まり、つどいの
広場事業として「つどいの広場は
なおＣＨＡＮ」のオープンにつなが
りました。

・人権が尊重され、差別をゆ
るさないまち
・子どもが健やかに育つまち

○ ○ ○

○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○

○

サポートセンターの支援の輪
を広げるために新規開拓を
進める必要がある。

世界に誇る
ものづくり
の振興と発
信

工場立地支援制度を活用
し、工場集積の維持・発
展に取り組みます。

「ものづくりのまち・八尾」
のブランドを戦略的に発
信します。

中小企業サポートセンターの
新規訪問企業開拓のため、地
域企業の飛び込み訪問を実
施。新規での支援企業を発掘
する。

○

②ともに助
け合い、い
くつになっ
ても安心し
て暮らせる
まち

桂小学校区は、市内で最も高齢化が進んで
いる校区ですが、桂老人福祉センターや街か
どデイハウスなど、高齢者が集い語らい過ご
す場があります。これらの施設では、さまざま
な団体が主体となって、ひとり暮らしの高齢
者のための給食会や見守り活動を実施して
います。また、身近なところに商業施設がな
いためにふれあい朝市を開催するなど、昔か
らこの地域での合言葉であった「おたがいさ
ま」の精神で地域住民どうしの支えあいも
行っています。

今後も地域と行政が連携し、住み慣れた地
域で誰もがいくつになっても安心して暮らせる
まちをめざします。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

37

土地の有
効利用と都
市景観の
保全

地域の実情に応じた土地
利用の推進について検討
します。

近畿大学建築学部との連携協
定に基づき平成２８年５月１７
日に開設したサテライト研究室
を活用し、大学生が地域住民
との交流や子ども達への学習
支援などを通して地域参画を
行いました。

③みんなが
いきいきと
生活できる
まち

桂小学校区では、長く人権に関する活動に取
り組んできた歴史があり、地域住民の環境改
善を図る活動が展開され、市営住宅の建設
や道路の拡幅・整備が進められるとともに、
保育所や中学校の整備などが行われまし
た。

市内でも少子高齢化が著しく進行している地
域であるため、大学とも連携しながら、庁内
横断的に地域の活性化に向け取り組んでい
ます。また、市営住宅では、建て替え、耐震
化、バリアフリー化などの整備を、地域と行
政が協働で順次取り組んでいます。一方で、
入居可能な世帯の所得要件による若年子育
て世帯の転居転出や、入居者の高齢化など
により、高齢者の割合が高くなり、結果として
校区全体のまちづくりにも大きく影響を及ぼし
ています。

また、校区内には製造業を営む方も多く、今
後も住まいと工場が良好な関係で共存するこ
とや、多様な世代や世帯が地域で安心して
居住し、いきいきと生活できるまちをめざしま
す。

8

安心して暮
らせる良質
な住まいづ
くり

市営住宅の効率的な機能
更新事業を行います。

市営住宅の効率的な機能更新
事業を行いました。

33

後期基本計画の内容

①人権が
尊重され、
子どもの笑
顔があふれ
るまち

桂小学校区では、基本的人権尊重の理念に
基づき、地域、家庭、学校、行政機関などが
連携して人権学習に取り組み、一人ひとりの
人権が尊重される社会の実現をめざしていま
す。

また、「地域の子どもは地域で育てる」という
ことを大切に、乳幼児と保護者が気軽に集え
る場を設けるとともに、子どもの健全育成、交
流行事、地域の教育力の向上、ネットワーク
づくりを目的として、地域、家庭、学校の三者
が一体となって、桂中学校区地域教育協議
会を結成し、あいさつ運動、祭礼パトロール、
ふれあいフェスティバルなどさまざまな活動を
行っています。

今後も、地域と行政が連携し多様な活動を行
うことにより、人権が尊重され、子どもの笑顔
があふれるまちをめざします。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果

施策担当課による後期計画の総括

課題

○ ○

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

高齢者が自らの生きがい
を見い出し、社会参加を
図ることができるように、
生きがいづくりの支援およ
び情報の提供などによ
り、地域で活躍する高齢
者の活動を支援します。

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セ
ンターを中心とした相談体
制の充実を図るとともに、
災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

地域団体等と連携して老人福
祉センター事業を実施した。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

災害時に備えた平常時からの
地域での見守り体制の構築に
向けた説明会、検討会を実施
し地域活動の支援を行った。

利用者増加のための老人福
祉センター事業の啓発が必
要である。

より地域に密着した相談窓
口としての周知・啓発が必要
である。

災害時に備えた、継続的した
取り組みが必要である。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

地域子育て支援拠点が全て
の中学校区に整い、市の取
り組みは充足しているとの認
識である。地域での子育てに
係るまちづくり活動における
協力要請があれば、とりうる
支援策について、ご相談に
応じていく。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多くの
活動を行っていただいている
ため、各活動に協力していた
だける人材の確保及び地域
拠点との連携や支援手法に
課題があると認識している。

23

知徳体の
バランスの
とれた小中
学生の育
成

すべての人の人権を尊重
していくため、学校園にお
ける人権教育の取り組み
を進めます。

桂中学校区地域教育協議会
の活動を通じて、地域・家庭・
学校が連携し、あいさつ運動
やふれあいフェスティバル等の
行事を通じて、人権が尊重さ
れるまちづくりを推進しました。

学校における人権教育の推
進については、教職員の世
代交代の中、これまで地域と
ともに進めてきた取り組みに
ついて、継承・発展させるこ
とが必要です。

地域の各団体運営において、
団体間の調整を行うことによ
り、連携強化を図ることができ
た。　また、地域拠点のレイア
ウト変更により、初期相談機能
を担う体制を整えることができ
た。

地域活動の参加者及び担い
手（特に若い世代に向けた）
を増やす取り組みを引き続
き支援していく必要がある。

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組んだこ
と・成果

わがまち推進計画の目標

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実につ
いて、住民意識の醸成につ
ながる取り組みが課題であ
る。

包括協定締結後の近大他学
部との連携。

○

新たな機能更新計画の策
定。



【行政】地域別計画のふりかえり 桂小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点地域拠点の視点後期基本計画の内容

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果

施策担当課による後期計画の総括

課題
拠点で取り組んだこと・成

果
拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組んだこ
と・成果

わがまち推進計画の目標

　身近な地域（出張所等）を
拠点としながら、地区組織や
関係機関と連携・協働し、地
域の特性に応じた地域住民
主体の健康コミュニティづくり
に取り組み、地域により近い
出張所等への保健師配置に
よる効果、保健師の役割と
意義等が明らかになりまし
た。
　また地域総合情報誌「はな
緒」を発行し、「人権」や「健
康」、「地域行事」に係る情報
発信をすることで、地域みん
なが学ぶ場を提供できてい
ます。
　
　校区高齢者あんしんセン
ターが実施する介護予防教
室の中で、健康教育及び地
域拠点の事業案内を行うこ
とで、地域住民の健康の増
進及び福祉の向上に貢献す
ることができました。

　長期講座、短期講座、ＰＣ
講座を通し、生涯学習の推
進を行っている。特に、ヨガ
などの体操講座は健康増進
にもつながるため、積極的に
参加を促しています。地域外
からの受講者も多数あり、、
講座生による秋の社会見学
などを通し、地域内外の交流
促進にも寄与しています。

地域のまちづくり
健康づくり
生涯学習
その他

　西郡まちづくりシンポジウムで
まちづくりに関する成果報告や
ワークショップ等で皆で考えたこ
とを、西郡まちづくり新年会にて
発表し地域住民に広く広報を行
なってきた結果、地域住民のまち
づくりに関する意識が高まり、より
一層一致団結してまちづくりを進
めようという機運が高まりました。
　地域総合情報誌「はな緒」を発
行し、特に「人権」や「健康」、「地
域行事」に係る記事を毎月掲載
することにより、地域みんなが学
ぶ場を提供しています。また、食
品に含まれる「食塩の量」や甘い
ものに含まれる「糖類の量」の食
品モデルを、地域拠点と協働で
展示・啓発した結果、地域住民の
健康意識が高まり地域行事の健
康コーナーへの参加者が増加し
ました。

・ひとつになってまちづくりを
進める体制づくり
・その他　まちづくり活動の
推進

　西郡地区福祉委員会が実
施する地区人権研修につい
て内容のアドバイスや日程
調整等に協力することで、研
修を通して障がいを持つ方
の避難行動時の配慮の必要
性などを知ってもらうことがで
きました。

　災害時避難行動要支援者
名簿のうち、情報提供同意
不同意の確認ができていな
い方に対し訪問することによ
り、その方の個別の実態を
知ることができました。

　災害時避難行動要支援者
名簿のうち、同意者リストに
記載の方を訪問することによ
り、同意者の方の個別の実
態を知ることができました。

地域のまちづくり
子育て
防災
生涯学習

　防犯カメラの設置を行った。設
置するにあたりまち協で、場所に
ついての話し合いをすることによ
り、防犯情報について共有するこ
とができました。

　小学校の土曜スクールに合わ
せてまち協としての防災訓練を行
なった。消防署から訓練指導して
もらい、まち協で購入している防
災備品を使用しての本番さなが
らの訓練を行なったことにより、
防災意識が高まり自主防災組織
設立の機運が高まりました。

・安全で安心して住みつづけ
られる強いまち

○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

○○○

地域の学校に対して埋蔵文
化財に関する情報発信を増
やして、もっと利用してもらう
ことが望まれます。

28
生涯学習
の取り組み

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の結成支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

27
歴史資産な
どの保全と
活用

埋蔵文化財調査センター
を通じて、地域の歴史を
伝えるとともに、埋蔵文化
財についての情報を発信
します。

地域の文化財に関するパネル
や案内地図を作製し、常設展
示として公開しました。

⑤地域み
んなが学
び、健康を
まもること
ができるま
ち

桂小学校区には桂人権コミュニティセンター、
桂老人福祉センター、桂青少年会館があり、
各種講座や相談事業などを行っています。さ
まざまな事情により学ぶことのできなかった
人たちの学習の場として、教養をはじめ、趣
味や健康などの取り組みとともに、人権に関
する学習を通しながら、受講者同士の交流を
深める取り組みなども行っています。

地域行事の取り組みも熱心な地域ですが、
高齢化率がとりわけ高く、単身の高齢者世帯
の割合も急増しています。一人ひとりが健康
で自分らしくいきいきとした生活を送るため、
地域ぐるみの健康づくりが必要です。

今後も地域と行政が連携し、地域での行事
やコミュニティを活用するなど、一人ひとりの
健康を地域みんなでまもるまちをめざしま
す。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

一人ひとりがニーズに応
じて学べる環境を整備し
ます。

地区生涯学習推進事業とし
て、コミセン運営協議会に委託
し、各コミセンで講座や現代的
課題講座を開催しました。

40
生活道路
の整備と維
持

土木施設の適切な維持管
理を行ない、安全で健全
な環境保全に努めます。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めた。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

地域のふれあい交流事業や総
合的なまちづくりコーディネート
事業、安心安全の取り組みに
複数の大学からのボランティア
等の協力・連携を進めることが
できた。

○

○ ○ ○

④みんなが
安全に住み
つづけられ
るまち

桂小学校区では、地震や台風といった大規
模災害発生に備えた取り組みとして、西郡ま
ちづくり協議会が、小学生による高齢者避難
誘導や団地階段における避難訓練など地域
特性に応じた防災の取り組みを行っていま
す。自分のいのち、家族を守り、地域が一丸
となって支えあえるような地域づくりを継続し
て行っていただけるよう自主防災組織の結成
を支援します。

また、不審者や不審火などの防犯情報につ
いては、地域や地域内施設における情報共
有の連絡体制を構築し、事例発生時には、マ
イク放送やパトロールの実施など素早い初動
期対応を行っています。市内で最も高齢化が
進んでいる校区ですが、生活道路について、
安心して通行できる環境を整え、今後も地域
と行政が連携し、高齢者も孤立することなく、
誰もがいくつになっても安全に暮らせるまちを
めざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

各地区で開催される講座
は、絵画や陶芸など趣味の
分野での自己学習が中心で
すが、今後は、地域や市民
の日常生活における課題解
決に寄与する学習の充実化
にも努めるとともに、学んだ
ことを地域社会に還元する
機会の創出を一層図ること
が必要です。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金を
活用して実施してもらうべき
事業か、当助成金を活用し
てもらうべき事業かを整理す
る必要があると考えていま
す。

保護者や高齢者等の参画を
促すことが必要です。

限られた財源・人材のなかで
膨大な都市基盤施設の維持
管理を進めていく必要があり
ます。

各地縁団体の高齢化が著し
く、次世代の取り込みや育成
が課題である。

健康まちづくり宣言の普及促
進。

○ ○

避難所運営に関するマニュ
アル策定が必要と考えてい
ます。



【行政】地域別計画のふりかえり 北山本小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

後期基本計画の内容

①誰もが安
全に住み続
けられるま
ち

北山本小学校区では地域全体での避難訓練
を実施し、自然災害への準備や、子どもや高
齢者が犯罪や自動車事故などの被害にあわ
ないように地域での連携を強めています。

このような自然災害への備えや、犯罪、交通
事故などの被害にあわないよう、地域住民一
人ひとりが自覚し、地域での連帯を強め、さら
に地域と行政が連携することが大切です。

また、通学路を中心とした安全対策や歩道の
バリアフリー化等、誰もが安心してまちに出ら
れる歩行環境の整備を進めるとともに、地域
一体となって自動車や自転車の安全運転な
ど交通マナーの向上とルールの遵守により、
誰もが安全に住み続けられるまちをめざしま
す。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理に努めま
す。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施した。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めた。

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施している
カラー化等の老朽化に伴
う対策が生じ、計画的な
維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のな
かで膨大な都市基盤施設
の維持管理を進めていく
必要があります。

○

48
上水道の
安定供給

防災訓練での応急給水訓
練活動などを通して、災
害時の地域住民による給
水活動や、備蓄水の必要
性を呼びかけ、地域の防
災力強化につなげます。

防災訓練での応急給水訓練活
動などを通して、災害時の地
域住民による給水活動や、備
蓄水の必要性を呼びかけ、地
域の防災力強化につなげまし
た。

大規模災害時には、各地
域で水道局のみでの給水
活動を行うことは極めて
困難なため、今まで以上
に自助の飲料水の備蓄
の必要性を理解していた
だく必要があります。

②地域での
支えあいで
安心して暮
らせるまち

北山本小学校区では、地域ぐるみで防犯や
福祉活動などを行っています。しかし、自治
振興委員会などの地域活動の区域の一部
は、校区と異なるところがあり、今後の地域
活動のあり方について、地域と行政で検討し
ていく必要があります。また、少子高齢化を
むかえて、ひとり暮らし高齢者世帯、認知症
や介護を必要とする世帯の増加が予想され
ます。さらに、校区内には中国にルーツを持
つ人などが多く暮らしています。行政では多
言語による外国人市民の相談や情報提供を
行っています。文化や生活習慣の違いなどを
互いに尊重しあい、共に生活していくことが
必要です。

身近な地域での住民どうしの支えあいや地
域活動は、ますます重要になることから、地
域と行政が連携して、毎年行われている地域
行事「ふれあい広場」などで、情報提供や啓
発活動を充実させるなどして、地域活動の担
い手を広げ、地域での支えあいで安心して暮
らせるまちをめざします。さらに、多文化共生
社会の実現に向け、多言語での情報提供を
行うとともに、校区内での住民の相互理解や
コミュニケーションを深めるまちづくりを進め
ます。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セ
ンターを中心とした相談体
制の充実を図るとともに、
災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

災害時に備えた平常時からの
地域での見守り体制の構築に
向けた説明会、検討会を実施
し地域活動の支援を行った。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

地域の世代間交流事業や安
心安全の取り組みに複数の大
学からのボランティア等の協
力・連携を進めることができ
た。

各地縁団体の高齢化が
著しく、次世代の取り込み
や育成が課題である。

より地域に密着した相談
窓口としての周知・啓発
が必要である。

災害時に備えた、継続的
した取り組みが必要であ
る。

52
多文化共
生の推進

多言語による外国人市民
への相談や情報提供など
を行います。

桂人権コミュニティセンターに
おいて中国語による相談窓口
を開設。

ﾍﾞﾄﾅﾑ語に比べて中国語
の相談件数が少なかっ
た。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。またコミュニティ施設
の充実を検討します。

コミュニティ推進スタッフ以外
の地域拠点職員について、事
務所内で担当者を明確化する
ことにより、地域活動の支援体
制を充実させた。

まちづくり協議会活動につ
いて、広報面での強化の
取り組みが重要である。

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

○ ○ ○

まちづくり協議会の視点

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

○

○ ○

○

○ ○ ○

　防災部局と連携し防災訓
練実子の支援を行なうととも
に、既に避難所運営マニュア
ル等を作成済の先進まち協
から講師を招き、講演会や
ワークショップを開催するな
どの事例研究と啓発活動を
行なった結果、避難所運営
マニュアル作成の機運が高
まりました。

　また通学路を中心とした安
全対策について、小学校や
担当部局と連携して必要な
安全対策を検討・実施した結
果、危険個所を減らすことが
出来、安全・安心のまちづく
りに寄与することができまし
た。

防災 　防犯パトロールでひったくり
や特殊詐欺・交通安全など
に関する啓発を行なったとこ
ろ、地域住民の防犯等の機
運が高まり、当まち協と所轄
警察署との防犯等意見交換
会を行なったところ、多数の
出席があり、意見交換も活
発に行われました。また、隣
接校区と連携することで、効
率的な活動につながりまし
た。

　防犯カメラの設置を行いま
した。設置するにあたり、場
所についての話し合いをす
ることにより、防犯情報につ
いて共有することができまし
た。

　毎年テーマを変えながら小
学校の土曜スクールに合わ
せてまち協としての防災訓練
を行なっています。消防職員
から訓練指導してもらい、ま
ち協で購入している防災備
品を使用しての本番さながら
の訓練を行なったことによ
り、以前よりもさらに防災意
識が高まりました。

・誰もが安全で安心して住み
続けられるまち

○

　防犯における警察との連
携について、活動の支援を
行いました。

　また災害時要配慮者のリ
スト開示未同意者について、
個別訪問により同意を促し、
災害時要配慮者支援体制の
構築に向けた取り組みを進
めることが出来ました。

地域のまちづくり
防災

　防犯パトロールを校歌を流
しながら小学校等の下校時
間に合わせて行っています。
特に子どもたちが犯罪や事
故に巻き込まれないよう啓発
を行なうことで、不審者が減
りました。

　ふれあい喫茶、ふれあい広
場、移動水族館等、地域の
人々のふれあいをテーマとし
た事業をたくさん行なうこと
で、あいさつを交わすことが
多くなるなど、幅広い世代の
住民同士の知り合いが増え
たり、絆が深まり地域活動の
参加者が増加しています。

・地域のふれあいや福祉・健
康のまち



【行政】地域別計画のふりかえり 北山本小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

後期基本計画の内容 地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

まちづくり協議会の視点施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足してい
るとの認識である。地域で
の子育てに係るまちづくり
活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策に
ついて、ご相談に応じてい
く。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保及び地域拠点との連
携や支援手法に課題があ
ると認識している。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

住民どうしの支えあいが
豊かになるために、地域
福祉の担い手となる人材
育成や、学習会などの開
催により住民参加の促進
に取り組みます。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

④地域福
祉とみんな
の健康を推
進するまち

北山本小学校区では、ひとり暮らし高齢者が
参加する食事会や、ひとり暮らし高齢者の見
守りボランティア活動グループの結成のほ
か、地域の若者が主体となった「ふれあい喫
茶」を開催し、子どもから高齢者までふれあえ
る場を提供したり、障がい者の作業所への支
援など地域の活動も活発に行われています。

今後、校区では高齢化が進み、身近な地域
での住民どうしの支えあいや地域活動はます
ます重要になることから、地域と行政が連携
して、情報提供や啓発活動の充実などにより
地域活動の担い手を広げ、地域福祉を推進
するまちをめざします。

また、わがまち推進計画改定に向けた住民
アンケートの結果、健康に関する意識が低
く、健康意識の向上が課題です。今後も地域
と行政が連携し、地域での行事やコミュニティ
を活用し、一人ひとりの健康を地域みんなで
守るまちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

ボランティア団体の高齢
化により、後継者の発掘
が課題です。

【1人あたり公園面積】八
尾市全体：2.89㎡/人　北
山本小学校区：1.74㎡/人

44
きれいなま
ち八尾の実
現

地域での清掃活動などの
美化推進の取り組みを促
進します。

地域での清掃活動などの美化
推進の取り組みを支援しまし
た。

地域での清掃活動をより
活発になるような取り組み
を考察する必要がありま
す。

○

⑤環境にや
さしいまち

北山本小学校区では、地域住民の憩いの場
である公園や緑地などを地域と行政が協力
し、花と緑あふれるやすらぎのまちをめざして
います。

また、憩える空間を維持するために利用者マ
ナーの向上をめざし、地域における啓発活動
を実施するなど、地域全体でさまざまな美化
活動に取り組んでいます。

今後も路上喫煙やペットのフン処理などの利
用者マナーの向上に向けた美化啓発活動を
行い、地域と行政が連携して環境にやさしい
まちづくりを進めていきます。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

公園や緑地を適正に管理
し、安全に憩える空間を
維持します。

公園の清掃や花苗の植え付け
等の美化活動を地域で行って
いただくため、制度のＰＲに努
めました。

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

③子どもが
健やかに育
ち、子育て
のしやすい
まち

北山本小学校区では、少子化や核家族、隣
近所とのつながりの希薄化など、これまでと
比べて子どもや家族を取り巻く状況が大きく
変化しています。

地域で育った子どもたちが、安心して健やか
に育つことのできる地域を作ることが大切で
す。

子どもたちの学校の登下校時に、地域ぐるみ
で交通整理や安全見守りを行うなど、以前か
ら子どもの見守り活動を活発に行っており、
防犯カメラの整備も進めています。また平成
26年度（2014年度）からは、地域で青色防犯
パトロールも実施されています。これからも、
中学校区を活動単位とした地域教育協議会
の活動や放課後子ども教室の活動などを通
じ、地域ぐるみで、より多くの住民・団体の協
力を得ながら、子どもたちがのびのびと遊
び、健やかに育つまちをめざします。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

○ ○

　身近な地域（出張所等）を
拠点としながら、地区組織や
関係機関と連携・協働し、地
域の特性に応じた地域住民
主体の健康コミュニティづくり
に取り組み、地域により近い
出張所等への保健師配置に
よる効果、保健師の役割と
意義等が明らかになりまし
た。

健康づくり 　健康づくりとして、保健師、
高齢者安心センターと連携
し、ノルディックウォークの講
習会を催したところ、非常に
多くの申し込みがあり講習会
を複数回行いました。また、
講習会を受講した方々は
各々でグループを作り自主
的に活動して健康づくりを
行っています。

・地域のふれあいや福祉・健
康のまち

　公園の「新しい使い方の検
討」や、それに伴う「ルール
づくり」などの活動について、
地域や担当部局との協議・
調整を行ないました。また、
今年度ワークショップ等を行
なうことを提案し、実施するこ
ととなりました。

　大阪府の助成金を獲得し
たり、大阪府や担当部局との
調整を行なうなど、地域住民
主体の清掃活動の支援を行
ないました。

地域のまちづくり 　「まちづくりテーブル事業」
で環境についても話し合いを
重ねたことにより、環境美化
の機運が高まり地域清掃の
参加者が増加しました。ま
た、今秋には校区住民すべ
ての居宅が一斉に花を咲か
せる「花いっぱい運動」も予
定しており、現在は器材等の
準備をしています。

・環境にやさしいまち

○

　まち協と小学校と大学と連
携し「こども夢つくり隊」を発
足、ワークショップを毎年行
ない「陶冶の習熟を展開す
る」場と機会を提供すること
により、将来を担う子どもた
ちの地域愛を高めることが
出来ました。

地域のまちづくり
子育て

　防犯パトロールを校歌を流
しながら小学校等の下校時
間に合わせて行っています。
特に子どもたちが犯罪や事
故に巻き込まれないよう啓発
を行うことで、不審者が減り
ました。

　まちづくりテーブル事業で
は、小学校と大学と西郡出
張所が連携し「こども夢つくり
隊」を発足、ワークショップを
毎年行い「陶冶の習熟を展
開する」場と機会を提供する
ことにより、将来を担う子ども
たちの地域愛を育む取り組
みが出来ました。

・子どもが健やかに育ち子育
てのやすいまち



【行政】地域別計画のふりかえり 山本小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

新たな通学路指定に伴う対
策と既に実施しているカラー
化等の老朽化に伴う対策が
生じ、計画的な維持管理と安
全対策が必要です。

限られた財源・人材のなかで
膨大な都市基盤施設の維持
管理を進めていく必要があり
ます。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実します。
またコミュニティ施設の充
実を検討します。

校区まちづくり協議会への支援
を通じて、地域とともにまちづく
りに取り組んだ。

地域特性や課題に応じた事業
をより主体的に展開するために
出張所の機能再編を行い、これ
により人員は減少したが、地域
拠点職員の複数担当制をとる
など、地域に出向くための体制
整備や、新たな事業を提案する
など、初期対応型総合相談等
に対応できる仕組みを構築し
た。

地域に出向くための体制整
備については、４月の人事異
動で窓口担当がいなくなり、
引き続き来られる市民への
説明等に地域拠点職員があ
たる必要があるため、出向き
にくい状況にある。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実につ
いて、住民意識の醸成につ
ながる取り組みのほか、避
難行動要配慮者を意識した
地域活動のより一層の充実
が課題である。

地域子育て支援拠点が全て
の中学校区に整い、市の取
り組みは充足しているとの認
識である。地域での子育てに
係るまちづくり活動における
協力要請があれば、とりうる
支援策について、ご相談に
応じていく。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全育
成の取り組みを進めます。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行い、
青少年健全育成の推進を図っ
た。

地域において、非常に多くの
活動を行っていただいている
ため、各活動に協力していた
だける人材の確保及び地域
拠点との連携や支援手法に
課題があると認識している。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

地域における見守りネット
ワークの整備など、高齢者
の見守り体制を充実しま
す。また、地域包括支援セ
ンターを中心とした高齢者
やその家族に対する相談
体制の充実を図ります。

「高齢者あんしんセンター」を愛
称として、高齢者にわかりやす
い相談支援体制の充実及び地
域のネットワーク構築を推進し
た。

より地域に密着した相談窓
口としての周知・啓発が必要
である。

③誰もが安
心して暮ら
せる災害に
備えのある
まち

山本小学校区では、町会（自治会）単位で自
主防災組織の結成を行うなど、地域住民によ
る防災の取り組みを進めています。災害発生
時への対応は、日ごろからの備えと近隣町会
（自治会）との連携も大切です。市では、住民
の自主的な防災活動が災害被害の軽減に果
たす役割が重要であると位置づけ、自主防
災組織の結成の促進・支援を行っています。
地域と行政が連携して、若い世代の活動へ
の参加を含め、地域での防災に対する取り
組みの充実を進め、災害弱者への支援体制
の確保や避難場所の周知など、誰もが安心
して暮らせる災害に備えのあるまちをめざし
ます。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織の
活動支援などに取り組みま
す。

防災訓練の実施や自主防災組
織の活動支援を行いました。

障がい者（児）が住み慣れ
た地域で生き生きと生活す
るために、防災対策に取り
組みます。

避難行動要支援者名簿に基づ
く同意者リストを地域にお渡しし
ており、平常時の見守り活動等
に活用されている。

通学路を中心とした生活道
路について安全対策と適
切な維持管理に努めます。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対策
を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早期
発見に努めました。

40
生活道路
の整備と維
持

②いくつに
なっても住
み慣れた地
域で暮らせ
るまち

山本小学校区では、地域住民の地域福祉の
取り組みとして、校区内で支援を必要とする
高齢者などを対象に、交流と親睦を深めるた
め、地域住民が主体となって山本集会所や
堤町集会所においてヨガ教室や折り紙教室
などを行っています。また、町会（自治会）単
位においても、お祭りや親睦行事を行ってい
ます。

今後、より一層高齢化が進むことから、高齢
者が安心して歩行できる環境の整備や、集
会所などに行くことが困難な高齢者の見守り
などを含めて、高齢者を支えあうしくみが必
要です。今後、地域と行政が連携して福祉に
ついての情報提供や見守り体制を充実し、い
くつになっても住み慣れた地域で暮らせるま
ちをめざします。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域の中で、住民どうしの
さまざまなふれあい活動や
交流の機会を充実するな
ど、地域福祉活動の充実
のための取り組みを行いま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議会
と連携し、地域の自主的な福祉
活動を支援した。

また、避難行動要支援者名簿
に基づく同意者リストを地域に
お渡ししており、平常時の見守
り活動等に活用されている。

避難所運営に関するマニュ
アル策定が必要と考えてい
ます。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

災害時要配慮者支援体制
の構築に取り組みます。

災害時に備えた平常時からの
地域での見守り体制の構築に
向けた説明会、検討会を実施し
地域活動の支援を行った。

災害時に備えた、継続的した
取り組みが必要である。

16
障がいのあ
る人の自立
支援

避難行動要配慮者を意識し
た地域活動のより一層の充
実が課題である。

48
上水道の
安定供給

防災訓練での応急給水訓
練活動などを通して、災害
時の地域住民による給水
活動や、備蓄水の必要性
を呼びかけ、地域の防災力
強化につなげます。

防災訓練での応急給水訓練活
動などを通して、災害時の地域
住民による給水活動や、備蓄水
の必要性を呼びかけ、地域の
防災力強化につなげました。

大規模災害時には、各地域
で水道局のみでの給水活動
を行うことは極めて困難なた
め、今まで以上に自助の飲
料水の備蓄の必要性を理解
していただく必要がありま
す。

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目標

施策担当課による後期計画の総括

②子どもが健やかに育つま
ち

○

○

まちづくり協議会の視点

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

後期基本計画の内容

①子どもた
ちが健やか
に育つまち

山本小学校区では、青少年育成に特に力を
注いでおり、「夢ネットさくら」のふれ愛フェス
ティバルなど各種団体がさまざまな事業を
行っています。

少子化が進む中、今後も地域ぐるみで子ども
たちを育む取り組みは重要です。子どもたち
が生き生きと過ごし、保護者が安心して子育
てできるように、子育て施策についての情報
提供を充実するとともに、地域と行政が連携
して子どもたちの安全確保や健全育成の取り
組みを進め、子どもたちが健やかに育つまち
をめざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、関
係団体、警察、関係機関と
の連携・協力による防犯へ
の取り組みを進めます。

防犯灯の整備費補助や電気使
用量補助を通じて、地域におけ
る防犯の取り組みを支援したほ
か、出前講座や各種啓発活動
を実施しました。また、八尾市安
全・安心のまちづくり基金を活
用し、地域で活動する団体に助
成金を交付しました。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金を
活用して実施してもらうべき
事業か、当助成金を活用し
てもらうべき事業かを整理す
る必要があると考えていま
す。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの支
援、地域交流事業などを行
います。

引き続き、定期的に親子でつど
い、交流・相談ができる場の提
供ができた。

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　まちづくり協議会が取り組
んでいる防犯カメラの設置支
援、防犯灯およびカーブミ
ラーの不具合、空家の状態
による危険個所など、その他
各種相談に対して担当課と
協力して、地域の安全・安心
なまちづくりに寄与すること
ができました。

　また交番の警察官と連携
し、自治振興委員会の定例
会等で、情報共有する機会
を設け、地域の防犯意識の
向上につなげることができま
した。

地域のまちづくり
子育て

　校区内に防犯カメラを設置
し、地域の防犯対策の充実
を行ないました。

　登下校時の子どもの見守り
については、毎日（長期休暇
を除く平日）取り組んでおり、
隣接する北山本小学校区と
共同実施する青色防犯パト
ロールも実施しました。

　警察と連携し、住民懇談会
時に啓発活動を依頼したり、
青色防犯パトロールを警察と
共同実施するなどして、地域
の防犯意識の向上や安全安
心なまちづくりに寄与できま
した。

　出張所全体で防災マニュア
ルの策定を行い、災害時の
対応力向上につなげること
ができました。避難行動要支
援者名簿に基づく同意者リ
ストを地域にお渡ししており、
平常時の見守り活動等に活
用されおり、安全・安心のま
ちづくりに寄与できました。

防災 　消防署、出張所と連携して
地域の自主防災訓練を実
施、地域の防災力が向上し
ました。

　避難行動要支援者名簿同
意者リストを地域で活用する
ため、地域を６班に分け取り
組んでいる。災害時の対応
策を確立するとともに、平常
時における地域の支え合い
につなげていきます。

地域のまちづくり
相談
子育て

　ふれあい喫茶型サロンを５
カ所で開催しました。

　地域の高齢者を激励する
敬老祝寿式や出張所保健師
の協力で、健康啓発活動を
合わせて実施し、高齢者の
健康や生きがいづくりに寄与
できました。

①高齢者がいつまでもいき
いき暮らせるまち

④安全・安心なまち



【行政】地域別計画のふりかえり 山本小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目標

施策担当課による後期計画の総括 まちづくり協議会の視点後期基本計画の内容

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観光
協会と連携し、八尾の地域
資源を「八尾の魅力」として
発信します。

地域の魅力を季刊誌
「Yaomania」、「八尾探」及び「や
お80″映画祭」に取り入れまし
た。

地域に特化した魅力再発
見・発掘の実施を行い、「八
尾探」コースの設定及び提
供を行うことで、各地域の魅
力を認識していただき、地域
の魅力を向上する必要があ
ります。

地域を跨いだストーリーを見
出し、より楽しんで頂けるプ
ログラムの検討を実施しま
す。

13

校区まちづくり協議会への支援
を通じて、地域とともにまちづく
りに取り組んだ。
地域特性や課題に応じた事業
をより主体的に展開するために
出張所の機能再編を行い、これ
により人員は減少したが、地域
拠点職員の複数担当制をとる
など、地域に出向くための体制
整備や、新たな事業を提案する
など、初期対応型総合相談等
に対応できる仕組みを構築し
た。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

31

スポーツ・
レクリエー
ションの取
り組み

地域に出向くための体制整
備については、４月の人事異
動で窓口担当がいなくなり、
引き続き来られる市民への
説明等に地域拠点職員があ
たる必要があるため、出向き
にくい状況にある。

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづくり
の担い手となるよう支援し
ます。

出張所管内のまちづくり協議会
の会長が情報共有、意見交換
を行うラウンドテーブルを開催し
た。

出された意見の調整や情報
発信の方法について、出張
所の関わり方を模索中。

⑤健康を促
進するまち

山本小学校区では、地域の集会所を活用し、
自主的に健康づくりを目標とした活動を行っ
ている地域住民のグループが複数あり、健康
ヨガ体操や、コーラスなどの活動を定期的に
行っています。

しかし、小学校区内の一部地域に限られた活
動であったり、町会単位で異なった活動を
行っていることから、参加者や活動の広がり
が限定されています。

今後は、地域の各種団体と行政が連携し、活
動グループとの情報交換などを行いながら老
若男女を問わず多くの方に活動に参加して
いただき、いつまでもこの地域で健康に暮ら
せるまちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を支
援する中で、地域の健康コ
ミュニティの構築と健康文
化の醸成に取り組みます。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普及促
進。

④住民同
士の絆をつ
むいでいく
まち

山本小学校区では、人と人のつながりを大切
にする取り組みが多数行われており、盆踊り
大会や市民スポーツ祭などが開催されてい
ます。特に地区にあるほとんどの集会所でふ
れあい喫茶が開催されており、地域住民の
ふれあいの場所として、多くの方に親しまれ
ています。

また、この校区内を流れる玉串川の桜並木
は「大阪みどりの百選」にも選ばれ、市を代表
する名所の一つで、市民の憩いの場である
貴重な自然的資源です。毎年春には桜並木
を活用した行事が開催されています。

今後も地域資源を活かしながら、住民どうし
の絆を育む取り組みを進めます。

市民スポーツ祭の他、地域
住民が主体的に開催するス
ポーツの振興と住民が参加
しやすい教室の開催を地域
拠点やスポーツ推進委員な
ど関係団体と連携した取組
みが一層求められていま
す。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

玉串川の桜並木の良好な
景観を市民の財産として永
続的に保つよう、再生・保
全に向けた取り組みを進め
ます。

さくらの植え替えを実施しまし
た。

【1人あたり公園面積】八尾市
全体：2.89㎡/人　山本小学
校区：0.61㎡/人

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実につ
いて、住民意識の醸成につ
ながる取り組みのほか、避
難行動要配慮者を意識した
地域活動のより一層の充実
が課題である。

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充実
の支援に取り組みます。

（社福）八尾市社会福祉協議会
と連携し、地域の自主的な福祉
活動を支援した。

また、避難行動要支援者名簿
に基づく同意者リストを地域に
お渡ししており、平常時の見守
り活動等に活用されている。

スポーツを通じた市民の親
睦・健康増進に取り組みま
す。

山本地区住民の体力向上、地
域の親睦を深めるため、市民ス
ポーツ祭の開催を行い、例年１
０００人を超える住民が参加しま
した。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実します。
またコミュニティ施設の充
実を検討します。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　医療機関の協力を得なが
ら、保健師による講習および
出張健診がんプラスを実施
したことにより、健康意識を
向上することができました。

健康づくり
地域のまちづくり

　医療機関の協力を得なが
ら、保健師による講習および
出張健診がんプラスを実施
しました。

　避難行動要支援者名簿同
意者リストを地域で活用する
ため、地域を６班に分け取り
組んでいる。災害時の対応
策を確立するとともに、平常
時における地域の支え合い
につなげていきます。

　情報誌「まげっぱ」を発行し
ました。若い世代にも、校区
まちづくり協議会の活動を
知ってもらうため、情報発信
に取り組みました。

　地区住民の体力向上、地
域の親睦を深めるため、市
民スポーツ祭を開催し、、毎
年１０００人を超える住民が
参加しました。

　地域資源「玉串川の桜」を
テーマにした、桜まつりを開
催しました。
　
　山本出張所管内の６校区
まちづくり協議会によるコミセ
ンラウンドテーブルを実施。
情報共有を図りました。

　過去に途絶えていた盆踊り
大会を、まちづくり協議会発
足時に復活させたことによ
り、地域における交流が深ま
りました。

地域のまちづくり
健康づくり
その他

③住民同士の絆をつむいで
いくまち



【行政】地域別計画のふりかえり 上之島小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点

八尾市安全・安心のまちづく
り基金等を活用し、地域の見
守り等を実施しました。

　交通安全教室を実施し啓
発等を行い、交通事故防止
に努めました。

　こどもの数が減少するな
か、放課後こども教室、こど
も会連合会が、それぞれ校
庭キャンプを実施しました
（上之島小学校）。

　啓発事業への参加、住民
懇談会の実施、放課後子ど
も教室の実施等にかかる依
頼を行い、青少年健全育成
の推進を図りました。

　主任児童委員を中心とし
て、子育て支援ひろば、「は
とぽっぽ」を実施しました。

①いくつになっても安心・安
全に暮らせるまち

　あなたのまちの健康相談を
実施するとともに、敬老のつ
どい等地域イベントでの啓発
活動を行うことで、健康に対
する意識の向上に資するこ
とができた。
　
　まちづくり協議会主催の各
種行事に参加し、実施支援
を行うことで、地域と地域拠
点職員とのつながりが深まっ
た。

　また地域特性や課題に応
じた事業をより主体的に展開
するために出張所の機能再
編を行い、これにより人員は
減少したが、地域拠点職員
の複数担当制をとるなど、地
域に出向くための体制整備
や、新たな事業を提案するな
ど、初期対応型総合相談等
に対応できる仕組みを構築
したことにより、地域のまち
づくり活動の推進に寄与する
ことができました。

地域のまちづくり
健康づくり
その他

　避難行動要支援者名簿
（同意者リスト）を地域で活用
するため、上之島地域支え
あい会議を立ち上げました。
実態を把握し、災害時の対
応策を確立するとともに、平
常時における地域の支え合
いにつなげました。

　八尾市安全・安心のまちづ
くり基金等を活用し、地域の
見守り等を実施しました。

　山本出張所管内の６校区
まちづくり協議会によるコミセ
ンラウンドテーブルを実施。
情報共有を図りました。

　「高齢者あんしんセンター」
の職員を講師に招き、すい
相談支援体制の充実及び地
域のネットワーク構築を推進
しました。

①いくつになっても安心・安
全に暮らせるまち

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

　まちづくり協議会が取り組
んでいる防犯カメラの設置支
援、防犯灯およびカーブミ
ラーの不具合、空家の状態
による危険個所など、その他
各種相談に対して担当課と
協力して、地域の安全・安心
なまちづくりに寄与すること
ができました。

　また警察と連携し、住民懇
談会時に啓発活動を依頼し
たり、青色防犯パトロールを
警察と共同実施するなどし
て、地域の防犯意識の向上
や安全安心なまちづくりに寄
与できました。

　また放課後こども教室、こ
ども会連合会が主催した、各
校庭キャンプをに参加。市の
ブログに掲載することで、異
学年が共に過ごし学び合う、
こども会の魅力を伝えること
ができました。

地域のまちづくり
子育て

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

わがまち推進計画の目
標

地域拠点の視点

市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

出張所管内のまちづくり協議
会の会長が情報共有、意見交
換を行うラウンドテーブルを開
催した。

出された意見の調整や情報
発信の方法について、出張
所の関わり方を模索中。

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

②いくつに
なっても誰
もが安心し
て暮らしや
すいまち

上之島小学校区では、地域住民が主体と
なって高齢者の給食会などの活動を行ってい
ますが、急速に高齢化が進む中で住み慣れ
た地域で健康に生活できるようにするには、
今後も地域全体で高齢者を見守り支えあうし
くみや、高齢者の交流の場づくり、健康づくり
のための地域活動の拠点の充実が必要で
す。また、通学路を中心とした安全対策や歩
道のバリアフリー化等、誰もが安心してまち
に出られる歩行環境の整備も必要となってい
ます。情報の共有をはじめ、地域と行政が連
携して、いくつになっても誰もが安心して暮ら
しやすいまちをめざします。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

校区まちづくり協議会への支
援を通じて、地域とともにまち
づくりに取り組んだ。

地域特性や課題に応じた事業
をより主体的に展開するため
に出張所の機能再編を行い、
これにより人員は減少したが、
地域拠点職員の複数担当制を
とるなど、地域に出向くための
体制整備や、新たな事業を提
案するなど、初期対応型総合
相談等に対応できる仕組みを
構築した。

地域に出向くための体制整
備については、４月の人事
異動で窓口担当がいなくな
り、引き続き来られる市民へ
の説明等に地域拠点職員が
あたる必要があるため、出
向きにくい状況にある。

55

地域子育て支援拠点が全て
の中学校区に整い、市の取
り組みは充足しているとの認
識である。地域での子育て
に係るまちづくり活動におけ
る協力要請があれば、とりう
る支援策について、ご相談
に応じていく。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

より地域に密着した相談窓
口としての周知・啓発が必要
である。

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理に努めま
す。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施した。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めた。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多くの
活動を行っていただいている
ため、各活動に協力していた
だける人材の確保及び地域
拠点との連携や支援手法に
課題があると認識している。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

地域における見守りネット
ワークの整備など、高齢
者の見守り体制を充実し
ます。また、地域包括支
援センターを中心とした高
齢者やその家族に対する
相談体制の充実を図りま
す。

健康まちづくり宣言の普及促
進。

新たな通学路指定に伴う対
策と既に実施しているカラー
化等の老朽化に伴う対策が
生じ、計画的な維持管理と
安全対策が必要です。

限られた財源・人材のなかで
膨大な都市基盤施設の維持
管理を進めていく必要があり
ます。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

地域の中で住民どうしの
さまざまなふれあい活動
や交流の機会を充実する
など、地域福祉活動の充
実のための取り組みを行
います。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

また、避難行動要支援者名簿
に基づく同意者リストを地域に
お渡ししており、平常時の見守
り活動等に活用されている。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実につ
いて、住民意識の醸成につ
ながる取り組みのほか、避
難行動要配慮者を意識した
地域活動のより一層の充実
が課題である。

14

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

①子どもた
ちが健やか
に育つまち

上之島小学校区では、青少年育成に特に力
を注いでおり、「夢ネットさくら」のふれ愛フェ
スティバルなど各種団体がさまざまな事業を
行っています。犯罪や交通事故から子どもた
ちを守る取り組みや子どもたちが安心して遊
べる場づくりなども含めて、より多くの住民の
参加・協力を得ながら、地域と行政が連携し
て子どもたちの健全育成の取り組みを進め、
子どもたちが健やかに育つまちをめざしま
す。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金を
活用して実施してもらうべき
事業か、当助成金を活用し
てもらうべき事業かを整理す
る必要があると考えていま
す。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察・地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

保護者や高齢者等の参画を
促すことが必要です。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。



【行政】地域別計画のふりかえり 上之島小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

地域拠点の視点後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

その他 ③産業・商業が活力あるまち

　避難行動要支援者名簿に
基づく同意者リストを活用
し、平常時の見守り活動等を
行いました。

　避難行動要支援者名簿同
意者リストを地域で活用する
ため、上之島地域支えあい
会議を立ち上げました。実態
を把握し、災害時の対応策
を確立するとともに、平常時
における地域の支え合いに
つなげました。

①いくつになっても安心・安
全に暮らせるまち

○ ○

　出張所全体での防災マ
ニュアルの策定を行い、災害
時の対応力向上につなげる
ことができました。

　また災害時要配慮者同意
者リストにもとづき、地域見
守り隊を結成等への支援を
行い、町会組織を中心とした
活動を行うことができ、地域
の安全・安心の取り組みを推
進することができました。

防災

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

④ものづく
りによる活
力のあるま
ち

上之島小学校区には、工業地域・準工業地
域があり、市内でも有数の工業集積地が存
在します。この市内有数の工業集積は、本市
のものづくりの原動力であり、これからも地域
と事業者、行政が連携し、良好な操業環境を
進め、ものづくりによる活力のあるまちをめざ
します。

33

世界に誇る
ものづくり
の振興と発
信

工場立地支援制度を活用
し、工場集積の維持・発
展に取り組みます。

「ものづくりのまち・八尾」
のブランドを戦略的に発
信します。

小学校で小さなロボット博を実
施し、地域住民にも開放するこ
とにより、子どもたちのものづく
りに対する関心を喚起するとと
もに、地元企業に対する理解
を深める取り組みを実施した。

避難行動要配慮者を意識し
た地域活動のより一層の充
実が課題である。

48
上水道の
安定供給

防災訓練での応急給水訓
練活動などを通して、災
害時の地域住民による給
水活動や、備蓄水の必要
性を呼びかけ、地域の防
災力強化につなげます。

防災訓練での応急給水訓練活
動などを通して、災害時の地
域住民による給水活動や、備
蓄水の必要性を呼びかけ、地
域の防災力強化につなげまし
た。また、当地区においては耐
震性緊急貯水槽を用いて住民
による給水活動が行えるよう
訓練を行いました。

大規模災害時には、各地域
で水道局のみでの給水活動
を行うことは極めて困難なた
め、今まで以上に自助の飲
料水の備蓄の必要性を理解
していただく必要がありま
す。

引き続き地元企業に対する
理解を深める取り組み（工場
見学等）を進める必要があ
る。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

16
障がいのあ
る人の自立
支援

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難行動要支援者名簿に基づ
く同意者リストを地域にお渡し
しており、平常時の見守り活動
等に活用されている。

○ ○

③誰もが安
心して暮ら
せる災害に
備えのある
まち

上之島小学校区では、町会（自治会）単位で
自主防災組織の結成を行うなど、地域住民
による防災の取り組みを進めています。災害
発生時への対応は、日ごろからの備えと近隣
町会（自治会）との連携も大切です。市では、
住民の自主的な防災活動が災害被害の軽
減に果たす役割が重要であると位置づけ、自
主防災組織の結成の促進・支援を行っていま
す。地域と行政が連携して、若い世代の活動
への参加を含め、地域での防災に対する取
り組みの充実を進め、災害弱者への支援体
制の確保や避難場所の周知など、誰もが安
心して暮らせる災害に備えのあるまちをめざ
します。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

障がい者（児）が住み慣
れた地域で生き生きと生
活するために、防災対策
に取り組みます。

避難所運営に関するマニュ
アル策定が必要と考えてい
ます。

避難行動要支援者名簿に基づ
く同意者リストを地域に提供し
ており、平常時の見守り活動
等に活用されている。

災害時に備えた、継続的し
た取り組みが必要である。



【行政】地域別計画のふりかえり 高美小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点 まち協

まちづくり協議会の視点

・ふれあい喫茶が平成28年
度、フェスタ高美が平成29年
度からの新規事業であり、企
画の段階から関係部局・機
関との調整や、交付金を活
用できる部分の検討などの
支援を行い、無事実施するこ
とができました。

・地域のまちづくり ・「昔の遊び」交流会を行い
ました。地域高齢者と小学生
1年生がこま回しなどの昔遊
びを通じて交流を図り、お互
いの顔が見える関係が築け
ました。

・世代間交流ニュースポーツ
の集いを行いました。ニュー
スポーツを通じて、子どもか
ら高齢者までの幅広い層の
住民が交流を図れました。

・フェスタ高美やふれあいま
つり(中学校区で開催)を行
い、地域の大人と子どもたち
との交流を図りました。

③世代間交流を広げ活気の
あるまち
④地域の伝統や文化を生か
した活動の輪
⑤子どもや若者の活動を推
進する

・従前から行っている校区ま
ちづくり協議会主催の防災
訓練(防災備品の稼働確認
や避難所体験、避難所運営
ゲーム（ＨＵＧ）)の支援に加
え、校区内の町会単位の自
主防災組織が長年実施して
きた防災訓練も校区まちづく
り協議会の防災訓練として
位置づけ、当該町会が長年
培って来られた先進的なノウ
ハウを、多くの校区住民に共
有を図ることができました。

・地域のまちづくり
・防災

・防犯、防火パトロールを行
いました。公園内で発生した
不審火等、地域で課題となっ
ているスポットに重点を置
き、パトロールすることで地
域の防犯力の向上が図られ
ました。

・防犯カメラの設置を行いま
した。従前から課題が発生し
ているスポットに設置し、地
域内における不法行為発生
の抑止力向上を図りました。

・登校中の児童・生徒に対し
て声かけ・あいさつ運動と見
守り活動を行いました。活動
中は子どもたちが大きな事
件・事故に巻き込まれること
はありませんでした。

・防災訓練を実施しました。
防災備品の稼働確認や避難
所体験、避難所運営ゲーム
（ＨＵＧ）など様々な視点に基
づく訓練を行い、有事の際、
どのようにの行動をとるべき
かという意識が根付いてきま
した。

・防災研修を行いました。阪
神・淡路大震災関連施設の
視察や、避難所運営ゲーム
（ＨＵＧ）の結果を踏まえた意
見交換をすることで、本校区
における有事の際の避難所
運営のイメージが共有できま
した。

①地域ぐるみで作る安全・安
心のまち

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

○

○22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保に課題があると認識
している。

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活
道路について安全対策を
施し、適正な維持管理に
つとめます。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施した。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めた。

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施している
カラー化等の老朽化に伴
う対策が生じ、計画的な
維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のな
かで膨大な都市基盤施設
の維持管理を進めていく
必要があります。

○ ○

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

②子どもた
ちが健やか
に育つまち

高美小学校区では、地域の団体が連携して
子育て支援のための教室を開くなどの活動
や、青少年の健全育成のための住民懇談会
の開催や子どもたちの安全確保の取り組み
として、通学時の声かけ運動など多面的な住
民活動を展開しています。また、放課後子ど
も教室を運営するなど、地域ぐるみで子ども
たちを育む活動を行っています。

高美地区福祉委員会では、小学校１年生と
世代間交流を行っており、交流会ではこま回
しや昔遊びでのカルタ取りなどが行われてい
ます。子どもたちからはピアニカの演奏のプ
レゼントが贈られます。今後も、地域と行政
が連携し、子どもたちが健やかに育つまちを
めざします。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

①誰もが安
心・安全に
暮らせるま
ち

高美小学校区には府道八尾道明寺線が南
北に縦断し、府道大阪港八尾線が東西に横
断しています。これらの道路は、交通利便性
を高めている一方で、飲食店や量販店など
の店舗の増加により、駐車場などからの車の
出入りが増え、歩行者、自転車利用者の安
全が脅かされることもあり、これらの道路が
混雑する時間帯は、通学時間帯とも重なるの
で、子どもたちにとっては危険です。地域で
は、子どもたちが事故に巻き込まれないよう
に見守る取り組みが行われています。

また、大規模災害の発生に備えた取り組みと
しては、高美小学校区まちづくり協議会が、
防災倉庫の備品の状態確認や、避難所での
宿泊体験を行う避難所体験訓練を実施して
います。

今後、子どもたちをはじめとする歩行者の通
行の安全確保や防災活動について、地域と
行政が連携して取り組んでいくことにより、誰
もが安心・安全に暮らせるまちをめざします。

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足してい
るとの認識である。地域で
の子育てに係るまちづくり
活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策に
ついて、ご相談に応じてい
く。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。

5

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

○

○ ○ ○

○ ○ ○



【行政】地域別計画のふりかえり 高美小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点 まち協

まちづくり協議会の視点地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

・ふれあい喫茶「高美」を行
いました。フェスタ高美など
他の行事の日に併せて開催
したり、町会の集会所への出
張やニュースポーツの併設、
バルーンアート等のアトラク
ションも交えることにより、高
齢者のみならず、親子の参
加者も一定呼び込むことに
より、世代間交流も図れまし
た。

・健康・生きがい講座を行い
ました。校区住民のニーズを
とらえ、より多くの参加者の
増加を図れる内容を企画す
ることにより、地域高齢者の
健康志向が上昇しました。

②高齢者や障がい者の自立
を支援するまち

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

・校区まちづくり協議会が「健
康・生きがい講座」を行うに
あたり、人権コミセンの保健
師が講師と地域との顔つな
ぎを行ったり、あるいは自身
が講師となり、地域が円滑に
事業を進めることができまし
た。

・健康相談について、人権コ
ミセン内において「あなたの
まちの健康相談」を行うとと
もに、「健康・生きがい講座」
「ふれあい喫茶」等の行事に
出向いて、健康に関する悩
み事があれば気軽に人権コ
ミセンに相談に来ていただき
たい旨のＰＲをし、地域の皆
様から身近な場所で相談を
聞いてもらえるという安心感
を感じてもらうことができまし
た。

・地域のまちづくり
・健康づくり
・相談

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

新規事業(ふれあい喫茶等)の
立ち上げに際し、無事開始で
きるよう、適切な支援を行っ
た。

地域活動の参加者及び
担い手（特に若い世代に
向けた）を増やす取り組
みを引き続き支援していく
必要がある。

健康相談、健康教育の実施
地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

地域がＮＰＯ団体の協力を得
ながら、外国人住民との共生
推進を図った。

他の活動分野のＮＰＯ団
体等市民活動団体との連
携強化のため、地域への
積極的な情報提供や支援
に取り組む必要がある。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

安中人権コミュニティセンター
においてベトナム語による相
談窓口を開設。

医療通訳をはじめ、対応
に困難を伴う内容が増え
る傾向にあります。

48
上水道の
安定供給

防災訓練での応急給水訓
練活動などを通して、災
害時の地域住民による給
水活動や、備蓄水の必要
性を呼びかけ、地域の防
災力強化につなげます。

防災訓練での応急給水訓練活
動などを通して、災害時の地
域住民による給水活動や、備
蓄水の必要性を呼びかけ、地
域の防災力強化につなげた。

大規模災害時には、各地
域で水道局のみでの給水
活動を行うことは極めて
困難なため、今まで以上
に自助の飲料水の備蓄
の必要性を理解していた
だく必要があります。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

災害時に備えた平常時からの
地域での見守り体制の構築に
向けた説明会、検討会を実施
し地域活動の支援を行った。

より地域に密着した相談
窓口としての周知・啓発
が必要である。

災害時に備えた、継続的
した取り組みが必要であ
る。

16
障がいのあ
る人の自立
支援

障がい者（児）が住み慣
れた地域で生き生きと生
活するために、防災対策
に取り組みます。

避難行動要支援者名簿に基づ
く同意者リストを地域で活用し
ていただくよう、地域への説明
を行った。

平常時の見守り活動等を
実施していただくよう、地
域拠点と協力のうえ、説
明会等を実施する必要が
ある。

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

また、避難行動要支援者名簿
に基づく同意者リストを地域で
活用していただくよう、地域へ
の説明を行った。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みのほ
か、平常時の見守り活動
等を実施していただくよ
う、地域拠点と協力のう
え、説明会等を実施する
必要がある。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

③誰もが住
み慣れた地
域で生き生
きと暮らし
続けること
ができるま
ち

高美小学校区では、地区福祉委員会、高齢
クラブ、一人暮らし高齢者の会などが一体と
なって、一人暮らし高齢者が孤立しないよう
に、小地域ネットワーク活動に取り組み、給
食サービスの実施やいきいきサロンの開催
など高齢化の進む中でのまちづくりに努力し
ています。

今後、高齢化が進み、これまで以上に、身近
な地域で支えあう地域活動は重要になってき
ます。特に、災害発生など緊急のときには、
一人暮らしの高齢者などを地域で支えていく
必要があり、日ごろから地域で見守っていくこ
とが必要です。一方、町会加入率の低下や
活動拠点の不足などの課題が見られ、地域
住民どうしのつながりでの対応に限界もあり
ます。

また、この校区には、多くの外国人市民が暮
らしており、外国人相談など行政によるサ
ポートとともに、地域でも住民の相互理解や
コミュニケーションを深め、多文化共生社会
の実現をめざすとともに、地域と行政などが
連携、情報共有することにより、誰もが地域
で健康で生き生きと暮らし続けることができる
まちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セ
ンターを中心とした相談体
制の充実を図るとともに、
災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

52
多文化共
生の推進

多言語による外国人市民
への相談や情報提供など
を行います。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。



【行政】地域別計画のふりかえり 高美南小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

　登校中の児童・生徒に対し
て声かけ・あいさつ運動と見
守り活動を行いました。活動
中は子どもたちが大きな事
件・事故に巻き込まれること
はありませんでした。

　ふれあいまつり(中学校区
で開催)を行い、地域の大人
と子どもたちとの交流を図り
ました。

　ふれあい農園を行いまし
た。小学校敷地内の農園で
地域の大人と児童が野菜の
栽培をし、大人と児童のお互
いの顔が見える関係が築け
ました。

　防犯カメラの設置・維持管
理を行いました。地域の課題
が発生しているスポットに設
置し、地域の犯罪抑止力の
向上を図りました。

　健康・生きがい講座を行い
ました。校区住民のニーズを
とらえ、より多くの参加者の
増加を図れる内容を企画す
ることにより、地域高齢者の
健康志向が上昇しました。

①誰もが「安心」して暮らせ、
「住み続けたい」と思えるまち
②誰もが「いきがい」をもって
暮らせるまち

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

　校区まちづくり協議会が
「健康・生きがい講座」を行う
にあたり、人権コミセンの保
健師が講師と地域との顔つ
なぎを行ったり、あるいは自
身が講師となり、地域が円滑
に事業を進めることができま
した。

　健康相談について、人権コ
ミセン内において「あなたの
まちの健康相談」を行うとと
もに、「健康・生きがい講座」
「高齢者給食サービス」等の
行事に出向いて、健康に関
する悩み事があれば気軽に
人権コミセンに相談に来てい
ただきたい旨のＰＲをし、地
域の皆様から身近な場所で
相談を聞いてもらえるという
安心感を感じてもらうことが
できました。

　避難行動要支援者名簿を
活用して、本人権コミセンと
しては情報提供同意者を対
象に、日常生活において困
難を抱えていないか、地域
や社会から孤立していない
か等を把握し、必要に応じて
活用できるサービスや支援
内容を個別に検討するため
の「つながり調査」を実施しま
した。

・地域のまちづくり
・健康づくり
・相談

○ ○ ○

○ ○

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

また、避難行動要支援者名簿
に基づく同意者リストを地域で
活用していただくよう、地域へ
の説明を行った。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みのほ
か、平常時の見守り活動
等を実施していただくよ
う、地域拠点と協力のう
え、説明会等を実施する
必要がある。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保及び地域拠点との連
携や支援手法に課題があ
ると認識している。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足してい
るとの認識である。地域で
の子育てに係るまちづくり
活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策に
ついて、ご相談に応じてい
く。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

まちづくり協議会の視点後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

①子どもた
ちが健やか
に育ち、地
域での支え
あいができ
るまち

高美南小学校区では、小学校前での「あいさ
つ運動」や子どもたちの安全の取り組みをは
じめ、高美中学校区内の教育機関、PTAなど
が参画した地域教育協議会が中心となって、
ふれあい祭りや子育て支援講座、人権講座
などを開催するなどして、地域ぐるみで子ども
たちを育むさまざまな活動を活発に行ってい
ます。今後も、地域と行政が連携し、子どもた
ちが健やかに育つまち、のびのびと遊べるま
ちをめざします。

また、この小学校区では、一人暮らし高齢者
の給食サービスなどの小地域ネットワーク活
動を行っており、住民どうしの支えあいも自発
的に行っており、地域と地域内施設、行政と
の連携による健康講座の実施などもしてお
り、誰もが住み慣れた地域で健やかに安心し
て暮らせ、支えあいができるまちをめざしま
す。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。



【行政】地域別計画のふりかえり 高美南小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

まちづくり協議会の視点後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

　伝統・文化継承もちつき大
会を行いました。もちつきの
みならず、昔遊び等も通じて
伝統・文化の継承と世代間
交流を図りました。

③「子育て」「親育て」を見守
り、支援できるまち

　校区まちづくり協議会で任
命した高齢者見守り推進員
との連携を行いました。高齢
者見守り推進員が日常生活
や地域行事等の中で課題を
抱えた高齢者を発見された
場合、人権コミセンに連絡し
てもらい、適切な支援に繋い
だケースがありました。

　人権コミセンにおいて一般
教養・パソコン講座を開催し
ました。また、フィリピン舞踊
や韓国料理などの多文化理
解講座も実施しました。

・地域のまちづくり
・相談
・生涯学習

　校区まちづくり協議会で任
命した高齢者見守り推進員
が地域高齢者への見守り活
動を行いました。日常生活や
地域行事等の中で課題を抱
えた高齢者を発見した場合、
人権コミセンに連絡し、適切
な支援に繋がったケースが
ありました。

　やすなか卓球部を行いまし
た。人権コミセンにおいて卓
球台やニュースポーツの
コーナーを開放し、校区住民
の交流の場と居場所づくりを
行いました。
　
　従前から災害時の避難弱
者の方々への避難誘導を想
定した防災訓練をしてきたの
に加え、平成28年度には校
区内の外国人市民とともに
防災訓練をし、有事の際にと
るべき行動の意識共有を図
りました。

②誰もが「いきがい」をもって
暮らせるまち
③「子育て」「親育て」を見守
り、支援できるまち
④人権感覚豊かなまち
⑤防災・減災を考えるまち

　施設長連絡会主催で地域
内施設の新転任職員を対象
とした、地域の歴史等を学ぶ
研修会を地域住民の協力の
もと、実施したことや、市制
施行70周年記念事業の一環
として、「八尾の歴史を知る
講演会」を実施し、地域の歴
史を再発見・発信することが
できました。

・生涯学習

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

地域に特化した魅力再発
見・発掘の実施を行い、
「八尾探」コースの設定及
び提供を行うことで、各地
域の魅力を認識していた
だき、地域の魅力を向上
する必要があります。

地域を跨いだストーリーを
見出し、より楽しんで頂け
るプログラムの検討を実
施します。

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。

○

医療通訳をはじめ、対応
に困難を伴う内容が増え
る傾向にあります。

地域活動の参加者及び
担い手（特に若い世代に
向けた）を増やす取り組
みを引き続き支援していく
必要がある。

他の活動分野のＮＰＯ団
体等市民活動団体との連
携強化のため、地域への
積極的な情報提供や支援
に取り組む必要がある。

各地区で開催される講座
は、絵画や陶芸など趣味
の分野での自己学習が中
心ですが、今後は、地域
や市民の日常生活におけ
る課題解決に寄与する学
習の充実化にも努めると
ともに、学んだことを地域
社会に還元する機会の創
出を一層図ることが必要
です。

ボランティア団体の高齢
化により、後継者の発掘
が課題です。

【1人あたり公園面積】八
尾市全体：2.89㎡/人　高
美南小学校区：3.35㎡/人

○

○ ○

③地域の
歴史に学び
魅力を発信
するまち

高美南小学校区は、八尾街道、矢作神社な
どがあり、歴史のある地域です。

また、長く人権や平和に関する活動に取り組
んできた歴史があります。かつては、マッチ
製造や膠製造、またブラシに使う豚毛の精毛
などの地場産業がありました。地域の伝統文
化や暮らしを支えた産業など、地域の歴史に
対する理解を深めることを目的に高美南小学
校内に「歴史資料室」が設けられ、子どもたち
の学習を通じて、また校区の内外の人たちに
対して、地域の文化・歴史を継承・発信してい
くなど、地域のつながりや地域の歴史やあゆ
みを再発見・発信する取り組みを行っていま
す。

地域の先人による足跡を風化させることなく、
今後も地域の歴史・資源を継承し、一人ひと
りの人権が尊重されるとともに、地域の歴史
に学び魅力を発信するまちをめざします。

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観
光協会と連携し、八尾の
地域資源を「八尾の魅力」
として発信します。

地域の魅力を季刊誌
「Yaomania」、「八尾探」及び
「やお80″映画祭」に取り入れ
ました。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

地域の高齢者支援事業と地域
拠点が連携し、課題を有する
高齢者への適切な支援に繋げ
た。

②誰もが心
豊かに安心
して暮らせ
るまち

高美南小学校区には、安中人権コミュニティ
センター、安中老人福祉センター、障害者総
合福祉センター、安中青少年会館、青少年運
動広場などのさまざまな施設があり、それら
の施設を中心に各年齢階層が参加できる講
座や催し、識字教室や日本語教室も開催さ
れています。

また、地域と地域内施設、行政との連携によ
り、災害時の避難弱者の方々への避難誘導
を想定した防災訓練の実施や、校区に数多く
暮らしている外国人市民のための相談体制
の充実も進めています。

地域と行政が連携しながら、身近な公共施設
や公園などの施設を活用して地域住民が生
涯を通じた学習やスポーツ・レクリエーション
活動、防災活動ができ、地域内施設の多くに
相談体制があるなどの利点を活かした、誰も
が心豊かに安心して暮らせるまちづくりをめ
ざします。

安中人権コミュニティセンター
においてベトナム語による相
談窓口を開設。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

ＮＰＯ団体と校区まちづくり協
議会が協働して、多文化共生
社会推進のための取り組みを
検討し、実施した。

地区生涯学習推進事業とし
て、コミセン運営協議会に委託
し、各コミセンで講座や現代的
課題講座を開催しました。

公園や緑地を適正に管理
し、安全に憩える空間を
維持します。

公園の清掃や花苗の植え付け
等の美化活動を地域で行って
いただくため、制度のＰＲに努
めました。

28
生涯学習
の取り組み

一人ひとりがニーズに応
じて学べる環境を整備し
ます。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

52
多文化共
生の推進

多言語による外国人市民
への相談や情報提供など
を行います。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

災害時に備えた平常時からの
地域での見守り体制の構築に
向けた説明会、検討会を実施
し地域活動の支援を行った。

災害時に備えた、継続的
した取り組みが必要であ
る。

16
障がいのあ
る人の自立
支援

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

高美南小学校区まちづくり協
議会主催の防災訓練に障害
者総合福祉センターを運営す
る指定管理者が参画し、地域
交流を深めた。また、避難行動
要支援者名簿に基づく同意者
リストを地域で活用していただ
くよう、地域への説明を行っ
た。

平常時の見守り活動等を
実施していただくよう、地
域拠点と協力のうえ、説
明会等を実施する必要が
ある。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

障がい者（児）が住み慣
れた地域で生き生きと生
活するために、防災対策
に取り組みます。



【行政】地域別計画のふりかえり 曙川小学校区

施策担当課自身に対
して

地域拠点に関して まち協に関して

まちづくり協議会の視点後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

①世代を越
えた取り組
みを推進
し、住んで
よかったと
思えるふれ
あいの多い
まち

曙川小学校区では、地域住民が主体となっ
て、子育て支援の活動や高齢者の交流事業
などの取り組みを活発に行っています。これ
らの活動を続けていくためには、より多くの地
域住民が参画し、地域の各団体がさらに連
携することや、新規事業のPRの充実など、活
動をサポートするしくみづくりが検討課題とし
てあげられます。これからも、多くの世代が、
この小学校区に「住んでみたい、住み続けた
い」と思え、また、誰もが孤立せずに、支えあ
い、健康で生き生きと暮らせるよう、地域と行
政が連携して、地域活動が活発で、住んでよ
かったと思えるふれあいのある住み続けたい
まちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

健康相談、健康教育の実施
地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足してい
るとの認識である。地域で
の子育てに係るまちづくり
活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策に
ついて、ご相談に応じてい
く。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

コミュニティ推進スタッフ以外
の地域拠点職員について、業
務分担を見直すことによって、
地域活動の支援体制を充実さ
せた。

地域活動の参加者及び
担い手（特に若い世代に
向けた）を増やす取り組
みを引き続き支援していく
必要がある。

地区生涯学習推進事業とし
て、コミセン運営協議会に委託
し、各コミセンで講座や現代的
課題講座を開催しました。

コミセンを中心とした生涯学習
活動やコミュニティ醸成事業に
おいて、地域の福祉施設や大
学等と連携した事業活動を積
極的に推し進めることができ
た。

市民活動団体と地域が共
にまちづくりの活動を取り
組めるように支援していく
必要がある。

②みんなが
集い、学
び、活躍で
きるまち

曙川小学校区では、さまざまな活動や行事を
通じて、地域でのつながりの大切さを実感で
きるよう、町会（自治会）への加入や地域活
動への参画につながる取り組みを行っていま
す。地域活動の情報を共有しながら、校区内
の人と人とのつながりを広げ、地域と行政が
連携し、みんなが集い、学び、活躍できるま
ちをめざします。

28
生涯学習
の取り組み

身近な地域拠点であるコ
ミュニティセンターにおい
て生涯学習の場を提供し
ます。

各地区で開催される講座
は、絵画や陶芸など趣味
の分野での自己学習が中
心ですが、今後は、地域
や市民の日常生活におけ
る課題解決に寄与する学
習の充実化にも努めると
ともに、学んだことを地域
社会に還元する機会の創
出を一層図ることが必要
です。

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

地域（まち協等）で取り組
んだこと・成果

わがまち推進計画の目
標

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

　地域ふれあい教室（防災訓
練）開催の際に、地域住民の方
と一緒になって訓練などを体験
し、出張所も地域と一体となっ
て地域の住みよいまちづくり活
動を支援しました。

　また、曙川出張所にてブース
を展開し、町会加入啓発を行
い、地域の方に町会への理解
を得ることができました。

　さらに、長期休暇中に、曙川
出張所の学習室を自習室として
開放することで、地域の中学生
の生徒たちに学習の場を提供
することができました。

防災
地域のまちづくり
生涯学習
子育て

　ラウンドゴルフ大会を実
施。誰でも気軽に参加できる
スポーツを通じた世代間交
流によって、住民間の連帯
強化を図ることができた。

　クリスマスコンサートを実
施。自宅に閉じこもりがちな
寒い時期に実施することによ
り外出機会を増やすととも
に、地域の方同士の交流を
図ることが出来ました。

②みんなが集い、学び、活
躍できるまち

　曙川コミセンでの健康づくり講
座（ノルディック・ウォーク）を実
施し、講座終了後も八尾木公園
ノルディック・ウォーク自主グ
ループを支援し、地域住民主体
で実施できるようになりました。

　また、曙川コミセンで「あなた
のまちの健康相談」を実施し、
地域の方の身近な相談の場を
つくることができました。

子育て
健康づくり
地域のまちづくり
相談

　地区福祉委員会とともに子
供の作文など工夫した記事
を掲載した広報誌を発行した
ことにより、まちづくり協議会
の活動等、地域の情報を広く
広報することができた。
　バッチマシンなどを購入し
たことにより、青少年に関す
るイベントを充実させること
ができた。

①世代を越えた取り組みを
推進し、住んでよかったと思
えるまち



【行政】地域別計画のふりかえり 曙川小学校区

施策担当課自身に対
して

地域拠点に関して まち協に関して

まちづくり協議会の視点後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

地域（まち協等）で取り組
んだこと・成果

わがまち推進計画の目
標

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。

消防団と自主防災組織な
どの連携及び継続的な訓
練等が必要です。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

消防団を中核とした地域
防災力の充実強化に努め
ます。

新たに形成される住宅街
での安全対策や、既存住
宅街での対策の見直しや
更新が必要です。

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理に努めま
す。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めました。

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施している
カラー化等の老朽化に伴
う対策が生じ、計画的な
維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のな
かで膨大な都市基盤施設
の維持管理を進めていく
必要があります。

交通安全教室及び合同パト
ロールを実施し啓発等を行
い、交通事故防止に努めまし
た。

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

子どもたちの安全確保の
取り組みや、地域での青
少年健全育成の取り組み
を進めます。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保及び地域拠点との連
携や支援手法に課題があ
ると認識している。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

24
教育機会
の均等

通学路の安全確保に努め
ます。

④魅力ある
地域の伝
統文化を育
み、次世代
へ継承する
まち

曙川小学校区は、八尾市内でも有数の歴史
のあるまちであり、八尾木には地域の伝統文
化である｢八尾木民芸つくりもん｣が現在も地
域住民の力で伝えられています。この取り組
みは家内安全とその年の農作物の農作を喜
び、また、次年の豊作を願う伝統行事で、太
平洋戦争後に途絶えてしまいましたが、昭和
52年（1977年）に育成会や子ども会により復
活、町会などの協力のもとで現在も継続され
ています。近年、後継者の育成が課題となっ
てきていますが、保存会を中心としてさまざま
な取り組みが続けられています。この歴史に
根づいた伝統行事を後世に伝えるため、地
域と行政が連携して、八尾市内外へ八尾の
魅力として発信し、魅力ある伝統文化を育
み、次世代へ継承するまちをめざします。

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観
光協会と連携し、八尾の
地域資源を「八尾の魅力」
として発信します。

地域の魅力を季刊誌
「Yaomania」、「八尾探」及び
「やお80″映画祭」に取り入れ
ました。

河内音頭の実演。

37

土地の有
効利用と都
市景観の
保全

地域の実情に応じた土地
利用の推進に取り組みま
す。

地域の実情に応じた計画的な
土地利用を図るべく曙川南土
地区画整理事業において土地
区画整理組合が設立され、事
業が着実に進められていま
す。

③あらゆる
世代で安全
安心の取り
組みを進め
るまち

曙川小学校区では、子どもたちの安全確保
のために地域ぐるみで「地域防犯マップ」の
作成や、登下校時の児童の見守り活動など、
防犯への取り組みを活発に行っています。ま
た、自主防災組織や消防団などが連携し、防
災の取り組みも行われています。今後も、住
民主体の防犯・防災活動が活発に行われる
ように、地域と行政が連携していくことが大切
です。

また、この校区では、住宅地内の道路は道幅
が狭く、子どもたちの安全安心のためにも通
学路の安全確保が課題になっています。今
後、通学路における歩行環境が確保できるよ
うな通過交通対策を講じた安全安心のまちづ
くりについて、地域と行政が連携して推進す
るなど、世代を越えてみんなで安全安心の取
り組みを進めるまちをめざします。

関係課・関係機関と連携して、
通学路の安全対策に取り組み
ました。

3
災害に強い
消防体制
づくり

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

消防団と自主防災組織などが
連携し防災訓練を実施しまし
た。

地域に特化した魅力再発
見・発掘の実施を行い、
「八尾探」コースの設定及
び提供を行うことで、各地
域の魅力を認識していた
だき、地域の魅力を向上
する必要があります。

地域を跨いだストーリーを
見出し、より楽しんで頂け
るプログラムの検討を実
施します。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

　曙川小学校区まちづくり協議
会と連携し、つくりもんまつりの
伝承を目的に、大阪教育大学
の協力の元、つくりもん教室を
開催し、幅広い世代へのつくり
もんの理解を得ることができま
した。

　また、地域活動ブログでの広
報活動にも努め、つくりもんまつ
りの参加者の増大に努めまし
た。

　曙川出張所としてつくりもんま
つりに「つくりもん」作品を実際
に制作・出展し、多くの方々に
曙川出張所がつくりもんに取り
組んでいる姿勢をみせることが
できました。

地域のまちづくり
その他

　地域の伝統文化である「八
尾木民芸つくりもんまつり」を
支援した。作品のライトアッ
プを行ったり、スタンプラリー
を実施したことにより、子ども
から大人まで楽しみながら伝
統文化や地域の事を知って
いただくことができた。

④魅力ある地域の伝統文化
を育み、次世代へ継承する
まち

　主に小学校区の子どもを対象
とした「地区放課後子ども教室
事業」で、運営している方への
後方支援を行い、スムーズな事
業運営を支援しました。

　さらに、「地区放課後こども教
室事業」に一緒に参加し、子ど
もたちと作品を作り上げ、活動
の様子を地域活動ブログに掲
載し、事業のPRができました。

　また、地域防災訓練（ふれあ
い教室）の際に、防災訓練を地
域の方と一緒になって体験し、
地域の防災力の向上を図ること
ができた。

　学校園の夏・冬休み中の夜間
パトロールについて、地域の方
と一緒にパトロールを行い、安
全意識の高揚につなげることが
できました。

　曙川出張所管内3校区合同パ
トロールについて、地域と警察
や行政の間に入って、連絡調整
の役割を出張所が担ったこと
で、スムーズなパトロールの実
施につながりました。

　校区内の区画整理事業に伴う
通学路の新設や、新しい町会
の立ち上げの際に、地域と警察
や行政の間に入って、また、助
言や後方支援の役割を出張所
が担ったことで、通学路の設置
や新町会の立ち上げがスムー
ズに行われた。

　校区内の公園の新たな設置
の際にワークショップ会議が開
かれた際に、地域と行政の間に
入って、連絡調整役を出張所が
担ったことで、地域の方の会議
への積極的な参加につながりま
した。

　曙川出張所管内施設連絡会
を開催し、危険個所の迅速な把
握をするため、校区の施設関係
者に対し道路などの危険箇所を
簡潔に報告してもらう「ついでに
パトロール」へ参加してもらい、
通学路や道路環境の改善に貢
献しました。

子育て
地域のまちづくり
防災
その他

　防犯カメラを設置した。設
置にあたり、まち協で場所に
ついての話し合いをしたこと
により、防犯情報について共
有することができた。

　防災備蓄倉庫を設置し、防
災に関する物品を計画的に
備蓄したことにより、災害へ
の備えを充実させることがで
きた。

　地域内の集会所を中心に
AEDを設置した。設置にあた
り、まち協でAEDの管理方法
等についての話し合いをす
ることにより、危機管理意識
の向上を図ることができた。

③あらゆる世代で安全安心
の取り組みを進めるまち



【行政】地域別計画のふりかえり 刑部小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点

　各種団体と連携し、防災訓
練を実施。回を重ねるごと
に、消防に頼らず地域が自
主的に行うことを増やしてい
くことによって防災力の向上
が図れた。

　備蓄倉庫を設置し、防災物
品を備蓄することによって、
防災力の向上が図れた。

　2年に１度を目途に防災視
察研修を実施したことによ
り、防災意識の向上が図れ
た。

①防災・減災対策を積極的
に推進する災害に強いまち
づくり

　刑部地区の地域活動広報
誌「町会２１」の発刊につい
て、スムーズな広報活動が
出来るよう発行を支援し、地
域の防犯速報や危険情報な
どの迅速な情報発信や告
知・啓発ができる体制を整備
しました。
　曙川出張所管内3校区合
同パトロールについて、地域
と警察や行政の間に入って、
連絡調整の役割を出張所が
担ったことで、スムーズなパ
トロールの実施につながりま
した。
　曙川出張所管内施設連絡
会を開催し、危険個所の迅
速な把握をするため、校区
の施設関係者に対し道路な
どの危険箇所を簡潔に報告
してもらう「ついでにパトロー
ル」へ参加してもらい、通学
路や道路環境の改善に貢献
しました。

地域のまちづくり
防災
その他

　青色防犯パトロール車で地
域内を隈なく巡回したことに
よって、防犯意識と見守り効
果を高めることができた。

　防犯カメラを設置した。設
置にあたり、まち協で場所に
ついての話し合いをすること
により、防犯情報について共
有することができた。

　警察など関係機関と連携し
て防犯講習会を開催したこと
によって、地域の防犯力向
上が図れた。

②交通事故・犯罪の少ない
住みよいまちづくり

　地域防災訓練に地域の方
と一緒に減災体験を行い、
地域の防災力の向上につな
がりました。
　また、その活動内容を地域
活動ブログで広報する事で、
防災訓練のＰＲができ、参加
者の増加につながりました。

防災

○ ○ ○

○

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施している
カラー化等の老朽化に伴
う対策が生じ、計画的な
維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のな
かで膨大な都市基盤施設
の維持管理を進めていく
必要があります。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。 ○ ○ ○

○

②交通事
故・犯罪の
少ない住み
よいまち

刑部小学校区では、自転車や自動車の交通
量が多いため、児童の登校時、地域住民に
よる通学路における「子どもたちへの声かけ
運動」や青色防犯パトロール隊による巡回な
ど、交通安全と防犯に対する取り組みが行わ
れています。活動を安定的・継続的に実施し
ていくためには、青色防犯パトロール車の講
習受講者を計画的に増やしていくなど、担い
手の充実が課題となっています。今後とも、
地域と行政が連携を図り、交通事故・犯罪の
少ない住みよいまちをめざします。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

交通安全教室及び合同パト
ロールを実施し啓発等を行
い、交通事故防止に努めまし
た。

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

40
生活道路
の整備と維
持

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理に努めま
す。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施した。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めた。

3
災害に強い
消防体制
づくり

消防団を中核とした地域
防災力の充実強化に努め
ます。

消防団と自主防災組織などが
連携し防災訓練を実施しまし
た。

消防団と自主防災組織な
どの連携及び継続的な訓
練等が必要です。

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

①防災・減
災対策を積
極的に推進
する災害に
強いまち

刑部小学校区では、町会（自治会）を中心と
した地域での自主防災活動が取り組まれて
います。また、地域と行政とが協働して作成
した「わがまち防災マップ」をもとに、自治振
興委員会が中心になって危険箇所の見直し
を行うなど、日常的に防災・減災対策に取り
組まれています。今後一層、一人暮らしの高
齢者が増えることが予想されており、地域全
体での自主防災組織の充実が望まれます。
地域と行政が連携を図り、自主防災組織の
あり方を検討し、消防団などとも協力しあい、
災害に強いまちづくりを推進し、災害に備え
のあるまちをめざします。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

○ ○ ○



【行政】地域別計画のふりかえり 刑部小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

○ ○

③美化活動の推進を図り、
地域の魅力発信に向けた取
り組みを進めるまち

　地区集会所へ出向き、健
康づくり講座(ノルディック・
ウォーク）を実施しました。自
主グループ化には至ってな
いが、個人でノルディック・
ウォークを続けてますと声が
聞かれ、地域へ貢献すること
ができました。
　また、曙川コミセンで「あな
たのまちの健康相談」を実施
し、地域の方の身近な相談
の場をつくることができまし
た。
　長期休暇中に、曙川出張
所の学習室を自習室として
開放することで、地域の中学
生の生徒たちに学習の場を
提供することができました。

子育て
健康づくり
地域のまちづくり
相談

　世代を越えたふれあいまつ
りにおいて、河内音頭盆踊り
大会の開催を支援するな
ど、地域住民のふれあい交
流を促進した。

　子どもから高齢者まで気軽
に楽しめるグラウンドゴルフ
大会を開催し、スポーツを通
じて地域内の世代間交流を
図った。

　餅つき大会を開催した。高
齢者から子ども達への餅つ
き指導を通じて、地域内の世
代間交流を図るとともに、参
加された多くの住民にまち協
の存在をPRすることができ
た。

④人と人とのつながりの輪を
広げ、みんなが集い、学び、
活躍できるまち

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

　主に小学校区の子どもを
対象とした「地区放課後子ど
も教室事業」で、小学校内の
花壇に花の苗を植え付けす
るなど、緑化推進事業をサ
ポートし、地域活動ブログで
その活動内容の広報を行
い、事業のＰＲができました。
　地域の夏祭り「世代を超え
たふれあいまつり」で、地区
の八尾市路上喫煙マナー向
上推進員の方たちと一緒に
啓発活動をし、地域活動ブロ
グでその活動内容の広報を
行い、事業のＰＲができまし
た。

子育て 　地域情報等を発信する広
報誌を年数回（５回程度）発
行し、町会を通じて配布し
た。地震発生後に行った避
難所等に関するアンケート結
果の掲載や行事の事前告知
記事を掲載するなどして参
加者増を図るとともに、まち
協の認知度アップも図れた。

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

コミュニティ推進スタッフ以外
の地域拠点職員について、業
務分担を見直すことによって、
地域活動の支援体制を充実さ
せた。

地域活動の参加者及び
担い手（特に若い世代に
向けた）を増やす取り組
みを引き続き支援していく
必要がある。

公園の清掃や花苗の植え付け
等の美化活動を地域で行って
いただくため、制度のＰＲに努
めました。

倒木等の恐れがある危険木の
伐採を行いました。

ボランティア団体の高齢
化により、後継者の発掘
が課題です。

【1人あたり公園面積】八
尾市全体：2.89㎡/人　刑
部小学校区：1.97㎡/人

老朽化した玉串川の護岸を改
修するにあたり、桜の保全を行
いつつ景観に配慮した整備を
行いました。

玉串川については、散策
道として多くの方に利用さ
れているが、転落防止柵
の無い区間も多く、通行
者の安全対策と景観との
バランスが課題です。

地域の魅力を季刊誌
「Yaomania」、「八尾探」及び
「やお80″映画祭」に取り入れ
ました。

地域に特化した魅力再発
見・発掘の実施を行い、
「八尾探」コースの設定及
び提供を行うことで、各地
域の魅力を認識していた
だき、地域の魅力を向上
する必要があります。

地域を跨いだストーリーを
見出し、より楽しんで頂け
るプログラムの検討を実
施します。

地域での清掃活動などの美化
推進の取り組みを支援しまし
た。

地域での清掃活動をより
活発になるような取り組み
を考察する必要がありま
す。

コミセンを中心とした生涯学習
活動やコミュニティ醸成事業に
おいて、地域の福祉施設等と
連携した事業活動を積極的に
推し進めることができた。

市民活動団体と地域が共
にまちづくりの活動を取り
組めるように支援していく
必要がある。 ○

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

28
生涯学習
の取り組み

一人ひとりがニーズに応
じて学べる環境を整備し
ます。

地区生涯学習推進事業とし
て、コミセン運営協議会に委託
し、各コミセンで講座や現代的
課題講座を開催しました。

各地区で開催される講座
は、絵画や陶芸など趣味
の分野での自己学習が中
心ですが、今後は、地域
や市民の日常生活におけ
る課題解決に寄与する学
習の充実化にも努めると
ともに、学んだことを地域
社会に還元する機会の創
出を一層図ることが必要
です。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

○

④人と人と
のつながり
の輪を広
げ、みんな
が集い、学
び、活躍で
きるまち

刑部小学校区では、地域住民が主体となっ
て、子育て支援の活動や高齢者の交流事業
などの取り組みを活発に行っています。しか
し、地域活動に欠かせない次世代の担い手
の育成が課題となってきています。また、この
校区には刑部地区集会所（小学校区集会
所）があり、地域住民が集って、学びや健康
づくり等の活動の拠点施設となっています。
今後も地域と行政が連携し、この拠点を中心
とした、次世代の地域活動の担い手の育成も
視野に入れた学びや健康づくり等の活動を
通じ、あらゆる世代の住民に人と人とのつな
がりの輪を広げていただくことで、継続的に
みんなが集い、学び、活躍できるまちをめざ
します。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

公園や緑地を適正に管理
し、安全に憩える空間を
維持します。

玉串川の桜並木の良好な
景観を市民の財産として
永続的に保つよう、再生・
保全に向けた取り組みを
進めます。

44
きれいなま
ち八尾の実
現

地域での清掃活動などの
美化推進の取り組みを促
進します。

47

治水対策と
環境を意識
した水環境
の形成

玉串川沿道の護岸整備と
沿道の桜との調和を図り
ます。

③美化活
動の推進を
図り、地域
の魅力発
信に向けた
取り組みを
進めるまち

刑部小学校区では、玉串川と玉串川沿いの
桜並木、八尾木北第１・２公園や中田第１・２
公園などが、地域住民の憩いの場となってい
ます。この校区は、地区福祉委員会や町会
（自治会）などが中心となって地域ぐるみでま
ちの美化活動を行っています。美化活動のや
りがいを高め、さらに充実したものとするため
には、取り組みを多くの方々に知っていただ
いたり、地域の魅力を地域内外へ発信するな
ど、ＰＲ方法の充実が検討課題としてあげら
れます。今後も地域と行政が連携し、地域資
源を守り、さらに磨きながら、地域の魅力発
信に向けた取り組みを進め、住み続けたいま
ちをめざします。

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観
光協会と連携し、八尾の
地域資源を「八尾の魅力」
として発信します。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。



【行政】地域別計画のふりかえり 曙川東小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

②子どもた
ちの健全育
成と伝統文
化の継承を
推進するま
ち

曙川東小学校区では、地域住民が主体と
なって、さまざまな青少年健全育成の事業が
進められています。また、平成16年（2004年）
の大和川付け替え300周年を契機として、曙
川東地域と関わりが深い講（顧）念佛踊りを
「講念佛踊り保存子ども教室」で復活させ、地
域内で行われる「世代を越えたふれあい祭
り」などの行事で披露するなど、地域の伝統
芸能の継承活動も行っています。これらの事
業を継続・発展させていくためには、活動の
担い手の育成が課題となっています。今後も
このような取り組みを発展・継続し、地域と行
政が連携して、子どもたちの健全育成や伝統
文化の継承を推進するまちをめざします。 22

次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの安全確保の
取り組みや、地域での青
少年健全育成の取り組み
を進めます。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

①地域の
ふれあいと
交流のある
まち

曙川東小学校区では、地域活性化のため、
各種団体が協力し、地域住民が主体となっ
て、子育て支援の活動や高齢者の交流事業
など数多くの取り組みを活発に行っていま
す。一方で、近年、町会（自治会）への加入率
が低下しています。地域でのつながりの大切
さを、さまざまな活動や行事を通じて実感でき
るよう、より多くの地域住民に町会への加
入、地域活動への参画をしてもらうことが大
切です。校区まちづくり協議会が中心となり、
地域の各種団体と行政が連携し、地域内交
流をさらに密にして、住民どうしの連携を深
め、世代を越えて地域内のふれあいと地域
住民どうしの交流があるまちをめざします。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保及び地域拠点との連
携や支援手法に課題があ
ると認識している。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

コミュニティ推進スタッフ以外
の地域拠点職員について、業
務分担を見直すことによって、
地域活動の支援体制を充実さ
せた。

地域活動の参加者及び
担い手（特に若い世代に
向けた）を増やす取り組
みを引き続き支援していく
必要がある。

55

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

コミセンを中心とした生涯学習
活動やコミュニティ醸成事業に
おいて、地域の福祉施設等と
連携した事業活動を積極的に
推し進めることができた。

③高齢者
が楽しんで
暮らせるま
ち

曙川東小学校区では、地域住民が主体とな
り、曙川東地区集会所（小学校区集会所）を
中心とした高齢者の方々が参加しやすいさま
ざまな活動を展開しています。一方で曙川東
小学校区においても、今後高齢化が一層進
むことが懸念されており、高齢者の方々の孤
立化防止や生きがい支援がますます重要視
されています。今後も地区集会所を中心とし
て行われる、高齢者の方々が参加しやすい
活動を継続・発展させるとともに、地域と行政
や地域包括支援センター等との連携をさらに
強化し、高齢者が楽しんで健康に暮らせるま
ちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

高齢者が自らの生きがい
を見い出し、社会参加を
図ることができるように、
生きがいづくりの支援およ
び情報の提供などによ
り、地域で活躍する高齢
者の活動を支援します。

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セ
ンターを中心とした相談体
制の充実を図るとともに、
災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

高齢クラブと連携した地区敬
老祝寿事業を実施し、地域で
活躍する高齢者の活動の支援
を行った。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

高齢クラブの加入率は減
少傾向にあり、加入率向
上に向けた取り組みが必
要である。

より地域に密着した相談
窓口としての周知・啓発
が必要である。

災害時に備えた平常時か
らの地域での見守り体制
をの充実について、住民
意識の醸成につながる取
り組みが課題である。

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

市民活動団体と地域が共
にまちづくりの活動を取り
組めるように支援していく
必要がある。

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

　地域をあげてのイベントで
ある世代を越えたふれあい
まつりにおいて河内音頭盆
踊り大会を開催したことによ
り、地域住民間や世代間の
ふれあい交流が促進される
とともに、河内音頭の伝承に
繋げることができた。

　若年層から高齢層までを対
象にＩＴ講習会を開催したこと
により、特に高齢者の外出
機会の創出と情報化社会へ
の対応に寄与することができ
た。

①地域の交流が盛んで、ふ
れあいにあふれるまち

　地域の夏祭り「世代を超え
たふれあいまつり」で講念仏
踊りの舞台を地域活動ブロ
グで広報し、講念仏踊りのＰ
Ｒに努めました。
　また、コミセン事業の「文化
センターまつり」で講念仏踊
りの舞台発表を講念仏踊り
保存子ども教室に依頼し、来
場者に披露してもらうことで、
講念仏踊りのＰＲに貢献しま
した。
　長期休暇中に曙川出張所
の学習室を自習室として開
放することで、地域の中学生
の生徒たちに学習の場を提
供することができました。
　曙川出張所事業「由義寺
講演会」を開催し、地域の歴
史文化について幅広い方た
ちに知ってもらうことで、地域
の伝統文化に対する関心の
土台形成につながりました。

子育て
地域のまちづくり
その他

　啓発用クリアファイルを作
成し配布する等して、地域の
伝統文化である「講念仏踊
り」のPRや子ども会の加入
促進を図った。

②子どもを対象とした健全育
成のまちづくり

　月2回の地区集会所での相
談事業に同席し、様々な行
政相談の受付を行い、地域
の方が気軽に相談に来れる
場所づくりに貢献しました。
　また、地域の夏祭り「世代
を超えたふれあい祭り」で曙
川出張所ブースを出展し、地
域の様々な世代の方々と交
流し、行政と地域のつながり
を再確認することができまし
た。

相談
地域のまちづくり

　月1回の地区集会所での健
康相談、子育てサロンでの
育児相談へ出向き、近くで気
軽に相談できる場ができ安
心できる、という声が聞かれ
地域へ貢献できました。
　また、まち協主催で実施し
ているうんどう教室へ出向
き、地域住民が段階的に自
主的に活動できるよう支援し
ました。

子育て
健康づくり
地域のまちづくり
相談

　高齢者祝寿式を実施したこ
とによって、高齢者のいきが
いづくりや交流の促進を図る
とともに、高齢クラブや町会
への加入PRを行うことがで
きた。

　高齢者あんしんセンター等
と連携して「うんどう教室」を
月２回開催したことにより、
地域の健康づくりの向上が
図れた。

③高齢者が楽しんで暮らせ
るまちづくり



【行政】地域別計画のふりかえり 曙川東小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点後期基本計画の内容 施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

④あらゆる
世代が安
心して暮ら
し出かけら
れるまち

曙川東小学校区は、大阪外環状線（国道170
号）が隣接していることや、JR線、近鉄線の
最寄り駅までの距離もあるため、登校時の自
動車や自転車の交通量が多くなっています。
住宅地域の道路は、子どもたちの安全安心
のためにも通学路の安全確保が課題になっ
ており、登校時、地域住民による児童の通学
路における声かけ運動が展開されています。
今後、本格的に実施される土地区画整理事
業も踏まえながら、交通利便性も考慮に入れ
た通過交通対策を講じ、地域と行政が連携し
て安全で安心なまちづくりを推進するなど、あ
らゆる世代の住民が安心して出かけられるま
ちをめざします。また、地域の防災についても
自主防災組織や消防団などと連携を図り、安
心して暮らせるまちをめざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

消防団を中核とした地域
防災力の充実強化に努め
ます。

24
教育機会
の均等

37

土地の有
効利用と都
市景観の
保全

地域の実情に応じた土地
利用の推進に取り組みま
す。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。

3
災害に強い
消防体制
づくり

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

消防団と自主防災組織などが
連携し防災訓練を実施しまし
た。

消防団と自主防災組織な
どの連携及び継続的な訓
練等が必要です。

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理に努めま
す。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施した。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めた。

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施している
カラー化等の老朽化に伴
う対策が生じ、計画的な
維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のな
かで膨大な都市基盤施設
の維持管理を進めていく
必要があります。

交通安全教室及び合同パト
ロールを実施し啓発等を行
い、交通事故防止に努めまし
た。

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

通学路の安全確保に努め
ます。

関係課・関係機関と連携して、
通学路の安全対策に取り組み
ました。

新たに形成される住宅街
での安全対策や、既存住
宅街での対策の見直しや
更新が必要です。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

地域の実情に応じた計画的な
土地利用を図るべく曙川南土
地区画整理事業において土地
区画整理組合が設立され、事
業が着実に進められていま
す。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

○ ○

○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

　外環状線（国道170号線）
周辺を含む曙川出張所管内
施設連絡会を開催し、危険
個所の迅速な把握をするた
め、施設関係者に対し道路
などの危険箇所を簡潔に報
告してもらう「ついでにパト
ロール」へ参加してもらい、
通学路や道路環境の改善に
貢献しました。
　また、曙川出張所管内3校
区合同パトロールについて、
地域と警察や行政の間に
入って、連絡調整の役割を
出張所が担ったことで、ス
ムーズなパトロールの実施
につながりました。
　さらに、校区内の区画整理
事業に伴う通学路の新設の
際に、地域と警察や行政の
間に入って、また、助言や後
方支援の役割を出張所が
担ったことで、通学路の設置
がスムーズに行われました。
　その他、地域の地区防災
訓練の際に、防災訓練を地
域の方と一緒になって体験
し、地域の防災力の向上を
図ることができました。

地域のまちづくり
防災

　防災訓練を開催した。その
際、防災に関する啓発物品
を配布し、防災意識の向上
を図るとともに、まちづくり協
議会の認知度アップを図っ
た。

　防災備蓄倉庫を設置し防
災物品を備蓄することによ
り、防災力の向上を図ること
ができた。

　防犯カメラを設置した。設
置にあたりまち協で、場所に
ついての話し合いをすること
により、防犯情報について共
有することができた。

④あらゆる世代が安心して
暮らせるまち



【行政】地域別計画のふりかえり 東山本小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

保護者や高齢者等の参画を促す
ことが必要です。

19

健康づくり
地域のまちづくり
その他

②子どもたちが健や
かに育つまち
③住民同士の絆が
強いまち

　当地区内にある子ども食堂に参加する
子供たちとまち協・学校園がコラボする等
の事業計画を行い、外部団体の方法、思
考を取入れることで、地域における新た
な事業展開の流れを汲むことができまし
た。

③住民同士の絆が
強いまち

　まちづくり協議会主催・共催事業に、地
域拠点職員とともに参加し地域のまちづ
くりに寄与することができました。

　交通安全関連部局・団体等と連携し、交通
事故防止に向けた各種啓発活動や交通安
全教育等、地域における新たな事業展開を
提案・支援や、あなたのまちの健康相談や
つどいの広場「てんてんてんとむし」、施設連
絡会等、定期的に相談できる場の提供を行
うことができました。

　また、　既事業における内容の固定化を打
破すべく、子どもが参加できる地域事業計画
立案や外部団体の方法、思考を取入れるこ
と等、地域における新たな事業展開を提案・
支援することができました。

　加えて、道路、通学路、河川や橋梁等の都
市整備基盤の損傷や交通安全対策等につ
いては、地域からの相談や見守り隊が巡回
し発見した不具合を関連部局に情報提供を
行い、課題解決に向けた繋ぎを行うなど、子
どもたちが健やかに育つ環境づくりを推し進
めることができました。

子育て
その他

　あなたのまちの健康相談を実施し、地域行
事での健康啓発活動を実施することで、健
康に対する意識の向上に資することができ
ました。

　また環境関連部局・団体等と連携し、生活
環境保全に向けた各種啓発活動や環境教
育等、地域における事業展開への提案・支
援や、まちづくり協議会、大阪府、八尾市、
学校が協力し、恩智川の清掃や環境美化活
動の支援を行うことにより、恩智川周辺の環
境美化並びに地域の環境啓発に寄与するこ
とができました。

　まちづくり協議会主催の各種催しに参加
し、支援を行うことで地域と地域拠点職員と
の繋がりができました。

　加えて、地域における事業内容の固定化
を打破すべく、地域内の子ども食堂等含め
各種団体とも協力・連携できるよう、NPO団
体等の事業実施手法、思考を取入れること
で、地域における新たな事業展開を提案・支
援を行うなど、地域と行政との連携の促進に
寄与できました。

③住民同士の絆が
強いまち
④安全・安心に暮ら
せるまち

　登下校見守り隊がPTA等地域団体と
日々連携し、児童の登下校時の安全確
保のため、巡回等で、通学路内でカーブ
ミラーの不具合や道路陥没等施設の損
傷等を発見した場合については、地域拠
点及び部局へ相談・連絡し、早期解決に
向けての協力を行いました。

②子どもたちが健や
かに育つまち
③住民同士の絆が
強いまち

　当地区内にある子ども食堂に参加する
子供たちとまち協・学校園がコラボする等
の事業計画を行い、外部団体の方法、思
考を取入れることで、地域における新た
な事業展開の流れを汲むことができまし
た。

実施した主な取り組み・成果

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

また、避難行動要支援者名簿
に基づく同意者リストを地域で
活用していただくよう、地域へ
の説明を行った。

支援を必要とする人の把握、見
守り体制の充実について、住民
意識の醸成につながる取り組み
のほか、平常時の見守り活動等
を実施していただくよう、地域拠
点と協力のうえ、説明会等を実施
する必要がある。

課題

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セ
ンターを中心とした相談体
制の充実を図ります。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

より地域に密着した相談窓口とし
ての周知・啓発が必要である。

地域の実情に合わせた各種団
体の支援体制をとりながら、連
携強化に繋げられたと考える。

地域活動の参加者及び担い手
(特に若い世代に向けた)を増や
す取組みを引続き支援していく必
要がある。

地域において、非常に多くの活
動を行っていただいているため、
各活動に協力していただける人
材の確保及び地域拠点との連携
や支援手法に課題があると認識
している。

24
教育機会
の均等

通学路の安全確保に努め
ます。

関係課・関係機関と連携して、
通学路の安全対策に取り組み
ました。

新たに形成される住宅街での安
全対策や、既存住宅街での対策
の見直しや更新が必要です。

44
きれいなま
ち八尾の実
現

22
次代を担う
青少年の
健全育成

後期基本計画の内容

①高齢者
がいきいき
と暮らせる
まち

東山本小学校区では、ひとり暮らし高齢者を
対象とした昼食会やふれあい喫茶など、地域
ぐるみで住民が集い、交流する機会を確保
し、高齢者を見守る活動を活発に行っていま
す。今後、高齢化が進む中、地域での福祉活
動を通じた支えあいはより一層重要となりま
す。地域と行政が連携して、身近な地域で支
えあい、誰もがいつまでも暮らしやすいまちを
めざします。

13

43
快適な生活
環境づくり

③住民同
士の絆が
強いまち

東山本小学校区では、長年にわたり「東山本
まちづくりラウンドテーブル」を定期的に開催
し、地域住民が気軽に集まり、身近な課題や
話題について自由に意見交換する場になっ
ているほか、校区まちづくり協議会ではホー
ムページやブログを開設するなど、住民どう
しの情報の共有化をはかっています。今後も
身近な地域での人と人がつながり、地域での
さまざまな活動を健康にみんなの力で続けて
いけるように地域と行政が連携して取り組み
を進めます。

また、地区の中心を流れる一級河川恩智川
は、地域住民に憩いを感じられる水空間とし
て親しまれ、地域や学校が連携し、恩智川ク
リーンアップを実施しています。今後、恩智川
や沿道に関して安全対策や防災力の強化、
安心して散策できる環境の確保など、地域と
行政が連携して身近な水辺空間を守ります。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

②子どもた
ちが健やか
に育つまち

東山本小学校区では、子どもたちの居場所
づくりとして、コミュニティ運動広場を整備し、
地域住民によって管理されています。また、
少子化や核家族化、隣近所とのつながりの
希薄化など、子どもや家族を取り巻く環境が
大きく変化する中、今後も、家庭、学校、地域
が連携して地域ぐるみで子どもたちを育み、
子育てを支援する活動は重要です。

登下校時には、地域や関係団体が連携し、
地域ぐるみで通学路の子どもたちの安全確
保に努めておられる一方、校区内にある大阪
外環状線（国道170号）から近鉄八尾駅周辺
につながる道路は抜け道となっており、交通
量が多く、さらに、道路の幅が狭いところも多
いため、今後も地域と行政が連携し、子ども
たちが健やかに育つまちをめざします。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

地域での清掃活動などの
美化推進の取り組みを促
進します。

②子どもたちが健や
かに育つまち
③住民同士の絆が
強いまち

　中学校土曜スクールを活用し、大阪府・
八尾市の協力のもと、地域資源である恩
智川のクリーンアップ事業を行うことによ
り、地域への愛着の向上、環境美化、魅
力発信にも寄与できました。

③住民同士の絆が
強いまち

　環境関連部局・団体等と連携し、地域
住民の力で生活環境保全に向けた各種
啓発活動や環境教育等を実施しました。

○ ○ ○

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

地域間交流を目的として、NPO
団体や他市、他地域の方々と
情報共有を行えるよう、又地域
内の子ども食堂等各種団体と
も協力・連携できるよう積極的
な支援を展開することができ
た。

市民活動団体と地域が共にまち
づくりの活動を取り組めるように
支援していく必要がある。

40
生活道路
の整備と維
持

健康相談、健康教育の実施
地域主催健康増進事業の定
着。

健康まちづくり宣言の普及促進。

地域での清掃活動などの美化
推進の取り組みを支援しまし
た。

地域での清掃活動をより活発に
なるような取り組みを考察する必
要があります。

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理に努めま
す。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めました。

新たな通学路指定に伴う対策と
既に実施しているカラー化等の
老朽化に伴う対策が生じ、計画
的な維持管理と安全対策が必要
です。

限られた財源・人材のなかで膨
大な都市基盤施設の維持管理を
進めていく必要があります。

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

地域子育て支援拠点が全ての中
学校区に整い、市の取り組みは
充足しているとの認識である。地
域での子育てに係るまちづくり活
動における協力要請があれば、
とりうる支援策について、ご相談
に応じていく。

市民、事業者とのパート
ナーシップにより、環境問
題への取り組みを進め、
生活環境の保全を図りま
す。

市民、事業者への啓発等を行
い、環境問題への取り組みを
進め、生活環境の保全を図り
ました。

市民、事業者とのパートナーシッ
プにより、環境問題への取り組み
を進め、更なる生活環境の保全
を図る必要があります。

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

○

○

○ ○

　あなたのまちの健康相談を実施し、地域行
事での健康啓発活動を実施することで、健
康に対する意識の向上に資することができ
ました。また、地域包括支援センターが地域
により密着した関係を築けるよう、地域主
催・共催の各種行事情報の提供を行うこと
で、より密な相談体制の強化を図ることがで
き、、誰もがいつまでも暮らしやすいまちの
実現に資することができました。

健康づくり
地域のまちづくり

施策担当課による後期計画の総括

④安全・安心に暮ら
せるまち

　見守り隊巡回等で、カーブミラーの不具
合や道路陥没等施設の損傷等を発見し
た場合については、地域拠点及び部局
へ相談・連絡し、早期解決に向けての協
力を行いました。

まちづくり協議会の視点

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

地域（まち協等）で取り組んだこと・成
果

わがまち推進計画
の目標

○

○

○ ○

○

②子どもたちが健や
かに育つまち
③住民同士の絆が
強いまち

④安全・安心に暮ら
せるまち

　交通安全関連部局・団体等と連携し、
地域住民の力で交通事故防止に向けた
各種啓発活動や交通安全教育等を実施
することができました。

①高齢者がいきいき
と暮らせるまち
③住民同士の絆が
強いまち

　地域包括支援センターに地域行事へ参
加してもらうことで、地域の高齢者との見
守り・相談体制の充実が図れました。

①高齢者がいきいき
と暮らせるまち
④安全・安心に暮ら
せるまち

　地域案件となっている、避難行動要支
援者名簿に基づく同意者リストを活用し
た取組みができるよう、地域内各団体に
働きかけ、拠点、関連部局との調整を行
いました。

①高齢者がいきいき
と暮らせるまち
③住民同士の絆が
強いまち

　地域で行われている「ほほえみサロン」
等に拠点や部局が連携し、健康啓発活
動を実施することで、健康に対する意識
の向上に寄与できました。



【行政】地域別計画のふりかえり 東山本小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

実施した主な取り組み・成果 課題

後期基本計画の内容

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

施策担当課による後期計画の総括 まちづくり協議会の視点

地域（まち協等）で取り組んだこと・成
果

わがまち推進計画
の目標

　まちづくり協議会が、防犯カメラの設置支
援、地域からの防犯灯・カ－ブミラーの不具
合等、各相談に対し関連部局と協力して、地
域の安全安心なまちづくりに寄与できまし
た。

　また防災訓練の内容の固定化を打破すべ
く、NPO団体等外部事業者の事業実施手
法、思考を取入れることで、地域における新
たな事業展開を提案・支援することができ
た。また避難所運営ゲーム(HUG)等訓練の
あり方を再認識することで今後自主防災組
織結成の基礎にすることができまた。

　また地域に避難行動要支援者名簿に基づ
く同意者リストを活用した取組みができるよ
う、地域に働きかけ、関連部局への調整を
行うなど、安全・安心のまちづくりの推進に
寄与できました。

防災
その他

④安全・安心に暮ら
せるまち

　地域案件となっている、避難行動要支
援者名簿に基づく同意者リストを活用し
た取組みができるよう、地域内各団体に
働きかけ、拠点、関連部局との協議を行
いました。

④安全・安心に暮ら
せるまち

　地域案件となっている、避難行動要支
援者名簿に基づく同意者リストを活用し
た取組みができるよう、地域内各団体に
働きかけ、拠点、関連部局との協議を行
いました。

④安全・安心に暮ら
せるまち

④安全・安
心に暮らせ
るまち

東山本小学校区では、町会（自治会）単位で
自主防災組織を結成しており、防災訓練など
も積極的に行っています。また、小学校でも
子どもたちに防災教育を地域とともに行って
います。災害発生時への対応は、日ごろから
の備えと近隣町会（自治会）との連携も大切
です。市では、住民の自主的な防災活動が
災害被害の軽減に果たす役割が重要である
と位置づけ自主防災組織の結成の促進・支
援を行っています。今後も地域と行政が連携
して、災害時要配慮者等への支援体制の確
保など、地域での防災に対する取り組みの充
実を進め、誰もが安心して暮らせる災害に備
えのあるまちをめざします。

また、大阪府、八尾警察署、地域が一体とな
り、地域内で防犯活動に取り組む拠点として
東山本地区集会所（小学校区集会所）に「地
域安全センター」が設置されています。地域
での防犯活動が有機的に機能し、さらに向上
するよう地域と行政が連携し、安全・安心の
まちをめざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

助成金の対象事業について、校
区まちづくり交付金を活用して実
施してもらうべき事業か、当助成
金を活用してもらうべき事業かを
整理する必要があると考えてい
ます。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマニュアル
策定が必要と考えています。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

災害時要配慮者支援体
制の構築に取り組みま
す。

災害時に備えた平常時からの
地域での見守り体制の構築に
向けた説明会、検討会を実施
し地域活動の支援を行った。

災害時に備えた、継続的した取り
組みが必要である。

16
障がいのあ
る人の自立
支援

障がい者（児）が住み慣
れた地域で生き生きと生
活するために、防災対策
に取り組みます。

避難行動要支援者名簿に基づ
く同意者リストを地域で活用し
ていただくよう、地域への説明
を行った。

平常時の見守り活動等を実施し
ていただくよう、地域拠点と協力
のうえ、説明会等を実施する必
要がある。

○ ○ ○

○

○

　訓練内容の固定化を打破し、NPO団体
等外部事業者の方法、思考を取入れるこ
とで、地域における新たな事業展開の流
れを汲むことができた。又避難所運営
ゲーム(HUG)で避難所のあり方を再認識
することで自主防災組織結成のきっかけ
にすることができました。

④安全・安心に暮ら
せるまち

　防犯カメラ設置、防犯灯・カ－ブミラー
等は、過去の犯罪・事故案件場所を勘案
し、地域内でまとめた上、関連部局と協
議し決定していくことで、より効率的・効
果的な地域内の安全安心における事業
展開に寄与できました。

○ ○ ○

○ ○



【行政】地域別計画のふりかえり 西山本小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

①人と人のつながり・
絆を深めていくまち
②高齢者がいつまで
も心豊かに暮らせる
まち

②高齢者がいつまで
も心豊かに暮らせる
まち
④安全で誰もが安心
して暮らせるまち

　地域包括支援センターに地
域行事へ参加してもらうこと
で、地域の高齢者との見守り・
相談体制の充実が図れまし
た。

　地域案件である、支援者を必
要とする方々への見守り体制
における地域内の実状を把握
することで、効果的な方法を等
検討を行いました。

①人と人のつながり・
絆を深めていくまち
③子どもたちが健や
かに育つまち

①人と人のつながり・
絆を深めていくまち
③子どもたちが健や
かに育つまち

　子どもが参加できる事業のプ
ラニングや既事業における内
容の固定化を打破すべく、
NPO団体等外部団体の方法、
思考を取入れることで、地域に
おける新たな事業展開の流れ
を汲むことができました。

○ ○ ○

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

○ ○ ○

後期基本計画の内容

①人と人の
つながり・
絆を深めて
いくまち

西山本小学校区では、人と人のつながりや
支えあい、絆を深めることで、身近な地域で
誰もが安心して暮らすことができるようにする
ために、校区まちづくり協議会や福祉委員会
をはじめ、町会（自治会）や女性会、青少年
育成連合会、高齢クラブなど各種団体が活
発に活動を行っています。また、校区の玉串
川沿道には「さくら」や「八尾」を紹介する写
真・モニュメントがあり、地域住民はもとより
多くの人が集う名所になっています。これから
も地域でのつながりの大切さを、さまざまな
活動や行事を通じて実感できるようにするこ
とが重要であり、地域に根ざしたさまざまな活
動を健康にみんなの力で続けていけるよう
に、地域と行政が連携して、地域活動の情報
を共有しながら、地域資源を守るとともに、人
と人のつながり・絆を深めていくまちをめざし
ます。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を支援する
中で、地域の健康コミュニティの構
築と健康文化の醸成に取り組みま
す。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定着。

健康まちづくり宣言の普及促進。

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観光協会と
連携し、八尾の地域資源を「八尾
の魅力」として発信します。

地域の魅力を季刊誌「Yaomania」、「八
尾探」及び「やお80″映画祭」に取り入
れました。

地域に特化した魅力再発見・発掘の
実施を行い、「八尾探」コースの設定
及び提供を行うことで、各地域の魅力
を認識していただき、地域の魅力を向
上する必要があります。

地域を跨いだストーリーを見出し、よ
り楽しんで頂けるプログラムの検討を
実施します。

○ ○

玉串川の桜並木の良好な景観を
市民の財産として永続的に保つよ
う、再生・保全に向けた取り組みを
進めます。

まちづくり協議会の視点

○ ○ ○

○ ○ ○

○

地域拠点の視点施策担当課による後期計画の総括

　あなたのまちの健康相談を実
施し、地域行事での健康啓発活
動を実施することで、健康に対
する意識の向上に資することが
できました。

　また地域に特化した発信して
おきたい情報等の発見・発掘に
ついて、八尾市観光協会に情報
提供を行いました。

　また玉串川桜再生事業等につ
いて、関連機関及び部局との繋
ぎを行い連携を図れました。
まちづくり協議会主催の各種催
しに参加し、支援体制を行うこと
で地域と地域拠点職員との繋が
りができました。

　加えて、地域における事業内
容の固定化を打破すべく、地域
内の子ども食堂等含め各種団
体とも協力・連携できるよう、
NPO団体等の事業実施手法、
思考を取入れることで、地域に
おける新たな事業展開を提案・
支援を行うなど、地域と行政と
の連携の促進に寄与できまし
た。ことができました。

　あなたのまちの健康相談を実
施し、地域行事での健康啓発活
動を実施することで、健康に対
する意識の向上に資することが
できました。
また支援者を必要とする方々へ
の見守り体制における現状を抽
出することで、更なる住民意識
の醸成に努めました。

　地域包括支援センターが地域
により密着した関係を築けるよ
う、地域主催・共催の各種行事
情報の提供を行うことで、より密
な相談体制の強化を図りまし
た。

　あなたのまちの健康相談やつ
どいの広場「てんてんてんとむ
し」、施設連絡会等、定期的に
相談できる場の提供を行うとと
もに、子どもが参加できる事業
のプラニングや既事業における
内容の固定化を打破すべく、
NPO団体等外部団体の事業実
施手法、思考を取入れること
で、地域における新たな事業展
開を提案・支援を行うなど、地域
と行政との連携の促進に寄与で
きました。

相談
地域のまちづくり
健康づくり
その他

その他

子育て地域子育て支援拠点が全ての中学
校区に整い、市の取り組みは充足し
ているとの認識である。地域での子育
てに係るまちづくり活動における協力
要請があれば、とりうる支援策につい
て、ご相談に応じていく。

さくらの植え替えを実施しました。 【1人あたり公園面積】
八尾市全体：2.89㎡/人　西山本小学
校区：0.50㎡/人

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組んだ
こと・成果

わがまち推進計画
の目標

○ ○ ○

○

○

①人と人のつながり・
絆を深めていくまち

①人と人のつながり・
絆を深めていくまち
②高齢者がいつまで
も心豊かに暮らせる
まち

　地域で行われている「サロン
さくら」等に拠点や部局、高齢
者安心センター等が連携し、
健康啓発活動を実施すること
で、健康に対する意識の向上
に寄与できました。

③子どもた
ちが健やか
に育つまち

西山本小学校区では、登校時の声かけ運動
や世代間交流事業など地域ぐるみで子ども
たちを育む活動を活発に行っています。ま
た、すくすく子ども地域活動支援事業でサ
マーフェスティバルを開催し、子どもたちの自
主性を育てる取り組みも実施しています。少
子化が進む中、今後も地域ぐるみで子どもの
育ちを見守る取り組みは重要です。子どもた
ちがいきいきと過ごし、保護者が安心して子
育てできるように、子育て施策についての情
報提供を充実するとともに、地域と行政が連
携して子どもたちの安全確保や健全育成の
取り組みを進め、子どもたちが健やかに育つ
まちをめざします。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相談や交流
ができるように、子育て支援拠点
の運営や、子育てサークルへの支
援、地域交流事業などを行いま
す。

引き続き、定期的に親子でつどい、交
流・相談ができる場の提供ができた。

②高齢者
がいつまで
も心豊かに
暮らせるま
ち

西山本小学校区では、ひとり暮らし高齢者を
対象とした昼食会や友愛訪問、敬老祝寿会
やいきいきサロンなど、地域ぐるみで住民が
集い、交流する機会を確保し、高齢者を見守
る活動を活発に行っています。今後、高齢化
が進む中、地域での福祉活動を通じた支え
あいはより一層重要となります。地域と行政
が連携して、身近な地域で支えあい、高齢者
がいつまでも暮らしやすいまちをめざします。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民の自主
的な地域福祉活動や見守り・支援
体制の充実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議会と連携
し、地域の自主的な福祉活動を支援し
た。

また、避難行動要支援者名簿に基づく
同意者リストを地域にお渡ししており、
平常時の見守り活動等に活用されてい
る。

支援を必要とする人の把握、見守り
体制の充実について、住民意識の醸
成につながる取り組みのほか、避難
行動要配慮者を意識した地域活動の
より一層の充実が課題である。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

地域における見守りネットワークと
地域包括支援センターを中心とし
た相談体制の充実を図ります。

「高齢者あんしんセンター」を愛称とし
て、高齢者にわかりやすい相談支援体
制の充実及び地域のネットワーク構築
を推進した。

より地域に密着した相談窓口としての
周知・啓発が必要である。

①人と人のつながり・
絆を深めていくまち

　事業における内容の固定化
を打破し、NPO団体等外部事
業者の方法、思考を取入れる
ことで、地域における新たな事
業展開の流れを汲むことがで
きました。

①人と人のつながり・
絆を深めていくまち

　まちづくり協議会主催・共催
事業に、地域拠点職員とともに
参加し地域のまちづくりに寄与
することができました。

①人と人のつながり・
絆を深めていくまち

　玉串川桜再生事業等につい
て、関連機関及び部局と連携
して対応できました。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支援する
体制を充実します。

地域内における各種団体の会議体を
含めた活動に支援体制をとりながら、
更なる事業展開への提案等行っていく
ことで、連携強化に繋げられたと考え
る。

地域活動の参加者及び担い手(特に
若い世代に向けた)を増やす取組みを
引続き支援していく必要がある。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域とつなが
り、協働のまちづくりの担い手とな
るよう支援します。

NPO団体、学校、各種団体と協働・連
携して、地域の最重要事業である安全
安心における新たな事業展開としての
繋ぎによる支援を行う事ができた。

ＮＰＯ団体等市民活動団体との連携
強化のため、地域への積極的な情報
提供や支援に取り組む必要がある。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくりや安全
確保の取り組みなど、地域での青
少年健全育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談会の実
施、放課後子ども教室の実施等にかか
る依頼を行い、青少年健全育成の推進
を図った。

地域において、非常に多くの活動を
行っていただいているため、各活動に
協力していただける人材の確保に課
題があると認識している。



【行政】地域別計画のふりかえり 西山本小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

後期基本計画の内容 まちづくり協議会の視点地域拠点の視点施策担当課による後期計画の総括

拠点で取り組んだこと・成果
拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組んだ
こと・成果

わがまち推進計画
の目標

地域のまちづくり
防災
その他

④安全で誰もが安心
して暮らせるまち

④安全で誰もが安心
して暮らせるまち

　青パト巡回中等で、カーブミ
ラーの不具合や道路陥没等施
設の損傷等を発見した場合に
ついては、地域拠点及び部局
へ相談・連絡し、早期解決に向
けての協力を行いました。

　地域課題である、近鉄河内
山本駅周辺整備については、
随時関連部局と協議していき
ます。

④安全で誰もが安心
して暮らせるまち

②高齢者がいつまで
も心豊かに暮らせる
まち
④安全で誰もが安心
して暮らせるまち

①人と人のつながり・
絆を深めていくまち

○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

○

新たな通学路指定に伴う対策と既に
実施しているカラー化等の老朽化に
伴う対策が生じ、計画的な維持管理
と安全対策が必要です。

限られた財源・人材のなかで膨大な
都市基盤施設の維持管理を進めてい
く必要があります。

障がい者（児）が住み慣れた地域
で生き生きと生活するために、防
災対策に取り組みます。

避難行動要支援者名簿に基づく同意
者リストを地域にお渡ししており、平常
時の見守り活動等に活用されている。

避難行動要配慮者を意識した地域活
動のより一層の充実が課題である。

38
魅力ある都
市核などの
充実

市民生活の安全性向上のため、交
通結節点である近鉄河内山本駅
周辺の整備に取り組みます。

特に大きな地域課題となっている狭小
な踏切歩道部について、安全で快適な
通行を確保する事を優先的に進めるた
め、近畿日本鉄道㈱を含めた関係機関
との協議を進めました。また、調査や測
量・設計業務を実施しました。

玉串川や桜並木等、地域資源が豊か
な近鉄河内山本駅周辺は、地域生活
拠点となる副次核である事から、今後
も関係機関と引き続き連携し、駅周辺
を核とした交通結節点機能等の充実
を図ることで、市民生活の安全性、利
便性の向上を図る必要があります。

④安全で誰
もが安心し
て暮らせる
まち

西山本小学校区では、校区全体としての自
主防災組織が結成され、防災訓練や防災対
策マップの作成などの自主防災活動や災害
時要配慮者支援体制づくり、青色防犯パト
ロール車による校区内巡回や交通安全対策
の確認など、安全安心に関わる活動を活発
に行っています。今後も、地域での防災・防
犯活動がさらに向上するよう地域と行政が連
携し、安全安心のまちをめざします。

また、近鉄河内山本駅周辺をはじめ、玉串川
沿道などでは、自転車の通行も多く、交通マ
ナーを守ることが必要です。これからも地域、
警察および行政が連携して各種啓発活動等
を行うとともに、近鉄河内山本駅周辺を安全
で安心して利用できるよう、地域、関係機関
および行政が連携して整備を進めていきま
す。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の支援や、
地域、事業者、関係団体、警察、
関係機関との連携・協力による防
犯への取り組みを進めます。

防犯灯の整備費補助や電気使用量補
助を通じて、地域における防犯の取り
組みを支援したほか、出前講座や各種
啓発活動を実施しました。また、八尾市
安全・安心のまちづくり基金を活用し、
地域で活動する団体に助成金を交付し
ました。

警察、地域などの関係団体と連携
し、交通事故防止に向けた各種啓
発活動や交通安全教育などに取り
組みます。

交通安全教室を実施し啓発等を行い、
交通事故防止に努めました。

16
障がいのあ
る人の自立
支援

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活道路につ
いて安全対策と適切な維持管理に
努めます。

警察、学校等と連携しながら、交差点
のカラー化や路側帯のカラー化等、通
学路の安全対策を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパトロールを実
施し、損傷等の早期発見に努めまし
た。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

災害時要配慮者支援体制の構築
に取り組みます。

避難行動要支援者名簿に基づく同意
者リストを地域に提供しており、平常時
の見守り活動等に活用されている。

④安全で誰もが安心
して暮らせるまち

④安全で誰もが安心
して暮らせるまち

　課題である、支援者を必要と
する方々への見守り体制にお
ける地域内の実状を把握する
ことで、効果的な方法を等検討
を行いました。

　課題である、支援者を必要と
する方々への見守り体制にお
ける地域内の実状を把握する
ことで、効果的な方法を等検討
を行いました。

　交通安全関連部局・団体等
と連携し、外部事業者の方法、
思考を取入れ、地域住民の力
で交通事故防止に向けた各種
啓発活動や交通安全教育等を
新たな事業展開として実施す
ることができました。

　訓練内容の固定化を打破
し、NPO団体等外部事業者の
方法、思考を取入れることで、
地域における新たな事業展開
の流れを汲むことができた。又
避難所運営ゲーム(HUG)で避
難所のあり方を再認識するこ
とでマニュアル策定の基礎に
することができました。

　防犯カメラ設置、青パト範
囲、防犯灯・カ－ブミラー等
は、過去の犯罪・事故案件場
所を勘案し、地域内でまとめた
上、関連部局と協議し決定して
いくことで、より効率的・効果的
な地域内の安全安心における
事業展開に寄与できました。

　まちづくり協議会が、防犯カメ
ラの設置支援、青色防犯パト
ロール、地域からの防犯灯・カ
－ブミラーの不具合等、各相談
に対し関連部局と協力して、地
域の安全安心なまちづくりに寄
与できました。

　また防災訓練の内容の固定化
を打破すべく、NPO団体等外部
事業者の事業実施手法、思考
を取入れることで、地域におけ
る新たな事業展開を提案・支援
することができました。また避難
所運営ゲーム(HUG)等訓練のあ
り方を再認識することで今後自
主防災組織結成の基礎にする
ことができました。

　加えて、交通安全関連部局・
団体等と連携し、外部事業者の
事業実施手法、思考を取入れる
ことで、交通事故防止に向けた
各種啓発活動や交通安全教育
等、地域における新たな事業展
開を提案・支援することができま
した。

　さらに、支援者を必要とする
方々への見守り体制における現
状を抽出することで、更なる住
民意識の醸成に努めるととも
に、道路、通学路、河川や橋梁
等の都市整備基盤の損傷等に
ついては、地域からの相談や青
パト巡回中に発見した不具合を
関連部局に情報提供を行い、課
題解決に向けた繋ぎを行うな
ど、安全・安心のまちづくりの推
進に寄与することができました。

○

保護者や高齢者等の参画を促すこと
が必要です。

災害時に備えた、継続的した取り組
みが必要である。

助成金の対象事業について、校区ま
ちづくり交付金を活用して実施しても
らうべき事業か、当助成金を活用して
もらうべき事業かを整理する必要があ
ると考えています。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行動訓練や
自主防災組織の活動支援などに
取り組みます。

防災訓練の実施や自主防災組織の活
動支援を行いました。

避難所運営に関するマニュアル策定
が必要と考えています。



【行政】地域別計画のふりかえり 竹渕小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

　地域での防犯意識が高く、
まち協が積極的に実施する
青色防犯パトロールの活動
が円滑に行えるよう支援しま
した。

・相談 　防犯カメラの設置を行っ
た。まち協の役員会で設置
場所を検討し、防犯状況に
ついて意思の疎通を図った。

　平成29年度に防災訓練を
行った。今後も継続的に地
域の防災を考えるのであれ
ば、大人だけで防災訓練を
するのではなく、次世代の育
成も必要であることから、小
学校の土曜スクールと協賛
した。そうすることにより、子
どもの参加者が増え、世代
間交流と次世代育成につな
がった。

①「安心安全で」ふれあいの
あるなまち

　竹渕地区で運行しているバ
スの利用促進のため、コミセ
ンだよりにバスの運行時間
表を掲載し、地域住民に利
用促進に向けた啓発活動を
実施しました。

地域のまちづくり 　地域で継続的に運行経路
や時間の意見交換を行い、
まち協の会議や地域団体の
活動での利用促進や地域住
民への利用促進の啓発を
行っている。

「交通問題委取り組む」ふれ
あいのあるまち

　高齢者給食サービスやふ
れあい喫茶でボランティア募
集の啓発活動の支援を行い
ました。また、高齢者給食
サービスやふれあい喫茶に
合わせて健康相談を設ける
ことにより相談を行いやすい
環境を整え、地域住民の健
康に対する意識向上の啓発
や健康状態などの把握する
ことができました。

防災 　ふれあい喫茶で地域住民
が集まるので、地域住民同
士の情報共有の場になって
いる。まち協の事業なども啓
発を行い情報発信を行って
いる。ふれあい喫茶で健康
相談を行い、同日に介護予
防教室を行うことで、来場者
の増加に努め、地域住民の
健康増進につなげている。

「誰もがいくつになっても暮ら
せる」ふれあいのあるまち

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

○

後期基本計画の内容

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

○

○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

施策担当課による後期計画の総括 まちづくり協議会の視点

多文化共
生の推進

多言語による外国人市民
への相談や情報提供など
を行います。

市内各地で多文化共生研修を
行っており、平成24年度には、
竹渕校区集会所において「多
文化共生に対する理解を深め
てもらう研修会」を実施したが
後期計画期間中は、実施出来
ませんでした。

継続的に多文化共生意
識の向上につながる取組
を進めて行く必要がありま
す。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

福祉に関する総合的な支
援体制の充実を図るため
に、地域全体の健康福祉
情報の提供や、相談体制
の充実に取り組みます。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

14

高齢者の
生きがいづ
くりと高齢
者を支える
しくみづくり

地域における見守りネット
ワークと地域包括支援セ
ンターを中心とした相談体
制の充実を図ります。

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理に努めま
す。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めました。

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施している
カラー化等の老朽化に伴
う対策が生じ、計画的な
維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のな
かで膨大な都市基盤施設
の維持管理を進めていく
必要があります。

交通問題の共有をはかる
だけでなく、交通まちづく
りの輪をひろげ、地域版
まちづくり懇話会の開催
につなげていく必要があり
ます。

③誰もがい
くつになっ
ても暮らせ
るまち

竹渕小学校区では、地域ぐるみでふれあい
給食サービスやいきいきサロン、ふれあい喫
茶など高齢者の支援に取り組んできました。
また、地域包括支援センターを中心に高齢者
の総合的な支援を進めています。いくつに
なっても安心して健康に暮らせるように、地域
での見守り活動や、身近な所で高齢者福祉
や介護に関する情報を得ることができ、いつ
でも相談ができる体制づくりを進めます。ま
た、この校区には、多くの外国人市民が暮ら
しており、高齢化が進んでいます。外国人相
談など行政によるサポートとともに、地域でも
住民の相互理解やコミュニケーションを深
め、多文化共生社会の実現をめざします。さ
らに、地震発生時における避難体制や避難
経路の確保など地域における防災対策を充
実し、誰もがいくつになっても暮らしやすいま
ちをめざします。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマ
ニュアル策定が必要と考
えています。

②交通問
題に取り組
むまち

竹渕小学校区は、市の最西端に位置し、主
な公共交通機関の駅などからも離れていま
す。地域では、市役所や市立病院への通院、
また市内のイベントに参加するときなど、独
自に自動車で送迎するなどの工夫をされて
いましたが、市の中央部へ移動する際など、
地域の交通利便性は低く、特に自動車や自
転車などの交通手段を持たない高齢者・障
がい者・妊婦、また乳幼児を育てている方な
どが移動するのが困難な状況です。今後とも
地域の交通利便性を向上させるため、地域と
行政が連携し、誰もが移動しやすいまちをめ
ざします。

42
公共交通
網の充実

地域と行政が交通につい
て考える取り組みを進め、
地域の交通利便性を向上
させる移動手段などの具
体化、持続性の向上をめ
ざします。

地域の交通問題の共有を図り
ました。

「高齢者あんしんセンター」を
愛称として、高齢者にわかりや
すい相談支援体制の充実及び
地域のネットワーク構築を推進
した。

より地域に密着した相談
窓口としての周知・啓発
が必要である。

52

①安全安
心でふれあ
いのあるま
ち

竹渕小学校区では、地域ぐるみで地域安全
マップの作成や子どもへの声かけ運動、安全
見守り活動や青色防犯灯パトロールカーによ
る校区内巡回、自主防災組織の活動など、
安全安心に関わる活動を継続的に展開して
います。今後も、登下校時の見守り活動を含
めた子どもたちの健全育成の取り組みや子
どもたちの居場所づくりを進め、未来を担う子
どもたちが健やかに育つまちをめざすととも
に、地域での防犯活動が有機的に機能し、さ
らに向上するよう地域と行政が連携し、安全
安心でふれあいのあるまちをめざします。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足してい
るとの認識である。地域で
の子育てに係るまちづくり
活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策に
ついて、ご相談に応じてい
く。

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保及び地域拠点との連
携や支援手法に課題があ
ると認識している。



【行政】地域別計画のふりかえり 竹渕小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

後期基本計画の内容 地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

施策担当課による後期計画の総括 まちづくり協議会の視点

　地域の健康増進や世代間
の交流のために、ニュース
ポーツをまち協を主体として
行うに当たり、事前の啓発や
当日の活動の支援を行い、
円滑にニュースポーツを行っ
た。

健康づくり 　地域の健康増進や世代間
交流のために、ニュースポー
ツをまち協を主体として行う
に当たり、高齢クラブや学校
の児童と月2回程度を目標
に、ニュースポーツを行い、
子どもから大人まで無理なく
楽しみ、健康増進と世代間
交流を行えた。

「スポーツを通じてみんなが
あいさつのできる」ふれあい
のあるまち

　自転車の交通安全教室を
実施するに当たり、警察や行
政庁などの関係機関との調
整や啓発活動を支援しまし
た。

　小学校で小さなロボット博
を開催するに当たり、産業政
策課や企業との調整の支援
を行いました。

生涯学習 　自転車の交通安全教室を
実施するに当たり、警察や行
政庁などに協力してもらい、
子どもから大人まで安全教
室で交通安全に対する意識
の向上ができた。

　小学校で小さなロボット博
を開催し、産業政策課や企
業に協力してもらいロボット
を通じて、子どもたちが地域
のものづくりの大切さを学
べ、良い経験をさせることが
できた。

「工場と住まいが良好な関係
である」ふれあいのあるまち

　身近な地域拠点として、地
域団体や関係機関と連携・
協働し、地域の特性に応じた
地域住民主体の健康コミュ
ニティづくりに取り組みを行
いました。また、地域により
近い出張所等への保健師の
配置により、地域の健康に
関する意識・取り組みが高ま
りました。

　今後もさらに地域での世代
間交流が活発に活動できる
ように集会室や地域活動支
援室の増床や相談室やキッ
ズルーム、エレベーターを新
設しました。
　てづくり教室の開催に対す
る情報発信や活動に対して
の支援を行っている。

子育て 　てづくり教室を開催し、大
人から子どもまで出来る作
品を、一緒に作成すること
で、世代を超えた交流ができ
た。

「竹渕コミュニティセンターを
拠点に様ような世代が集え
る」ふれあいのあるまち

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

⑥工場と住
まいが良好
な関係であ
るまち

竹渕小学校区には準工業地域が広がってお
り、中小企業のまち八尾の活力となっていま
す。近年は転出した工場の跡地に宅地開発
が進み、ますます住宅と工場が混在したまち
となっています。まちぐるみで交通ルールの
遵守およびマナー向上や、防犯対策、さらに
緑化への協力などにより、住まいと工場が良
好な関係で共存できるまちづくりを進めます。

また、ものづくりを身近に感じるとともに、子ど
もたちへものづくりの素晴らしさを伝えるよう、
地域、事業者、行政が連携して、活力があり
暮らしやすいまちをめざします。

5

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

○

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

市民・地域・事業者などと
の協働により緑化を推進
します。

緑化基金を活用し、公共施設
等の緑化に対する支援を行い
ました。

【1人あたり公園面積】
八尾市全体：2.89㎡/人
竹渕小学校区：1.18㎡/人

33

世界に誇る
ものづくり
の振興と発
信

工場立地支援制度を活用
し、工場集積の維持・発
展に取り組みます。

「ものづくりのまち・八尾」
のブランドを戦略的に発
信します。

子どもたちへものづくりの
素晴らしさを伝えるため、
工場見学など地域と企業
との橋渡しに取り組みま
す。

小学校で小さなロボット博を実
施し、地域住民にも開放するこ
とにより、子どもたちのものづく
りに対する関心を喚起するとと
もに、地元企業に対する理解
を深める取り組みを実施した。

（平成28年度の小さなロ
ボット博開催後、）地域が
地元企業と相互理解を深
める取り組みについて検
討していく必要がある。

37

土地の有
効利用と都
市景観の
保全

地域の実情に応じた土地
利用の推進に取り組みま
す。

地域の実情に応じた土地利用
の推進に取り組みました。

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

世代をこえたスポーツでふれ
あいのあるまちづくり事業であ
るニュースポーツであるカロー
リングや地域の安心安全の取
り組みの一環で行っている防
災訓練で学校等との協力・連
携を進めることができた。

市民活動団体と地域が共
にまちづくりの活動を取り
組めるように支援していく
必要がある。

⑤スポーツ
を通じてみ
んながあい
さつのでき
るまち

竹渕小学校区では、総合型地域スポーツクラ
ブ「竹渕キリンキッズクラブ」を設立しており、
健康づくりをはじめ体力の保持・増進、世代
間の交流、地域の教育力の向上などが図ら
れています。

市民スポーツ祭をはじめ、体力測定会や
ニュースポーツ等を開催するほか、平野川沿
いをウォーキングしている人も多くいます。

今後も、この活動が充実し、年代・世代を越
えて身近なところで多くの人々がなごやかに
声をかけあいスポーツに親しむことができる
まちをめざします。

31

スポーツ・
レクリエー
ションの取
り組み

スポーツを通じた市民の
親睦・健康増進に取り組
みます。

竹渕地区住民の体力向上、地
域の親睦を深めるため、市民
スポーツ祭の開催を行い、例
年１０００人近い住民が参加し
ました。

市民スポーツ祭の他、地
域住民が主体的に開催す
るスポーツの振興と住民
が参加しやすい教室の開
催を地域拠点やスポーツ
推進委員など関係団体と
連携した取組みが一層求
められている。また、地域
においてスポーツを気軽
に行える場所の確保が課
題となっています。

④竹渕コ
ミュニティセ
ンターを拠
点に様々な
世代が集え
るまち

竹渕小学校区では、竹渕コミュニティセンター
と竹渕地区集会所（校区集会所）を地域の活
動拠点として、世代間交流のてづくり教室や
ふれあい喫茶などが活発に行われていま
す。また、地域の健康づくりのために講座等
も行われています。

給食サービスによる高齢者のふれあいの場
や、校区まちづくり協議会・福祉委員会など
各種団体の会議や会合など情報交換の場で
あり、コミセンまつりやコミセンふれあいまつ
りの会場として、芸術文化活動などさまざま
な目的で活動を行っています。

しかし、現在のコミュニティセンターは狭くてエ
レベーターがなく、広く市民が利用しやすい
施設へと転換するため、耐震基準を満たして
いない竹渕地区集会所（校区集会所）を除却
し、バリアフリー化した新コミュニティセンター
を建設する予定です。今後、さらに活動を発
展させ、さまざまな世代が集える地域活動の
拠点となるよう地域と行政が連携して取り組
みます。

各地区で開催される講座
は、絵画や陶芸など趣味
の分野での自己学習が中
心ですが、今後は、地域
や市民の日常生活におけ
る課題解決に寄与する学
習の充実化にも努めると
ともに、学んだことを地域
社会に還元する機会の創
出を一層図ることが必要
です。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。また、地域の活動拠
点となる竹渕コミュニティ
センターを移転建替えしま
す。

地域拠点施設職員が積極的
に地域に出向くことにより、地
域のまちづくり活動を下支えで
きた。また、地域拠点のコミセ
ンの新築に伴い、相談室等を
整備したことにより、体制も含
め、整えることができた。

地域活動の参加者及び
担い手（特に若い世代に
向けた）を増やす取り組
みを引き続き支援していく
必要がある。

健康まちづくり宣言の普
及促進。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

28
生涯学習
の取り組み

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

健康相談、健康教育の実施。

地域主催健康増進事業の定
着。

身近な地域拠点施設であ
るコミュニティセンターに
おいて生涯学習の場を提
供します。

地区生涯学習推進事業とし
て、コミセン運営協議会に委託
し、各コミセンで講座や現代的
課題講座を開催しました。



【行政】地域別計画のふりかえり 亀井小学校区

施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点

交通事故を
なくすため
の安全意
識の高揚

警察、地域などの関係団
体と連携し、交通事故防
止に向けた各種啓発活動
や交通安全教育などに取
り組みます。

交通安全教室を実施し啓発等
を行い、交通事故防止に努め
ました。

保護者や高齢者等の参
画を促すことが必要です。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

○

○

施策担当課による後期計画の総括

24
教育機会
の均等

通学路の安全確保に努め
ます。

関係課・関係機関と連携して、
通学路の安全対策に取り組み
ました。

新たに形成される住宅街
での安全対策や、既存住
宅街での対策の見直しや
更新が必要です。

40
生活道路
の整備と維
持

通学路を中心とした生活
道路について安全対策と
適切な維持管理に努めま
す。

警察、学校等と連携しながら、
交差点のカラー化や路側帯の
カラー化等、通学路の安全対
策を実施しました。

日常的な道路や橋梁のパト
ロールを実施し、損傷等の早
期発見に努めました。

新たな通学路指定に伴う
対策と既に実施している
カラー化等の老朽化に伴
う対策が生じ、計画的な
維持管理と安全対策が必
要です。

限られた財源・人材のな
かで膨大な都市基盤施設
の維持管理を進めていく
必要があります。

48
上水道の
安定供給

防災訓練での応急給水訓
練活動などを通して、災
害時の地域住民による給
水活動や、備蓄水の必要
性を呼びかけ、地域の防
災力強化につなげます。

防災訓練での応急給水訓練活
動などを通して、災害時の地
域住民による給水活動や、備
蓄水の必要性を呼びかけ、地
域の防災力強化につなげまし
た。また、当地区においては耐
震性緊急貯水槽を用いて住民
による給水活動が行えるよう
訓練を行いました。

大規模災害時には、各地
域で水道局のみでの給水
活動を行うことは極めて
困難なため、今まで以上
に自助の飲料水の備蓄
の必要性を理解していた
だく必要があります。

②みんなが
安全安心に
くらせるま
ち

亀井小学校区では、地域住民が主体になっ
て、防災や防犯、地域福祉などさまざまな活
動を行っています。特に、防災については、
自主防災活動が盛んな地域であり、防災訓
練等校区全体で防災意識が高まるようにして
います。

また、亀井小学校区は国道25号をはじめ、竜
華東西線や府道住吉八尾線（久宝寺太田
線）などにより幹線道路の割合が大きい一方
で、奈良街道など昔からのまちなみが残って
おり狭い道路も多い新旧混在した地域です。

国道25号からの抜け道などとして、狭い道路
に多くの車両が進入しています。

今後、子どもたちをはじめ地域住民が安全
に、また安心して通学・通行できるよう、地域
と行政が連携し取り組みます。地域活動が活
発で、防犯や災害に備えのあるみんなが安
全安心に暮らせるまちをめざします。

1

安全なまち
をつくる防
犯の取り組
み

地域における防犯活動の
支援や、地域、事業者、
関係団体、警察、関係機
関との連携・協力による
防犯への取り組みを進め
ます。

防犯灯の整備費補助や電気
使用量補助を通じて、地域に
おける防犯の取り組みを支援
したほか、出前講座や各種啓
発活動を実施しました。また、
八尾市安全・安心のまちづくり
基金を活用し、地域で活動す
る団体に助成金を交付しまし
た。

2
安心を高め
る防災力の
強化

災害発生時を想定した行
動訓練や自主防災組織
の活動支援などに取り組
みます。

防災訓練の実施や自主防災
組織の活動支援を行いまし
た。

避難所運営に関するマ
ニュアルに基づく避難訓
練が必要と考えていま
す。

5

助成金の対象事業につい
て、校区まちづくり交付金
を活用して実施してもらう
べき事業か、当助成金を
活用してもらうべき事業か
を整理する必要があると
考えています。

地域に特化した魅力再発
見・発掘の実施を行い、
「八尾探」コースの設定及
び提供を行うことで、各地
域の魅力を認識していた
だき、地域の魅力を向上
する必要があります。

地域を跨いだストーリーを
見出し、より楽しんで頂け
るプログラムの検討を実
施します。

ＪＲ久宝寺駅南側で工場
跡地の宅地化が進んでい
る。

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

○

後期基本計画の内容

①ＪＲ久宝
寺駅南側を
中心とした
新しいまち
と歴史のあ
るまちをた
いせつにす
るまち

亀井小学校区の北側には、ＪＲ久宝寺駅があ
り、この駅の周辺は市の新都市核として位置
づけられています。ＪＲおおさか東線による交
通利便性の向上や駅前の大規模マンション
や商業施設の建設などにより人口の増加が
見込まれるため、子どもたちの通学路や防犯
など住環境の整備、駅周辺地域の利便性向
上などを推進します。

駅の南西側には、「竜華水みらいセンター」が
あり、その上部空間は有効に活用され、公
益・文化地区として整備され、さらに西側に
は、市内でも有数の工業集積地域もありま
す。

また、校区を東西に旧奈良街道が通ってお
り、その周辺には多くの遺跡や史跡も点在し
ています。

地域、事業者、行政が連携し、JR久宝寺駅を
中心とする「新都市核」として、さらに発展す
る新しいまちと歴史あるまちを再確認し、魅
力あるまちをめざします。

25
八尾の魅
力発見と発
信

一般社団法人八尾市観
光協会と連携し、八尾の
地域資源を「八尾の魅力」
として発信します。

地域の魅力を季刊誌
「Yaomania」、「八尾探」及び
「やお80″映画祭」に取り入れ
ました。

33

世界に誇る
ものづくり
の振興と発
信

工場立地支援制度を活用
し、工場集積の維持・発
展に取り組みます。

「ものづくりのまち・八尾」
のブランドを戦略的に発
信します。

中小企業サポートセンターの
新規訪問企業開拓のため、地
域企業の飛び込み訪問を実
施。新規での支援企業を発掘
する。

38
魅力ある都
市核などの
充実

ＪＲ久宝寺駅周辺の都市
核としての機能を高めま
す。

おおさか東線について、新大
阪まで延伸が決定され、活気
あふれる街づくりが促進され、
都市機能の拡充が図られまし
た。

また、竜華水みらいセンターか
ら供給される下水処理水を高
度処理した再生水を八尾市立
病院においても本格的に活用
し、都市環境やまちの賑わい
の向上が図られました。

○

○

○ ○ ○

○

亀井小学校区内には、多く
の遺跡や史跡があり、地域
の大切な財産が豊富にある
という特色を生かし、従前か
ら住んでいる住民に地区の
歴史を再認識してもらうだけ
でなく、近年、高層住宅が多
数新築され、亀井地区の人
口が急増した。この新たな住
民に対しても、この地区の歴
史を知ってもらい、今後愛着
を持って、恒久的に住んでも
らうために、まち協が主体と
なって、歴史マップの作成や
講演会を行いました。また、
事業に関する情報収集や関
係機関との調整を実施し、取
り組みがが円滑に進むよう
支援を実施しました。

相談 亀井小学校区内には、多く
の遺跡や史跡があり、地域
の大切な財産が豊富にある
という特色を生かし、従前か
ら住んでいる住民の地区に
対する歴史の再認識してもら
う。また近年、高層住宅が多
数新築され、亀井地区の人
口が急増した。この新たな住
民に対し、この地区の歴史を
知ってもらい、今後愛着を
持って、恒久的に住んでもら
うために、まち協が主体と
なって、歴史マップの作成や
講演会を行った。講演会の
中では、「昔を思い出して懐
かしい」との声が聴けた。地
域以外にも配布したところ、
亀井地区に興味を持っても
らったり、他地区で歴史マッ
プに興味をもたれ、作成の
きっかけにもなった。

「ＪＲ久宝寺駅南側を中心と
した新しいまち」と「歴史のあ
るまち」を再確認して大切に
する、いつまでも住み続けた
いまち

亀井小学校区では、防犯・防
災の意識が非常に高く、災
害時を想定し、地区別に防
災訓練を行い、安全安心の
まちづくり基金の申請を行っ
ており、申請について関係各
課との調整・支援を行いまし
た。
　また、八尾市内で、いち早
く、避難所マニュアルを作成
し、そのマニュアルに沿っ
て、講習会や訓練を行うため
の、関係各課の調整・支援を
行いました。
　加えて、通学路を中心とし
た、生活用道路の安全対策
として、地域からの情報を収
集し、損傷の復旧に向けた、
調整を行いました。
　その他、近年子どもが巻き
込まれる事件事故が増えて
きており、地域の防犯活動
の一環として、青色防犯パト
ロールカーの巡回による啓
発活動の支援を行いました。

防災 亀井小学校区では、防犯・防
災の意識が非常に高く、災
害時を想定し、地区別に防
災訓練を行い、安全安心の
まちづくり基金の申請し、そ
の交付金を使い防災バケツ
や防災活動の役員の着衣な
どを購入した。訓練を行うこ
とで、地域の防災意識の向
上につながっている。

八尾市内で、いち早く、避難
所マニュアルを作成し、その
マニュアルに沿って、講習会
や訓練を行うことで、八尾市
域全体が災害の際に、公的
機関からの救援がなくても、
地区で避難所運営が出来る
よう、マニュアルを作成した。

通学路を中心とした、生活用
道路の安全対策として、地域
からの情報を報告し損傷の
復旧を行うことで、通学路の
安全が図れた。

近年子どもが巻き込まれる
事件事故が増えてきており、
地域の防犯活動の一環とし
て、青色防犯パトロールカー
を巡回を行うことで、犯罪の
抑止力となった。

みんなが安全安心にくらせる
まち
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施策担当課自身
に対して

地域拠点に関し
て

まち協に関して

まちづくり協議会の視点地域拠点の視点

拠点で取り組んだこと・成
果

拠点の役割
（種類）

地域（まち協）で取り組ん
だこと・成果

わがまち推進計画の目
標

施策担当課による後期計画の総括

まちづくりの方向性 施策名 主な取り組み 実施した主な取り組み・成果 課題

後期基本計画の内容

③地域資
源を有効活
用し、水と
緑のある憩
えるまち

亀井小学校区には、一級河川平野川が流れ
ており、沿道は散策道として市民に親しまれ
ています。また、植栽の手入れなど日常的な
維持管理については、地域による取り組みが
行われています。

また、JR久宝寺駅南側の竜華東西線の沿道
には、緑地やせせらぎ、公園があり、地域の
憩いの場・散策の場として親しまれていま
す。

今後とも地域と行政が協働し、地域資源を活
かし、水と緑のある憩えるまちをめざします。

41

公園とまち
の緑化によ
る緑のある
暮らし

公園や緑地を適正に管理
し、安全に憩える空間を
維持します。

公園の清掃や花苗の植え付け
等の美化活動を地域で行って
いただくため、制度のＰＲに努
めました。

ボランティア団体の高齢
化により、後継者の発掘
が課題です。

【1人あたり公園面積】八
尾市全体：2.89㎡/人　亀
井小学校区：1.27㎡/人

44
きれいなま
ち八尾の実
現

地域での清掃活動などの
美化推進の取り組みを促
進します。

地域での清掃活動などの美化
推進の取り組みを支援しまし
た。

地域での清掃活動をより
活発になるような取り組み
を考察する必要がありま
す。

47

22
次代を担う
青少年の
健全育成

子どもたちの居場所づくり
や安全確保の取り組みな
ど、地域での青少年健全
育成の取り組みを進めま
す。

啓発事業への参加、住民懇談
会の実施、放課後子ども教室
の実施等にかかる依頼を行
い、青少年健全育成の推進を
図った。

地域において、非常に多く
の活動を行っていただい
ているため、各活動に協
力していただける人材の
確保及び地域拠点との連
携や支援手法に課題があ
ると認識している。

治水対策と
環境を意識
した水環境
の形成

水辺環境施設の向上をめ
ざし、水辺環境施設の活
用と維持管理に努めま
す。

地域のアドプト環境美化活動と
協働し水辺環境施設の適正な
維持管理を実施しました。

平野川の散策道について
は、利用者拡大のため周
辺施設の案内看板整備
等の取り組みが必要で
す。

19

地域での子
育て支援と
児童虐待
防止の取り
組み

地域で子育てに関する相
談や交流ができるように、
子育て支援拠点の運営
や、子育てサークルへの
支援、地域交流事業など
を行います。

引き続き、定期的に親子でつ
どい、交流・相談ができる場の
提供ができた。

④子どもた
ちの笑顔が
あふれ、健
やかに育つ
まち

亀井小学校区では、校区まちづくり協議会、
福祉委員会、自治振興委員会、子ども会など
が連携し、地域ぐるみで子どもたちを育むさ
まざまな活動が行われています。

また、亀井小学校において農業体験・昔遊び
など地域の方々との交流活動も実施されて
います。

登下校時における子どもたちへの声かけと見
守り活動が行なわれ、地域全体で子どもたち
の安全を守る取り組みが進められています。

子どもたちは次世代のまちづくりの担い手で
もあり、これらの活動を今後も継続していける
ように、地域と行政が連携して、子どもたちが
のびのびと遊べ、子どもの笑顔があふれ、健
やかに育つまちをめざします。

町会加入率が減少する
中、さらなる啓発活動を行
い、地域活動の参加者及
び担い手（特に若い世代
に向けた）を増やす取り組
みを引き続き支援していく
必要がある。

55
市民の社
会貢献活
動の促進

市民活動団体等が地域と
つながり、協働のまちづく
りの担い手となるよう支援
します。

世代間交流事業である地域
フェスタや敬老演芸大会などで
学校等との協力・連携を進め
ることができた。

市民活動団体と地域が共
にまちづくりの活動を取り
組めるように支援していく
必要がある。

健康まちづくり宣言の普
及促進

⑥町会加
入を促進
し、将来の
地域の担
い手をはぐ
くむまち

亀井小学校区では、JR久宝寺駅前の開発な
どにより、さらに人口が増加することが予測さ
れるため、新たにこの校区に居住する人たち
の地域コミュニティ活動への参加を促進して
いくことが必要です。また、自治振興委員会
などの地域活動の区域の一部は、校区と異
なるところがあり、今後の地域活動のあり方
について、地域と行政で検討していく必要が
あります。

地域と行政が連携し、町会加入を促進し、地
域活動が活発で将来の担い手を育むまちを
めざします。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

コミュニティ推進スタッフ以外
の地域拠点職員について、課
内での担当者を明確化するこ
とにより、地域活動の支援体
制を充実させた。

13

ともに支え
あう地域福
祉のしくみ
づくり

地域における団体や住民
の自主的な地域福祉活動
や見守り・支援体制の充
実の支援に取り組みま
す。

（社福）八尾市社会福祉協議
会と連携し、地域の自主的な
福祉活動を支援した。

54

地域のまち
づくり支援・
地域拠点
の充実

⑤校区集
会所を拠点
として、世
代間交流
ができる地
域活動が
活発なまち

亀井小学校区集会所が地域の活動の拠点と
して、校区まちづくり協議会など各種団体の
会議や会合などが行なわれています。また、
さまざまな世代が集える場として、ふれあい
喫茶や世代間交流イベントの開催などが活
発に行われています。また、地域の健康づく
りのための講座等も行われています。

今後もさらに、活動を発展させるよう、地域と
行政が連携して取り組み、亀井小学校区集
会所を拠点として、世代間交流ができる地域
活動が活発なまちをめざします。

10
疾病予防と
健康づくり
の推進

地域の健康づくり活動を
支援する中で、地域の健
康コミュニティの構築と健
康文化の醸成に取り組み
ます。

健康相談、健康教育の実施
地域主催健康増進事業の定
着

地域のまちづくり活動を支
援する体制を充実しま
す。

コミュニティ推進スタッフ以外
の地域拠点職員について、課
内での担当者を明確化するこ
とにより、地域活動の支援体
制を充実させた。

町会加入率が減少する
中、さらなる啓発活動を行
い、地域活動の参加者及
び担い手（特に若い世代
に向けた）を増やす取り組
みを引き続き支援していく
必要がある。

支援を必要とする人の把
握、見守り体制の充実に
ついて、住民意識の醸成
につながる取り組みが課
題である。

○ ○

○ ○

地域子育て支援拠点が全
ての中学校区に整い、市
の取り組みは充足してい
るとの認識である。地域で
の子育てに係るまちづくり
活動における協力要請が
あれば、とりうる支援策に
ついて、ご相談に応じてい
く。

○ ○

○

○

○

○ ○ ○

　まち協の事業で校区集会
所の親子で遊べる子育てひ
ろばを開催しており、講師と
の調整及び啓発活動や運営
の支援を行いました。
　また、亀井小学校で子ども
と大人のふれあいや農業の
大変さ、楽しさを知ってもらう
ために、農業体験を行ってお
り、マスメディアとの調整や
活動の支援を行いました。
　さらに、亀井小学校区で世
代間が交流できる1000人規
模の地域フェスタを行い、啓
発や活動の支援を行い、拠
点でブースを出店しました。

子育て まち協の事業で校区集会所
において親子で遊べる子育
てひろばを開催し、たくさん
の乳幼児が集まり、読み聞
かせやプール遊びや工作な
どを保護者と一緒に楽しみ
にぎわった。

亀井小学校で子どもと大人
のふれあいや農業の大変
さ、楽しさを知ってもらうため
に、農業体験を行い、たくさ
んの子どもたちが泥まみれ
になり、楽しみながら経験で
きた。。

亀井小学校区で世代間が交
流できる1000人規模の地域
フェスタを行い、マジック
ショーやバナナのたたき売り
などでたくさんの人でにぎわ
い開催できた。

こどもたちの笑顔があふれ、
健やかに育つまち

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

　地域の公園の清掃や維持
管理を定期的に行い、亀井
小学校区の集会所や周辺に
花苗の植え付けを行うこと
の、情報提供や活動支援を
行いました。

地域のまちづくり 地域の公園の清掃や維持管
理を定期的に行い、亀井小
学校区の集会所や周辺に花
苗の植え付けを行うことで、
緑豊かなきれいな街となり、
地域住民の美観に対する意
識が向上した。

地域資源を有効活用し、水と
緑のある憩えるまち

・身近な地域拠点として、地
域団体や関係機関と連携・
協働し、地域の特性に応じた
地域住民主体の健康コミュ
ニティづくりの取り組みを行
いました。また、地域により
近い出張所等への保健師の
配置により、地域の健康に
関する意識・取り組みが高ま
りました。
　まち協主催で、様々な世代
が集える場として、毎月、校
区集会所でふれあい喫茶を
開催しており、啓発や活動支
援行うとともに、健康相談の
ブースを併設しました。

地域のまちづくり 校区集会所を活用し、これか
らの地域のさらなる発展のた
めに、毎月、まち協の役員会
議や各種講習会、実行委員
会などの会議を頻繁に行っ
ている。

まち協主催で、様々な世代
が集える場として、毎月、校
区集会所でふれあい喫茶を
開催しており、世代間交流が
活発に行われた。

校区集会所を拠点として、世
代間交流ができる地域活動
が活発なまち

　地域内で転入の情報を共
有し、町会長が随時丁寧に
説明を行い、今後の担い手
でもある新しい住民に、町会
加入の促進を行っており、拠
点と連携して、公的関係機関
などとの調整支援を行いまし
た。

生涯学習 地域内で転入の情報を共有
し、町会長が随時丁寧に説
明を行い、今後の担い手で
もある新しい住民に、町会加
入の促進を行っており、加入
促進の一定の効果が出てい
る。

町会加入を促進し、将来の
地域の担い手をはぐくむまち
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